
 ２０１８年７月２４日 

藤沢市教育委員会教育長 様 

藤沢市教科用図書採択審議委員会 

委員長 平山 尚 

 

平成３１年度使用藤沢市教科用図書に関する審議結果について（答申） 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会（以下審議委員会という）では、平成３１年度使用小学

校用教科用図書、平成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書及び、平成３

１年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書について、

教育委員会の諮問に基づき、審議方針を定め、その方針の「基本的な考え方」にそって、２

回にわたり審議してきました。 

その結果を以下のとおり答申いたします。 

 

 

 

 

１ 平成３１年度使用小学校用教科用図書の審議結果について 

 

  このことについては、平成２７年度から使用している小学校用教科用図書について、「現

在までに、各学校における使用に関して、特に問題がないこと」、「あと一年間だけの使用で

あること」から、新しく採択替えをする必要はないと考え、現在使用している教科用図書を

引き続き使用するものとする。 

 

２ 平成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書についての審議結果につい

て 

  

  別表のとおり 

 

３ 平成３１年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図

書についての審議結果について 

 

 このことについては、「子どもの実態や発達段階に応じて、幅広く一般図書の採択が可能

となるように、昨年度まで採択されている一般図書は、引き続き使用できること」「今回審

議を行った教科用図書として使用したいと考えている新規図書や、複数種目で希望のある一

般図書は、いずれも適切であること」と、考える。 

 

 なお、参考資料として、審議方針と第１回、第２回審議委員会の会議録を添付いたします。 

 



　　別表

第２回平成３１年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　
平成３１年度使用中学校用「特別の教科　道徳」教科用図書について

審議のまとめ

平成３０年７月

 藤沢市教科用図書採択審議委員会



第２回平成３１年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「平成３１年度使用中学校用「特別の教科　道徳」教科用図書について」

発行業者別審議のまとめ

◇東京書籍

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　いじめ関連の教材について
・１年生の「いじめに当たるのはどれだろう」という教材は、日常の教室風景を描いた絵から何がいじめに当たるかを考
えさせるつくりになっている。１年生という発達段階においては、どの学校のどの教室でも日々起きているであろう状況
が描かれていて、身近で考えやすいとともに、自分の行動を振り返ることにつながると思う。
・３年生の「スマホに夢中」も生徒にとって身近な内容で考えやすい教材だと感じた。

　いじめや生命に関する教材については、連続して扱う工夫がされていて、全学年を通して繰り返し学習ができるよう
な配慮がされていると感じた。
　２年生、３年生で扱っている「いじめのない世界へ（１）・（２）や、全学年で扱っている「情報モラルと友情」の教材
は、今の生徒たちにとって身近で考えやすい教材を示していて、生徒たちに考えさせ、話しあわせたい内容である。
　また、「考えてみよう」という取り出し方で、自分の考えを表現しやすく、「考える道徳」につながるアプローチをしてお
り、「議論する道徳」への話し合いの糸口も考えられていて良いと感じた。

　いじめに関する教材はとてもわかりやすく表現されていると感じた。傍観者について、問題提起しているところも、いじ
めはいじめる側といじめられる側だけの問題ではないと気づくきっかけになるのではないかと感じた。

　日常生活の中から、さりげなく「違いを認める」とか「他者を理解する」、「共生」をテーマに取り扱っている内容がちり
ばめられており、学校の状況に合わせて扱うことができる。

　「コラム」「プラス」「ACTION」をはじめ、各所に挿話、図表、資料がちりばめられており、意欲を持って自ら取り組もうと
する生徒にとって考えを深めることができる構成となっている。
　また、意欲を持ちにくい生徒にとっても、興味を持って見ることのできる教材が多数用意されており、習熟の程度に応
じて学習しやすくなっていると感じた。

　観点が少なめであることで、話し合いやすく、考える道徳につながりやすい。「銀色のシャープペンシル」では、心の
葛藤を引き出しやすいと感じた。

　小学校１年生の教材を扱っている点について、小学校１年生の時に読んだものと今読む時と、その違いや自分の成
長を感じられる点も魅力ではないかと感じた。

　３年生の「自分の将来を見つめて」の新聞の投稿欄等、考え方を広めたりする教材が提示されていて良かった。
　どの読み物も２つから３つの課題提示がされているが、多角的・多面的な思考の広がりを促すことのできる教材となっ
ている。例えば、２年生の「自分の郷土の文化や伝統、自然などに誇れるものはないか。また、郷土のために自分がで
きることはどのようなことか」などという問いかけの方法に良さを感じた。

　目次に、「○○するために」や「○○を考える」といった内容を示唆するような文言が書いてあり、能動的な表現によ
り、やってみたいと前向きに考えられるのではないか。自分と同じ悩みの話題であるとか、社会の問題をみんなで考え
るとか、中身がわかりやすく、見通しをもって議論できることがいいと思う。

　他教科との関連を「関連マーク」で示しており、教師側から非常に使いやすく感じられた。

　「ACTION」には、ロールプレイという役割演技の形で、子どもたちが体験をしながら学ぶことができるように設定され
ている。

　「二通の手紙」は学校図書と日本教科書の２者は２年生での取り扱いで他の者は３年生で扱っている。「二通の手紙」
の主発問として示されている「主人公の元さんがはればれとした顔で職を辞すこと」について、その心情を考えること
は、本校の生徒に照らしてみた場合、２年生という発達段階には少し難しいのではないかと感じられた。
　そのような点を含め、発問例や考える視点などから考えると、東京書籍は、発問が端的でわかりやすいため、生徒に
とって考えやすいと思われた。

　キャリア教育と関連づけることができる教材や、国際理解教育につながる教材が、非常に充実していると感じた。
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◇東京書籍

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　挿絵の色調が柔らかく、あたたかい感じがした。絵の描き方も優しく感じた。

　視覚的な力の弱さのある生徒にも読みやすい、ユニバーサルデザイン書体を採用している。

　巻頭では、学習の流れをつかみやすいような工夫がされている。漫画で解説をすることで、これから学ぶことへの楽し
さを期待させるものになっている。

　小１で学んだ教材「橋の上のおおかみ」を、掲載している。中学生になって再度読み、考えることで、自分の変化や成
長が確認できるのではないかと思う。
　各教材の文章量が長すぎず、読みやすいと感じた。

　AB版ということで、教科書の版が大きく、文章の間隔が広く、読みやすさがある。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　本市で力を入れている安全・防災教育という観点で、東日本大震災を例に非常時におけるとっさの判断、主体的な
行動に関する教材がある。海岸に面している本市の地形的特徴を考えると、防災教育という点からも参考になると思わ
れた。

　大学時代に本市のキャンパスで学んだ、リオでの男子400ｍリレーの山縣亮太氏に関する内容があり、本市ゆかりの
人物という点で取り上げることができる。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。
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◇学校図書

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　日常生活の中から、さりげなく「違いを認める」とか「他者を理解する」、「共生」をテーマに取り扱っている内容がちり
ばめられており、学校の状況に合わせて扱うことができる。

「心の扉」のページが、各学年１８回程度挿入され、自己を見つめて多角的に考える筋道がしっかり整理している。これ
を参考に活動していくことで、自己を見つめて多角的に考える活動ができると感じた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　視覚的な力の弱さのある生徒にも読みやすい、ユニバーサルデザイン書体を採用している。

　全ての教材について見開きの右のページから始まるように構成している。
　昨今、注意がそれやすい子や集中しにくい子への配慮ということで、教室環境なども刺激をなるべく少なくしようと
いった配慮がなされており、教科書についてもこうした配慮は効果があると思われる。

　文章の下段に言葉の注釈がついており、内容を理解しやすくする助けとなっている。読みに対しての苦手さがある生
徒にとっては、言葉の意味や漢字の読み方がわかることは、学習に向かう気持ちが前向きになる手がかりになると思わ
れる。

　AB版ということで、教科書の版が大きく、文章の間隔が広く、読みやすさがある。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　本市で力を入れている安全・防災教育という観点で、東日本大震災を例に非常時におけるとっさの判断、主体的な
行動に関する教材がある。海岸に面している本市の地形的特徴を考えると、防災教育という点からも参考になると思わ
れた。

　オリンピック・パラリンピックに関連する内容は、全ての教科書に載っていたが、特に、学校図書は取り上げている量
が豊富である。
　内容としては、開催の意義をはじめとして、目標の設定、努力、友情、障がいと向き合う生き方等が取り上げられてい
た。
　特に、「私はおもてなし親善大使」と「僕にとっての東京オリンピック」という教材は、他国に対する尊重、世界の人々と
の交流など、国際理解につながる内容として、非常に適切だと思われた。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。

　本市ゆかりの地名という観点では、「ワンス・アポン・ア・タイム・イン・ジャパン」に、本市に関わる内容として、江の島動
物学研究所で、腕足類のシャミセンガイの研究を行ったモースに関する教材がある。
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◇教育出版

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　日常生活の中から、さりげなく「違いを認める」とか「他者を理解する」、「共生」をテーマに取り扱っている内容がちり
ばめられており、学校の状況に合わせて扱うことができる。

　1年生の「あなたならどうしますか」という教材では、身近な材料が考えやすく提示されており、子どもたちにとって「正
しいと考えること」と「自分だったら実際にはどうしただろう」という対比が明確になり、最適であると感じた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　１年生の前半部分に大きめの文字を使用するという配慮がなされていた。

　巻頭では、学習の流れをつかみやすいような工夫がされている。テーマごとにイラストを入れて説明しているので、イ
メージしやすいと思われた。

　上質の紙が使用され、白い紙の上に綺麗に印刷されており、とても見やすい、読みやすいという印象を受けた。
　１年生の教科書は、文字が少し大きめに始まっている。段階的に文字の大きさを小さくしていくことで、中一ギャップ
に対する配慮もされていると感じた。
　学年ごとの文章と挿し絵等のバランスもよく考えられていると感じた。

　ページ一杯に絵や写真が載せられていて、行間にも余裕があり、読みやすいと思われた。

　版の大きさについては、各者考えながら作られているが、教室の机の大きさは変わっていないため、B5版がよいかと
思う。しかし、わかりやすさや見やすさではAB版やA4版へと変化しているため、一概に版の大きさだけでは、言い切れ
ない。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　本市で力を入れている安全・防災教育という観点で、実際に地震や水害等の被害にあった人々へ問いかけるという
教材があり、被災経験を生かして日頃の注意や事前の準備の大切さに気づかせることができる。

　オリンピックパラリンピックに関連する教材の取り扱いの数は多くないが、パラリンピックやリオデジャネイロオリンピック
に関連して「パラカヌー」に関する教材が配置されている。

　本市の外国籍の児童生徒が多いという実態から、国際理解の視点で「ショートパンツ初体験inアメリカ」は、外国人と
の交流を通して、差別や偏見をなくすことに関する内容になっている。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。
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◇光村図書出版

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　情報モラルやいじめの他にも、災害や選挙権、認知症の問題やマイノリティの問題など、社会的状況を反映した題材
を非常に幅広く扱っており、生徒が関心をもって主体的に授業に参加できるのではないかと思われた。

　２年生の「いじめといじり」や「なんだろう　なんだろう」は、生徒にとって日常的に起きている事柄であり、考え、議論し
やすい教材だと感じた。
　「学びのテーマ」という取り出し方で、自分の考えを表現しやすく「考える道徳的」につながるアプローチをしており、と
ても良いと感じた。

　「学びのテーマ」という取り上げ方で、自分の考えが表現しやすく作られていると感じた。その中で「見方を変えて」と
いう項目があり、別の意見や論議するようなアプローチがされているため、多面的な思考を深めていくには大変有効で
あると思われた。
　自分なりの考え方をを持ち、自己肯定感を高める効果もあるという印象を受けた。

　「見方を変えて」「つなげよう」といった形の展開があることで、より深く議論することができると思われた。
　小学校１年生の教材を扱っている点について、小学校１年生の時に読んだものと今読む時と、その違いや自分の成
長を感じられる点も魅力ではないかと感じた。

　「学びのテーマ」や「見方を変えて」などで発問が工夫され、多角的な見方・考え方ができるようになっていると感じ
た。

　各教材末に「学びのテーマ」が設けられ、「考える観点」や「見方を変えて」で示される発問を通して、主人公の立場
で考えたり、第三者の立場に置き換えて考えさせたりと、多様な考えを引き出す工夫がされている。
　「つなげよう」により、既に習っている内容や生活につながるように工夫され、コラムや資料を併せて活用することで、
自己を振り返り、考えを深めることができる。

　保護者の視点から見て、構成の工夫に注目した。ユニットのテーマが定められており、中学校に入学し、中学生とい
う自覚を持ち、自他の命を大切にして学校生活を送る、そして新しい仲間を思いやるというように、中学校という新しい
ステージを迎えて生活をしていく生徒たちに合わせた順序になっていると感じた。このような順序になっていることで、
教材をより身近に感じられる工夫がされていると感じた。

　一つの教材に対しての「学びのテーマ」が、普遍的な考え始めやすいテーマとなっており、考える観点、それとは別
の見方についても考えるきっかけとなる問いが示されており、一つの方向で考えがちなところを、多面的・多角的に捉
えられるよう、上手に示していると感じた。

　「つなげよう」という項目で、ぐっと身近なできることに置き換えることができ、普段の生活や関わりの中での考えを深め
ていくことができると思われた。

　自分の気持ちや感じたことを書くような欄は、「私の気づき」のように、細かく指定されていない方が、書きやすいと感
じられた。

　「コラム」や「なんだろう　なんだろう」のページがとても興味深い。大人でもなかなか答えを出すことができないような
テーマを取り上げている。
　例えば「正義ってなんだろう」というような話は、家庭の中でもニュースを見ながら話題にあげている。親子で話し合う
きっかけにもなるため、なかなか答えが出ないようなテーマが入っていることは、良いと感じた。

　目次をシーズン１から４としており、自分自身の問題から社会へと広がっていくという構成が良かった。
　「他者との対話」という言葉が意識的に使われており、「他人を意識する」「話し合いを通してみんなで考えていく」とい
うところが何回も出てくるのも良い。
　これからの世の中が変わろうとも、他人と協働していくことが生きていく上で大事なんだということが強調されているとこ
ろが良いと感じている。

　他教科との関連が「巻末に一覧」で示されており、教師側から使いやすいと感じられた。

　「コラム」というコーナーがあり、日常的なものから環境や社会的なものまで幅広い話題を取り上げている。他教科との
関連も考えながら問題解決できる教材だと感じた。
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◇光村図書出版

　「二通の手紙」は学校図書と日本教科書の２者は２年生での取り扱いで他の者は３年生で扱っている。「二通の手紙」
の主発問として示されている「主人公の元さんがはればれとした顔で職を辞すこと」について、その心情を考えること
は、本校の生徒に照らしてみた場合、２年生という発達段階には少し難しいのではないかと感じられた。
　そのような点を含め、発問例や考える視点などから考えると、光村図書出版は、考える視点が段階的に示されている
ので、順序立てて考えを整理することができると思われた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　挿絵の色調が大変柔らかく、穏やかな気持ちで見ることができる。
　色使いについても中間色を多く使っており、優しい感じを表現していると思われた。

　イラストと文章がかぶらず、読みやすい配置になっている。

　最初の教材で中学生になると変わることを取り上げており、中学生としての自覚を持てるようになっている。
　小１で学んだ教材「橋の上のおおかみ」を掲載しており、中学生になって再度読み、考えることで自分の変化や成長
が確認できるのではないかと思われた。

　版の大きさについては、各者考えながら作られているが、教室の机の大きさは変わっていないため、B5版がよいかと
思う。しかし、わかりやすさや見やすさではAB版やA4版へと変化しているため、一概に版の大きさだけでは、言い切れ
ない。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　オリンピックパラリンピックに関連する教材について、取り扱いの数は多くないが、困難や失敗を乗り越えるという視点
からの教材が、各学年非常にバランスよく配置されていて良いと感じた。

　３年生の「希望の義足」で取り上げられている吉田真美さんと旦那さんのガテラ・エマニュエル・ルダシングワさんは、
藤沢市の中学校でも何校か来ていただき講演を行なっている。本校でも、ルワンダの大虐殺の歴史や、義足の製作活
動の様子、今抱えている問題点や協力を必要としている事柄を、二時間ほど話していただいた。その活動内容を、この
教材ではコンパクトに扱っている。
　多文化共生や国際理解につながる観点では、ぜひ子どもたちに教材として扱いながら考えてもらいたい内容であると
感じた。
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◇日本文教出版

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　SNSといじめを関連付けて教材として扱っている部分が多く、今の学校で起きている様々なケースと似ていて、生徒に
考え、話しあわせたい内容であった。

　文章も短く、テーマも身近で、取り組みやすい内容だと感じられた。

　アプローチの仕方も「学習の進め方」という取り出し方で、自分の考えを表現しやすく「考える道徳」「議論する道徳」
につながるアプローチをしている工夫がある。

　「自分に＋１」という形で、更に深く子どもたち自身が考えるアプローチを施していて良いと感じた。

　ノートがついており、事前・事後に「一人で考える」「みんなの意見を聞く」という、自分自身の考えを深めていく時間に
役立つような印象を受けた。

　「プラットホーム」が７つ、「参考」が８つ、他の補足資料や図・絵・写真もたくさん掲載されており、見ているだけで生徒
が引き込まれ、自主的に学びたくなる構成となっている。
（例）
　３年生の「人を好きになる」の「参考」では、「ジェンダーや性志向」にかかる資料が整理されており、興味を引くととも
に生徒の発展的な学習を促す構成となっている。
　
各読み物ごとに「＋１」と題する発展的な課題が示されており、個々の状況に応じて取り組むことができる構成で、扱い
やすいと感じた。

　教材と関連させた別冊の学習ノートがあり、自分の考え方や友達の意見をまとめやすくなっているように感じた。
　所々に「プラットホーム」というコーナーがあり、教材を通して考えたことをさらに深めたり広げたりすることができるよう
な工夫がされていると感じた。

　ノートの１つの読み物に対して、学びのテーマが１つだけ設定されており、「個人で考える」そして「話し合う」という流
れに対して教員が様々な工夫をしながら、子どもたちの状況に合わせて考えを深めることができると感じた。

　他教科との関連が「巻末に一覧」で示されており、教師側から使いやすいと感じられた。

　キャリア教育と関連づけることができる教材や、国際理解教育につながる教材が、非常に充実していると感じた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　視覚的な力の弱さのある生徒にも読みやすい、ユニバーサルデザイン書体を採用している。

　文章の背景になるところの写真の色合いを薄くするなど、文字が読みやすいような配慮がされている。

　全ての教材について見開きの右のページから始まるように構成している。
　昨今、注意がそれやすい子や集中しにくい子への配慮ということで、教室環境なども刺激をなるべく少なくしようと
いった配慮がなされており、教科書についてもこうした配慮は効果があると思われる。

　文中に言葉の注釈がついており、内容を理解しやすくする助けとなっている。読みに対しての苦手さがある生徒に
とっては、言葉の意味や漢字の読み方がわかることは、学習に向かう気持ちが前向きになる手がかりになると思われ
る。

　文章を読むことが苦手な子どもたちがいる中で、一つの教材に対してのページ数が多くなく、読むことが苦手だと
思っている子どもたちに対しても、読み切りやすいと思われた。

　版の大きさについては、各者考えながら作られているが、教室の机の大きさは変わっていないため、B5版の教科書
は、それぞれの良さを考えながらもB5版の中で工夫がされていると感じられた。
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観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　本市で力を入れている安全・防災教育という観点では、震災後の支援についての内容として、稲村の火を使って、大
津波への対応や被災した人たちに対する生活再建の支援という観点からの教材がある。

　オリンピック・パラリンピックに関連する内容は、全ての教科書に載っていたが、特に、日本文教出版は取り上げてい
る量が豊富である。
　内容としては、開催の意義をはじめとして、目標の設定、努力、友情、障がいと向き合う生き方等が取り上げられてい
た。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。

　本市ゆかりの地名という観点では、「ワンス・アポン・ア・タイム・イン・ジャパン」に、本市に関わる内容として、江の島動
物学研究所で、腕足類のシャミセンガイの研究を行ったモースに関する教材がある。
　本市の野外体験教室の施設がある八ヶ岳についての内容も入っている。
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◇学研教育みらい

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　各内容項目に「クローズアップ」とか「クローズアッププラス」というページがあり、知識や考え方の幅を広げる工夫がさ
れている。
　「深めよう」というページでは、話し合いの仕方が具体的に示されており、様々な意見や考えを出しやすい工夫がされ
ていると感じた。

　他教科との関連が「巻末に一覧」で示されており、教師側から使いやすいと感じられた。

　キャリア教育と関連づけることができる教材や、国際理解教育につながる教材が、非常に充実していると感じた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　視覚的な力の弱さのある生徒にも読みやすい、ユニバーサルデザイン書体を採用している。

　全ての教材について見開きの右のページから始まるように構成している。
　昨今、注意がそれやすい子や集中しにくい子への配慮ということで、教室環境なども刺激をなるべく少なくしようといっ
た配慮がなされており、教科書についてもこうした配慮は効果があると思われる。

　文章の下段に言葉の注釈がついており、内容を理解しやすくする助けとなっている。読みに対しての苦手さがある生
徒にとっては、言葉の意味や漢字の読み方がわかることは、学習に向かう気持ちが前向きになる手がかりになると思わ
れる。

　A4用紙を使用し、余裕を持った配置になっており、読みやすい構成であると感じた。
　イラストも親しみやすく、装丁は堅牢に出来ており、教科書を開いた時の見開きの部分も見やすいと感じた。
　A４版のスペースを有効に活用し、視覚的にも興味関心を引くレイアウトであると感じた。

　写真がとてもクリアに映されていて、効果的な配置が印象的である。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　オリンピック・パラリンピックに関連する内容は、全ての教科書に載っていたが、特に、学研教育みらいは取り上げてい
る量が豊富である。
　内容としては、開催の意義をはじめとして、目標の設定、努力、友情、障がいと向き合う生き方等が取り上げられてい
た。

　本市の外国籍の児童生徒が多いという実態から、国際理解の視点で「ソムチャイ君の笑顔」は、外国人との交流を通
して、差別や偏見をなくすことに関する内容になっている。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。

　情報モラルの視点では、インターネットやSNSの問題ばかりを取り上げるのではなく、例えば「被災地支援でSNSが威
力を発揮したこと」のように、使い方次第でとても良い活用ができるということも、子どもたちに教え、学んでほしい内容
である。
　大人も子どもも、使う側がモラルを学べば、より良い活用ができるということを、子どもたちに学んで欲しいと思ってい
る。

9



◇廣済堂あかつき

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　「二通の手紙」は学校図書と日本教科書の２者は２年生での取り扱いで他の者は３年生で扱っている。「二通の手紙」
の主発問として示されている「主人公の元さんがはればれとした顔で職を辞すこと」について、その心情を考えること
は、本校の生徒に照らしてみた場合、２年生という発達段階には少し難しいのではないかと感じられた。
　そのような点を含め、発問例や考える視点などから考えると、廣済堂あかつきは、考える視点が段階的に示されてい
るので、順序立てて考えを整理することができると思われた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　1年生の文字を大きめにしてあり、行間にもゆとりがあり、読みやすさの点で優れていた。

　文章の下段に言葉の注釈がついており、内容を理解しやすくする助けとなっている。読みに対しての苦手さがある生
徒にとっては、言葉の意味や漢字の読み方がわかることは、学習に向かう気持ちが前向きになる手がかりになると思わ
れる。

　AB版ということで、教科書の版が大きく、文章の間隔が広く、読みやすさがある。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　本市で力を入れている安全・防災教育という観点では、東日本大震災の被災地で、中学生が津波到達地点を示す
石碑を作るための資金集めをしたという教材がある。郷土を愛する態度を育てるという視点や、地震や津波に対して当
事者意識をもって考えるきっかけを与えてくれる内容である。
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◇日本教科書

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容、「特別の教科　道徳」に係る観点

　「考え話し合ってみよう、そして、深めよう」という場面が設定されている。自分の考えを表現することや他の生徒の考
えを聞くことで、「考える道徳」「議論する道徳」を求めているのだろうと感じた。

観点②　構成・分量・装丁、表記・表現

　テーマごとに教材がまとめられている日本教科書は、何を学ぶのかという見通しが持ちやすくなると思われる。

　写真がとてもクリアに映されていて、効果的な配置が印象的である。

　版の大きさについては、各者考えながら作られているが、教室の机の大きさは変わっていないため、B5版がよいかと
思う。しかし、わかりやすさや見やすさではAB版やA4版へと変化しているため、一概に版の大きさだけでは、言い切れ
ない。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

　オリンピック・パラリンピックに関連する内容は、全ての教科書に載っていたが、特に、日本教科書は取り上げている
量が豊富である。
　内容としては、開催の意義をはじめとして、目標の設定、努力、友情、障がいと向き合う生き方等が取り上げられてい
た。

　本市の外国籍の児童生徒が多いという実態から、国際理解の視点では、国籍の違いを乗り越えて世界から認められ
る実績を残したという教材「仕事と心」が掲載されている。

　藤沢に住んでいたゆかりの人物という観点で、杉原千畝の「命のビザ」発給についての教材は、ぜひ扱いたいと考え
る。彼の国境を越えた平和貢献への活動に思いを馳せるということは、外国籍児童生徒の割合が多い本市において、
共生という観点からも重要であると考える。
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平成３１年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針について 

 

                    

 本審議委員会は、教育委員会の諮問に基づき、平成３１年度使用藤沢市教科用図書採択

審議委員会の方針を次のように定める。藤沢市立小学校・中学校・特別支援学校及び小学

校若しくは中学校の特別支援学級で使用する教科用図書について、次の観点に基づいて審

議を行い、その内容を教育長に答申する。 

 

１ 基本的な考え方 

 (1)  「平成３１年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」に基づき審議する。 

(2)  平成３１年度使用小学校用教科用図書の選定に係る調査研究資料は、平成２６年度

採択における県・市の調査研究資料等を活用する。 

（3)  平成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書の調査研究を中学校学

習指導要領に基づいて行わせるために、調査員を置き、調査資料を提出させる。 

（4)  「平成３１年度使用小学校，義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」、

「中学校『特別の教科 道徳』に係る平成３１年度使用中学校、義務教育学校の後

期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」及び「平成３１年度

使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」に基づき、調査研究した資料等

を基に審議する。その内容を教育長に答申する。 

 

２  審議委員会日程 

 (1)  平成３１年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会日程 

    ア 平成３０年６月から７月にかけて平成３１年度使用小学校用教科用図書並びに平

成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書、また平成３１年度使

用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書の審議を

２回行う。 

    イ 第１回は、審議方針並びに平成３１年度使用小学校用教科用図書の審議について

審議する。 

  ウ 第２回は、平成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書並びに、

平成３１年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科

用図書を審議する。 

 

 (2) 調査員作業日程 

  ア 平成３０年６月中に平成３１年度使用中学校用「特別の教科 道徳」教科用図書

の調査研究のために、調査員をおき、作業を行わせる。 

   イ 調査員作業では、調査研究方法の確認をし、平成３１年度使用中学校用「特別の

教科 道徳」教科用図書見本等を基に調査研究を行わせ、調査資料を作成させる。 
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３ 提出させる資料 

(1) 調査員による調査資料を審議委員会に提出させる。 

(2) 事務局に各中学校長からの平成３１年度使用中学校用教科用図書調査書をまとめ

させ、審議委員会に提出させる。 

  (3)  事務局に該当校長からの特別支援学校及び特別支援学級用教科用図書調査書をま

とめさせ、審議委員会に提出させる。 

  (4)  事務局に各中学校移動展示時と藤沢市役所本庁舎５階市民ラウンジ展示時の教育

関係者、児童生徒保護者並びに市民の意見・感想をまとめさせ、審議委員会に提出

させる。 

  (5)  教科書目録、学習指導要領、平成３１年度使用小学校用教科用図書見本、平成３１

年度使用中学校用教科用図書見本、教科書編修趣意書、平成３１年度義務教育諸学

校使用教科用図書の採択方針（「平成３１年度使用小学校、義務教育学校の前期課

程教科用図書調査研究の観点」、「中学校『特別の教科 道徳』に係る平成３１年

度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査

研究の観点」及び「平成３１年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」

を含む）教科用図書調査研究の結果並びに平成２６年度採択における県・市の調査

研究資料等を資料として使用する。 

 

４ 調査作業の時限非公開 

 (1) 静ひつな調査研究の環境確保のため、調査作業及びその調査員氏名については非公

開として行わせる。 

 (2) 審議の透明性を確保するため、調査員氏名については、調査作業後、審議委員会に

おいて公開する。 

 

 



- 1 - 

 

   第 １ 回 平 成 ３ ０ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ 日 （ 金 ） １ ０ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長    そ れ で は 、 定 刻 に な り ま し た の で 、 会 議 を 始 め さ せ て い た だ

き ま す 。  

  会 議 に 先 立 ち ま し て 、 お 願 い が ご ざ い ま す 。 傍 聴 の 皆 様 方 、

お は よ う ご ざ い ま す 。 お 手 元 の 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員

会 の 傍 聴 要 領 を よ く ご ら ん に な っ て 、 各 事 項 を ご 遵 守 く だ さ い

ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま

す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し て は 、 議 事 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を

さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ よ り 第 １ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図

書 採 択 審 議 委 員 会 を 始 め さ せ て い た だ き ま す 。  

 私 は 、 委 員 の 皆 様 か ら ご 推 薦 を 受 け ま し て 、 本 審 議 委 員 会 の

委 員 長 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 平 山 と 申 し ま

す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 不 慣 れ で は ご ざ い ま す け れ ど も 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち の た め

に 、 静 ひ つ な 環 境 の 中 で 公 正 に 審 議 委 員 会 を 運 営 し て い き た い

と 考 え て お り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 審 議 委 員 の 皆

様 に つ い て は 、 ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 ま た 、 本 審 議 委 員 会 規 則 第 ４ 条 第 ３ 項 に の っ と り 、 職 務 代 理

者 と し て 松 原 委 員 を 指 名 し て お り ま す 。 松 原 委 員 、 一 言 ご 挨 拶

を お 願 い い た し ま す 。  

 

松 原 委 員   こ ん に ち は 。 羽 鳥 中 学 校 の 松 原 と 申 し ま す 。 委 員 長 か ら 職 務

代 理 者 の ご 指 名 を い た だ き ま し た の で 、 務 め さ せ て い た だ き た

い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   松 原 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 本 審 議 委 員 会 の 次 第 に の っ と っ て 進 め さ せ て い た
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だ き ま す 。  

 次 第 ２「 会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ い て 」に 入 り ま す 。「 藤 沢

市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」 第 ７ 条 に 基 づ い て 、 会

議 録 署 名 委 員 の 指 名 を い た し ま す 。  

 署 名 委 員 と し て 、 委 員 長 の 私 自 身 と 、 ほ か に 、 畠 山 委 員 を 指

名 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 畠 山 委 員 、 よ ろ し い で し ょ

う か 。  

 

畠 山 委 員   承 知 い た し ま し た 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 会 議 録 署 名 委 員 に は 、 私

と 畠 山 委 員 と い う こ と で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 次 に 、 次 第 ３ 「 資 料 に つ い て 」 に 入 り ま す 。 事 務 局 か ら 資 料

に つ い て の 説 明 を し て い た だ き ま す 。 事 務 局 、 よ ろ し く お 願 い

い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 資 料 を 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。  

 「 第 １ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会

資 料 」に は 、「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 」、「 平 成 ３

１ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 名 簿 」、「 平 成 ３ １ 年 度 使

用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て（ 諮 問 ）」、「 平 成 ３ １

年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 採 択 方 針 に つ い て（ 通 知 ）」、

「 教 科 書 採 択 に お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に つ い て（ 通 知 ）」、「 平

成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 書 の 採 択 事 務 処 理 に つ い て（ 通 知 ）」、「 平 成

３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 『 特 別 の 教 科  道 徳 』 教 科 用 図 書  見 本

発 行 者 別 一 覧 表 」、「 平 成 ３ ０ 年 度 使 用 藤 沢 市 立 小 学 校 用 教 科 用

図 書 」 が と じ ら れ て お り ま す 。  

 ま た 、別 冊 と し て 、「 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果（ 平

成 ２ ７ ・２ ８ ・２ ９ ・ ３ ０ 年 度 用 ）」、「 小 学 校 用（ 平 成 ２ ７ ・ ２
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８・２ ９・３ ０ 年 度 用 ）『 調 査 資 料 』」が 、「 平 成 ２ ７ 年 度 使 用 教

科 用 図 書 県 ・ 市 調 査 資 料 」 と し て Ａ ４ ピ ン ク の フ ァ イ ル に と じ

ら れ て お り ま す 。  

 こ の ほ か に 、「 小 中 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 」、「 小 中 特 別

支 援 学 校 用 教 科 書 目 録（ 平 成 ３ １ 年 度 使 用 ）」、「 平 成 ３ １ 年 度 用

一 般 図 書 一 覧 」、「 教 科 書 編 修 趣 意 書 」 が あ り ま す 。  

 そ れ で は 、 そ れ ぞ れ に つ い て 概 略 を ご 説 明 い た し ま す 。  

 お 手 元 に と じ ら れ て い る 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。初 め に 、「 藤 沢

市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 」 で す が 、 こ れ は 本 審 議 委 員

会 の 規 則 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」で す

が 、 こ れ は 、 本 年 度 の 教 育 委 員 会 と し て の 採 択 に か か わ る 方 針

を 定 め た 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 平 成 ３ １ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 採 択 方

針 」 で す 。 こ の 中 に 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校

の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 、中 学 校「 特 別 の 教 科  道

徳 」に 係 る 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 、義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、

中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 及 び 平 成 ３

１ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 が 含 ま

れ て お り ま す 。 こ れ は 、 文 部 科 学 省 の 通 知 を 受 け ま し て 、 県 の

選 定 審 議 会 を 通 し て 県 教 育 委 員 会 が 通 知 し た も の で 、 教 科 書 の

調 査 研 究 の 観 点 等 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 教 科 書 採 択 に お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に つ い て （ 通

知 ）」と 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 書 の 採 択 事 務 処 理 に つ い て（ 通

知 ）」で ご ざ い ま す が 、こ れ は 、文 部 科 学 省 よ り 県 に 通 知 さ れ ま

し た 教 科 用 図 書 採 択 に 向 け て の 方 針 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用『 特 別 の 教 科  道 徳 』教 科

用 図 書  見 本 発 行 者 別 一 覧 表 」 で す が 、 こ れ は 事 務 局 が 作 成 し

た 一 覧 表 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 別 冊 に し て 、 Ａ ４ ピ ン ク の フ ァ イ ル に と じ て お り ま す
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「 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果（ 平 成 ２ ７・２ ８・２ ９ ・

３ ０ 年 度 用 ）」 と 、「 小 学 校 用 （ 平 成 ２ ７ ・ ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３ ０ 年

度 用 ）『 調 査 資 料 』」 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 平 成 ２ ６ 年 度 小 学

校 用 教 科 用 図 書 の 採 択 の 際 、 神 奈 川 県 及 び 藤 沢 市 が 作 成 し た 調

査 研 究 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 と じ 以 外 の 資 料 で す 。 小 中 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要

領 で す が 、 こ れ は 学 校 の 教 育 課 程 の 中 心 と な る も の で 、 文 部 科

学 省 が 作 成 し 、 教 科 書 編 修 の 根 幹 に 当 た る 資 料 で ご ざ い ま す 。

お 手 元 に １ 冊 ず つ 配 付 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 次 に 、「 小 中 特 別 支 援 学 校 用 教 科 書 目 録（ 平 成 ３ １ 年 度 使 用 ）」

で ご ざ い ま す が 、 教 科 用 図 書 は 教 科 書 目 録 に 登 載 さ れ て い る も

の の う ち か ら 採 択 す る と さ れ て い ま す 。  

 次 に 、「 平 成 ３ １ 年 度 用 一 般 図 書 一 覧 」で ご ざ い ま す が 、こ れ

は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 ３ ０ 年 度 に 義

務 教 育 諸 学 校 で 使 用 す る 教 科 書 と し て 採 択 さ れ た 一 般 図 書 の う

ち 、 比 較 的 採 択 数 の 多 い も の で 、 か つ 発 行 者 が 平 成 ３ １ 年 度 に

お い て も 引 き 続 き 当 該 図 書 の 発 行 ・ 供 給 を 予 定 し て い る も の を

収 録 し た も の で す 。  

 最 後 に 、「 教 科 書 編 修 趣 意 書 」で す が 、こ れ は 、文 部 科 学 省 が

教 科 書 発 行 者 に 指 示 し 、 作 成 し た も の で 、 教 科 書 を 編 修 す る に

当 た っ て の 趣 意 を ま と め た も の で す 。 ま た 、 こ れ 以 外 に 、 サ イ

ド テ ー ブ ル に 、 平 成 ２ ７ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 見 本 本 、

調 査 書 及 び 意 見 書 、 平 成 ２ ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す

る 審 議 結 果 に つ い て 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  

道 徳 」 教 科 用 図 書 見 本 本 及 び 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本

が 展 示 し て あ り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 委 員 の 皆 様 、 ご 確 認 は よ ろ し い で

し ょ う か 。  
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各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   次 に 、次 第 ４ 、教 育 長 よ り 審 議 委 員 会 へ の 諮 問 で ご ざ い ま す 。 

 

教 育 長   去 る ５ 月 ２ ３ 日 に 開 催 さ れ ま し た 藤 沢 市 教 育 委 員 会 ５ 月 定 例

会 に お き ま し て 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る

審 議 に つ き ま し て は 、 貴 審 議 委 員 会 に 諮 問 す る こ と が 決 定 を し

て お り ま す 。 そ れ に 基 づ き ま し て 諮 問 す る も の で ご ざ い ま す 。

そ れ で は 、 読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

 

                ２ ０ １ ８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ） ６ 月 １ 日  

 

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 長  様  

 

                       

                      藤 沢 市 教 育 委 員 会  

                      教 育 長  平 岩  多 恵 子  

 

 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て

（ 諮 問 ）  

 

 藤 沢 市 教 育 委 員 会 は ２ ０ １ ８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ） ５ 月 ２ ３ 日 の

教 育 委 員 会 会 議 に お い て 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

の 採 択 方 針 」 を 定 め ま し た 。  

 教 科 用 図 書 の 採 択 に あ た っ て は ， 国 ， 県 等 の 資 料 を 踏 ま え て

公 正 か つ 適 正 を 期 し ， 学 校 ， 児 童 生 徒 ， 地 域 等 の 特 性 を 考 慮 し

て 採 択 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

 そ こ で ， 貴 審 議 委 員 会 に お い て は ，「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢

市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」 及 び 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 通 知 に 示 さ
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れ て い る 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程

教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」，「 中 学 校 『 特 別 の 教 科  道 徳 』 に

係 る 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 ， 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 ， 中 等

教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」，「 平 成 ３ １ 年

度 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 審 議

を 行 い ，そ の 内 容 を 答 申 し て く だ さ る よ う ，こ こ に 諮 問 し ま す 。 

 

 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 委 員 の 皆 様 に は 、 こ れ か ら の ご 審

議 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 次 第 ５ 「 議 事 」 に 入 り ま す 。  

 今 年 度 の 審 議 委 員 会 の 方 針 に つ い て は 、 審 議 の 都 合 上 、 あ ら

か じ め こ ち ら で 議 案 を 用 意 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針 （ 案 ） に つ い て 審 議 を い た し ま す 。

事 務 局 に 朗 読 を し て い た だ き ま す の で 、よ ろ し く お 願 い し ま す 。 

 

事 務 局   そ れ で は 、 お 手 元 の 議 案 を ご 覧 く だ さ い 。  

 

議 案 第 １ 号  

 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方

針 （ 案 ） に つ い て  

 

 本 審 議 委 員 会 は 、 教 育 委 員 会 の 諮 問 に 基 づ き 、 平 成 ３ １ 年 度

使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 方 針 を 次 の よ う に 定 め

る 。 藤 沢 市 立 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く

は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 で 使 用 す る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 次 の

観 点 に 基 づ い て 審 議 を 行 い 、 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  
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１  基 本 的 な 考 え 方  

 ( 1 )  「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」 に 基 づ き 審 議 す

る 。  

 ( 2 )  平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 選 定 に 係 る 調 査 研 究 資 料

は 、平 成 ２ ６ 年 度 採 択 に お け る 県・市 の 調 査 研 究 資 料 等 を 活 用 す る 。 

 ( 3 )  平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用 図 書 の 調 査

研 究 を 中 学 校 学 習 指 導 要 領 に 基 づ い て 行 わ せ る た め に 、 調 査 員 を 置

き 、 調 査 資 料 を 提 出 さ せ る 。  

 ( 4 )  「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調

査 研 究 の 観 点 」、「 中 学 校 『 特 別 の 教 科  道 徳 』 に 係 る 平 成 ３ １ 年 度

使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教

科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関

係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 、 調 査 研 究 し た 資 料 等 を 基

に 審 議 す る 。 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  

 

２  審 議 委 員 会 日 程  

 ( 1 )  平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 日 程  

 ア  平 成 ３ ０ 年 ６ 月 か ら ７ 月 に か け て 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用

図 書 並 び に 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用

図 書 、 ま た 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 を ２ 回 行 う 。  

 イ  第 １ 回 は 、 審 議 方 針 並 び に 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の

審 議 に つ い て 審 議 す る 。  

 ウ  第 ２ 回 は 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用

図 書 並 び に 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中

学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 を 審 議 す る 。  

 ( 2 )  調 査 員 作 業 日 程  

 ア  平 成 ３ ０ 年 ６ 月 中 に 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用「 特 別 の 教 科  道 徳 」

教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 の た め に 、 調 査 員 を お き 、 作 業 を 行 わ せ る 。  

 イ  調 査 員 作 業 で は 、 調 査 研 究 方 法 の 確 認 を し 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学
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校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用 図 書 見 本 等 を 基 に 調 査 研 究 を 行 わ

せ 、 調 査 資 料 を 作 成 さ せ る 。  

 

３  提 出 さ せ る 資 料  

 ( 1 )  調 査 員 に よ る 調 査 資 料 を 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 2 )  事 務 局 に 各 中 学 校 長 か ら の 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調

査 書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  事 務 局 に 該 当 校 長 か ら の 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図

書 調 査 書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 4 )  事 務 局 に 各 中 学 校 移 動 展 示 時 と 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎 ５ 階 市 民 ラ ウ ン ジ

展 示 時 の 教 育 関 係 者 、 児 童 生 徒 保 護 者 並 び に 市 民 の 意 見 ・ 感 想 を ま

と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 5 )  教 科 書 目 録 、 学 習 指 導 要 領 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書

見 本 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 見 本 、 教 科 書 編 修 趣 意

書 、平 成 ３ １ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針（「 平 成

３ １ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究

の 観 点 」、「 中 学 校 『 特 別 の 教 科  道 徳 』 に 係 る 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中

学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図

書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科

用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」を 含 む ）、教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 並 び に

平 成 ２ ６ 年 度 採 択 に お け る 県 ・ 市 の 調 査 研 究 資 料 等 を 資 料 と し て 使

用 す る 。  

 

４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開  

 ( 1 )  静 ひ つ な 調 査 研 究 の 環 境 確 保 の た め 、 調 査 作 業 及 び そ の 調 査 員 氏 名

に つ い て は 非 公 開 と し て 行 わ せ る 。  

 ( 2 )  審 議 の 透 明 性 を 確 保 す る た め 、調 査 員 氏 名 に つ い て は 、調 査 作 業 後 、

審 議 委 員 会 に お い て 公 開 す る 。  

 

 以 上 で す 。  
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 な お 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て は 、 ４

年 に １ 度 の 採 択 替 え の 年 に 当 た っ て お り 、「 特 別 の 教 科  道 徳 」

以 外 の 教 科 に つ い て は 、 教 科 書 目 録 に 登 載 さ れ て い る も の の う

ち か ら 採 択 を 行 い ま す 。 し か し 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 、

平 成 ３ １ 年 度 か ら 使 用 す る 小 学 校 の 教 科 書 に つ い て は 、 新 た に

検 定 を 経 た 教 科 書 が ご ざ い ま せ ん で し た 。 従 い ま し て 、 平 成  

２ ５ 年 度 検 定 合 格 図 書 等 の 中 か ら 採 択 を 行 う こ と と な り ま す 。

教 科 書 の 内 容 に つ い て は 、 平 成 ２ ５ 年 度 検 定 合 格 図 書 の 時 点 か

ら 現 在 の も の と 基 本 的 に 変 わ り は ご ざ い ま せ ん 。 そ の た め 、 文

部 科 学 省 か ら 調 査 研 究 資 料 に つ い て は 、 ４ 年 間 の 使 用 の 実 績 を

踏 ま え つ つ 、 平 成 ２ ６ 年 度 採 択 に お け る 調 査 研 究 の 内 容 等 を 活

用 す る こ と も 考 え ら れ る こ と 、神 奈 川 県 教 育 委 員 会 か ら は 、「 小

学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 （ 平 成 ２ ７ ・ ２ ８ ・ ２ ９ ・  

３ ０ 年 度 用 ）」を も っ て 充 て る こ と が 示 さ れ ま し た 。こ の こ と を

受 け 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 審 議 に は 、 平 成  

２ ６ 年 度 に 神 奈 川 県 や 藤 沢 市 が 作 成 し た 小 学 校 用 教 科 書 の 調 査

研 究 資 料 を 活 用 す る こ と が 示 さ れ て お り ま す 。  

 以 上 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 こ の 議 案 に つ き ま し て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 が あ り ま し た ら お

願 い い た し ま す 。 方 針 文 が 長 か っ た で す の で 、 一 つ 一 つ 分 け て

伺 い た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 前 文 及 び 「 １  基 本 的 な 考 え 方 」 に つ い て ま で は 、 い

か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 次 に 、「 ２  審 議 委 員 会 日 程 」に つ い て は い か が で し

ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な し と 認 め ま す 。次 は 、「 ３  提 出 さ せ る 資 料 」に つ い て で す

が 、 こ ち ら は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。で は 次 に 、「 ４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開 」

に つ い て は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 、 ご 質 問 が な い よ う で す の で 、 原 案 ど お り と い う こ と

で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   異 議 が な い と 認 め ま す 。  

 そ れ で は 、 全 体 を 通 し て 、 ほ か に ご 質 問 、 ご 意 見 は ご ざ い ま

せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、な い よ う で す の で 、こ の 方 針 で よ ろ し い か ど う か 、

改 め ま し て ご 承 認 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 第 １ 号 議 案 、 平 成 ３ １ 年



- 11 - 

 

度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針 （ 案 ） に つ

い て は 承 認 し て い た だ き ま し た 。 従 い ま し て 、 案 の 字 を 削 除 し

て く だ さ い 。  

 次 に 、 議 案 ２ の 審 議 に 移 り ま す 。 事 務 局 、 説 明 を お 願 い い た

し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 書 図 書 の 審 議 に つ

い て ご 審 議 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 先 ほ ど も ご 説 明 い た し ま し た が 、 今 年 度 は 平 成 ３ １ 年 度 使 用

小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 採 択 替 え の 年 に 当 た っ て お り ま す 。 し か

し 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 、 平 成 ３ １ 年 度 か ら 使 用 す る 小

学 校 の 教 科 書 に つ い て は 検 定 の 申 請 が １ 者 も な さ れ な か っ た と

い う こ と で す 。 し た が い ま し て 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 の 小 学 校 用

教 科 用 図 書 の 内 容 は こ れ ま で の も の と 基 本 的 に 変 わ り が ご ざ い

ま せ ん 。 そ の た め 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択

方 針 で は 、 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 選 定 に 係 る 調 査 研 究 資 料 は 、

前 回 の 採 択 替 え の 平 成 ２ ６ 年 度 の 調 査 研 究 資 料 等 を 活 用 し て 審

議 を す る こ と が 定 め ら れ ま し た 。な お 、「 特 別 の 教 科  道 徳 」に

つ き ま し て は 、 平 成 ２ ９ 年 度 採 択 と 同 一 の も の を 採 択 し ま す 。

こ の「 特 別 の 教 科  道 徳 」以 外 の 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 、

今 年 度 の 審 議 委 員 会 で は ど の よ う な 形 で 審 議 を 行 う か 、 ご 審 議

い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 従 来 で あ れ ば 、 検 定 を 受 け た 教 科

書 の 全 て に お い て 一 つ 一 つ 調 査 研 究 を し て 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を

ま と め 、 そ の 上 で 種 目 ご と の 審 議 を 行 い 、 教 育 長 宛 て に 答 申 を

す る と い う 手 順 を 踏 む こ と に な る の で す け れ ど も 、 今 回 は 、 今

説 明 が あ っ た と お り 、 新 た に 検 定 を 受 け た 教 科 書 は な い と い う

こ と で す 。 審 議 に は 、 平 成 ２ ６ 年 度 採 択 の 資 料 を 活 用 す る と い
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う こ と に な り ま す 。 こ れ ら の こ と を 踏 ま え ま し て 、 平 成 ３ １ 年

度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 の

あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。 長 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   た だ い ま の 説 明 に よ り ま す と 、 そ れ ぞ れ の 教 科 書 の 内 容 は 変

わ ら な い 、 調 査 研 究 の 資 料 も 前 回 の も の を 充 て る と い う こ と で

す の で 、 今 年 度 は 種 目 ご と の 教 科 書 に つ い て の 審 議 は 省 略 し て

も よ い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   と い う ご 意 見 で す が 、ほ か の 委 員 の 皆 様 は い か が で し ょ う か 。

橘 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

橘 田 委 員   私 も 同 じ 意 見 で す 。 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 使 用 し て き ま し た 小 学

校 用 教 科 書 で 何 か 不 具 合 の あ っ た 教 科 書 が あ り ま す で し ょ う

か 。 特 に 問 題 が な け れ ば 、 審 議 を 省 略 し 、 前 回 の 種 目 ご と に 審

議 を し た 内 容 を も っ て 今 回 の 審 議 の 結 果 と し て は い か が で し ょ

う か 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 実 際 に ご 使 用 な さ っ て い

る 小 学 校 の 畠 山 委 員 に お 尋 ね い た し ま す 。 実 際 に 学 校 で 教 科 書

を 使 用 し て い て 何 か ご 意 見 が あ る と 感 じ た こ と は ご ざ い ま す で

し ょ う か 。  

 

畠 山 委 員   特 に そ う い う こ と は あ り ま せ ん 。 教 員 か ら も 聞 い て お り ま せ

ん 。 １ 年 間 だ け の 使 用 と い う こ と で あ れ ば 、 採 択 替 え を し な く

て も よ ろ し い の で は な い か と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   ほ か の 委 員 の 皆 様 は い か が で し ょ う か 。 特 に 支 障 が な い と い

う こ と で あ れ ば 、 た だ い ま の 審 議 の 内 容 を 審 議 の 結 果 と す る 方

針 で よ ろ し い で し ょ う か 。  
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各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 ほ か に 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 こ れ で 議 案 第 ２ 号 の 審 議

に つ い て は 終 了 い た し ま す 。  

 実 質 審 議 を 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に て 行 い ま す 。 各 委 員 に お か れ

ま し て は 、 本 日 の 資 料 を 参 考 に 次 回 の 審 議 委 員 会 ま で の 準 備 を

よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

  最 後 に 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 の 開 催 日 時 で す が 、 ７ 月 １ １ 日 水

曜 日 午 前 ９ 時 半 か ら 、 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 大 会 議 室 で と 考

え て お り ま す が 、 こ の 日 程 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 方 針 に 従 い ま し て 、 次 回 は 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中

学 校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用 図 書 と 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用

特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 の 審 議 を 中 心 に 行 っ て ま い り た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

  事 務 局 の ほ う か ら 何 か 連 絡 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   ご 審 議 い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  審 議 委 員 の 皆 様 に は 、 審 議 に お け る 公 正 確 保 と い う 点 に お い

て 、 常 に 公 正 な 立 場 で お 願 い い た し ま す 。  
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  最 後 に 、 机 上 の 資 料 で ご ざ い ま す が 、 学 習 指 導 要 領 に つ き ま

し て は 、 必 要 で あ れ ば 次 回 ま で お 貸 し い た し ま す の で 、 お 使 い

く だ さ い 。 そ の ほ か の 資 料 は お 持 ち 帰 り く だ さ い 。  

  以 上 で ご ざ い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

委 員 長   委 員 の 皆 様 、 事 務 局 の 皆 様 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  こ れ を も ち ま し て 第 １ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会 い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  



   第 ２ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            平 成 ３ ０ 年 ７ 月 １ １ 日 （ 水 ） ９ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長   そ れ で は 、 皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 こ れ よ り 第 ２ 回 平 成

３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 開 会 さ せ て い

た だ き ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま

す 。お 手 元 の 会 議 の 傍 聴 要 領 を ご ら ん い た だ け れ ば と 思 い ま す 。

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 に 従 っ て 傍 聴 く だ

さ い ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま

し て は 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、録 音 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。

ま た 、 写 真 撮 影 に つ い て 報 道 機 関 か ら 申 請 が あ り ま し た の で 、

こ れ を 許 可 す る こ と と い た し ま す 。  

 本 日 は 、高 浜 中 学 校 長 中 村 委 員 が 体 調 不 良 の た め 欠 席 で す が 、

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 第 ５ 条 ２ 項 の 規 定 に あ り

ま す 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 の 要 件 を 満 た し て お り ま す の で 、 た

だ い ま よ り 第 ２ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議

委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。  

 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 ま ず 、 今 回 ご 審 議 い た だ く 内 容

は 、議 題 の １「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用「 特 別 の 教 科  道 徳 」

教 科 用 図 書 に つ い て 」、議 題 ２「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校

及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い

て 」、議 題 ３「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議

結 果 の 答 申 に つ い て 」 の ３ 点 で す 。  

 ま ず 初 め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に 基

づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 委 員 長 の 私 の ほ か に 今 回 も 、 畠 山 委 員 に お 願 い し た い と 思 い

ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 



畠 山 委 員   は い 、 わ か り ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 畠 山 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

 続 い て 、 本 日 の 資 料 に つ い て 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。 事 務

局 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 ま ず 議 題 １ の 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 に 係 る 資 料 に

つ い て ご 説 明 い た し ま す 。  

 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 が 終 了 し た 後 、 本 日 ま で の 間 に 送 付 し 、

本 日 お 持 ち い た だ き ま し た ４ 点 の 資 料 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

 １ 点 目 は 、 県 よ り 報 告 さ れ ま し た 「 中 学 校 「 特 別 の 教 科  道

徳 」 に 係 る 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の

前 期 課 程  教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 」 で ご ざ い ま す 。 こ れ は

県 の 選 定 審 議 会 の も と に 置 か れ た 専 門 調 査 委 員 会 が 調 査 研 究 し

た 結 果 で ご ざ い ま し て 、 選 定 審 議 会 を 経 ま し て 県 教 育 委 員 会 か

ら 本 市 教 育 委 員 会 へ と 送 付 さ れ た も の で ご ざ い ま す 。  

 ２ 点 目 は 、 本 審 議 委 員 会 の も と に 置 か れ ま し た 調 査 員 に よ っ

て 作 成 さ れ ま し た 「 中 学 校 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 に 係 る 中 学 校

用『 調 査 資 料 』」で ご ざ い ま す 。こ れ は 県 の 通 知 及 び 本 審 議 委 員

会 の 方 針 を 受 け ま し て 、 学 校 教 育 に 関 し 十 分 な 経 験 と 知 識 を 有

す る 者 の う ち か ら 、 本 市 教 育 委 員 会 が 調 査 員 と し て ８ 名 を 任 命

し 、 調 査 研 究 し た 結 果 を ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 な お 、 今

回 調 査 研 究 に 携 わ り ま し た 調 査 員 の 氏 名 等 に つ き ま し て は 、 調

査 資 料 の 最 終 ペ ー ジ に 記 載 し て ご ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 は 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」で ご

ざ い ま す 。 こ れ は 、 各 中 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 県 の 調 査 研 究 の

観 点 等 に 沿 っ て 調 査 研 究 さ せ た 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 用 図 書

調 査 書 」 を も と に 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 各 学 校



が 調 査 の 各 観 点 に 沿 っ て 、 当 て は ま る も の と 思 わ れ る 発 行 者 に

丸 を つ け た も の を 集 計 し 一 覧 に し た も の と 、「 特 別 の 教 科  道

徳 」 に か か わ る 観 点 及 び 本 校 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の

関 連 の 観 点 に つ い て 、 そ の 教 科 書 が 適 切 で あ る 理 由 と し て 各 学

校 が 記 述 し た 内 容 を 発 行 者 ご と に ま と め 、 一 覧 に し た も の で ご

ざ い ま す 。  

 ４ 点 目 は 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 」で す 。

こ れ は 、 市 民 及 び 保 護 者 向 け に 各 中 学 校 及 び 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎

５ 階 市 民 ラ ウ ン ジ に お い て 教 科 書 展 示 会 を 開 催 し た 際 に い た だ

い た ご 意 見 、 ご 感 想 を 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 な

お 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 調 査 書 と 平 成 ３ １ 年 度 使 用 教

科 用 図 書 意 見 書 は 、 平 成 ３ １ 年 度 藤 沢 市 で 使 用 が 予 定 さ れ て い

る 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 用 教 科 書 見 本 本 と あ わ せ て サ イ ド テ ー

ブ ル に 展 示 し て ご ざ い ま す 。  

 そ の 他 、 特 別 支 援 学 校 、 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に 係 る 資

料 に つ い て は 後 ほ ど ご 説 明 い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま の 資 料 等 の 説 明 に つ い て 、 何 か ご 質 問 が あ る 方 は い

ら っ し ゃ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で す の で 、 こ れ か ら 議 事 に 入 り ま す 。  

 ま ず 、 議 題 １ 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  道

徳 」 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 し て ま い り ま す 。  

 今 年 度 は 、 平 成 ３ １ 年 度 、 ３ ２ 年 度 に 使 用 す る 中 学 校 「 特 別

の 教 科  道 徳 」 の 教 科 用 図 書 の 採 択 が 行 わ れ る こ と に な っ て い

ま す 。 調 査 員 が ま と め た 調 査 資 料 及 び 各 中 学 校 の 調 査 書 の ま と



め 、 ま た 、 県 よ り 出 さ れ た 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 等 を も と

に 審 議 を 進 め て い き た い と 思 い ま す 。  

 委 員 の 皆 さ ん 、 審 議 の 進 行 に つ い て 何 か ご 意 見 が あ る 方 は い

ら っ し ゃ る で し ょ う か 。 で は 、 金 子 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

金 子 委 員   本 日 の 審 議 の 進 め 方 で す け れ ど も 、 今 、 委 員 長 が 言 っ た と お

り 、 県 の 先 ほ ど の こ の 資 料 だ と か 、 市 の 調 査 委 員 会 の 資 料 を も

と に 進 め て い く こ と 。 非 常 に わ か り や す く な っ て い ま す の で 、

賛 成 で す 。  

 特 に 、 市 の 図 書 採 択 審 議 委 員 会 が 出 し た ま と め の 資 料 は 観 点

を 大 き く ３ つ に 分 け て そ れ ぞ れ ま と め て い た だ い て い ま す の

で 、 こ れ に 基 づ い て 順 次 審 議 を 進 め て い く の が わ か り や す く て

い い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   ほ か の 委 員 の 皆 さ ん 、 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 市 の 調 査 資 料 「 中 学 校 「 特 別 の 教 科  

道 徳 」に 係 る 中 学 校 用『 調 査 資 料 』」に 基 づ い た 、観 点 が ３ つ あ

り ま す 。 １ つ 目 の 観 点 が 「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 、 学 習 指 導 要 領 と

の 関 連 、内 容 、教 科 ・ 種 目 別 の 観 点 」、２ つ 目 の 観 点 が「 構 成 ・

分 量・装 丁 、表 記・表 現 」、３ つ 目 の 観 点 が「 本 市 の 生 徒 の 実 態

や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」 と い う ３ つ の 観 点 に な っ て い ま す の

で 、 こ の ３ つ の 観 点 を も と に 進 め て は い か が と い う 意 見 だ っ た

と 思 い ま す の で 、 こ の よ う に 進 め て い き た い と 思 い ま す の で 、

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 



各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 そ の よ う に 進 め て ま い り

ま す の で 、 早 速 で す け れ ど も 、 ご 意 見 を い た だ き た い と 思 い ま

す 。 ご 意 見 の あ る 方 。 そ れ で は 松 原 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま

す 。  

 

松 原 委 員   今 の 観 点 に 絡 め て と い う と こ ろ で す け れ ど も 、 ま ず 学 習 指 導

要 領 と の 関 連 と い う 点 で は 、 ど の 者 の 教 科 用 図 書 も 指 導 要 領 に

位 置 付 け ら れ て い る 内 容 項 目 を 網 羅 し て い て 、 指 導 要 領 に は 全

て 即 し て い る の か な と 思 い ま す 。 ま た 、 ど の 者 も 、 指 導 要 領 に

示 さ れ て い る 配 慮 事 項 を 受 け る 形 で 、 情 報 モ ラ ル で す と か 今 日

的 な 課 題 と い う と こ ろ で い じ め の 問 題 と い っ た 教 材 を 扱 っ て い

ま す が 、 中 で も 光 村 図 書 出 版 に つ い て は 、 情 報 モ ラ ル で す と か

い じ め の ほ か に も 、 災 害 で す と か 、 選 挙 権 で す と か 、 認 知 症 の

問 題 だ と か 、 マ イ ノ リ テ ィ ー の 問 題 だ と か 、 そ う い っ た 社 会 的

状 況 を 反 映 し た 題 材 を 非 常 に 幅 広 く 扱 っ て い て 、 生 徒 も 関 心 を

持 っ て 主 体 的 に 授 業 に 参 加 で き る の で は な い か な と 思 い ま し

た 。  

 ま た 、 い じ め 関 連 の 教 材 で 見 た と き に は 、 東 京 書 籍 の １ 年 生

の 教 科 書 用 図 書 の 中 に 「 い じ め に 当 た る の は ど れ だ ろ う 」 と い

う 教 材 が あ る ん で す け れ ど も 、 日 常 の 教 室 の 風 景 を 描 い た 絵 か

ら 何 が い じ め に 当 た る の か と い う こ と を 考 え さ せ る よ う な つ く

り に な っ て い ま す 。 １ 年 生 と い う 発 達 段 階 を 考 え た と き に 、 ど

の 学 校 の ど の 教 室 で も 日 々 起 き て い る で あ ろ う と 思 わ れ る 状 況

が 描 か れ て い て 、 子 ど も に と っ て は 身 近 で 考 え や す い の か な と

い う こ と と 、 ま た 、 自 分 の 行 動 を 振 り 返 る と い う 点 で は と て も

つ な が っ て い く の か な と 思 い ま し た 。  

 同 様 に 、３ 年 生 の ほ う に も 、「 ス マ ホ に 夢 中 ！ 」と い っ た 教 材

が あ り ま す が 、 こ ち ら も 生 徒 に と っ て 身 近 な 内 容 で と て も 考 え



や す い 、 そ う い っ た 教 材 か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ に 関 連 し て ご 意 見 の あ る 方 。

で は 、 加 納 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

加 納 委 員   今 、 松 原 委 員 か ら い じ め の 件 に つ い て お 話 が あ り ま し た け れ

ど も 、 社 会 的 状 況 を 反 映 し た 教 材 と い う ふ う な 形 で 、 今 、 学 校

現 場 で 苦 慮 し て い る い じ め と 、 そ れ か ら Ｓ Ｎ Ｓ と い う 観 点 で お

話 し さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 私 も 東 京 書 籍 さ ん の い じ め や 命 に 関 す る 教 材 テ ー マ に つ い て

は 、 連 続 し て 取 り 扱 う 工 夫 が さ れ て い ま し て 、 全 学 年 を 通 し て

繰 り 返 し 学 習 で き る よ う な 配 慮 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 ２

年 生 、 ３ 年 生 で 扱 っ て い る 「 い じ め の な い 世 界 へ 」（ １ ）（ ２ ）、

ま た 、 全 学 年 で 扱 っ て い る 「 情 報 モ ラ ル と 友 情 」 の 教 材 に つ い

て は 、 今 の 生 徒 た ち に 起 き て い る 身 近 で 考 え や す い 教 材 を 示 し

て い て 、 生 徒 た ち に 考 え さ せ て 話 し 合 わ せ た い 内 容 で し た 。  

 ま た 、「 考 え て み よ う 」と い う 取 り 出 し 方 で 自 分 の 考 え を 表 現

し や す く 、 考 え る 道 徳 に つ な が る ア プ ロ ー チ を し て い ま す し 、

議 論 す る 道 徳 へ の 話 し 合 い の 糸 口 も 考 え ら れ て い て 、 よ い と 感

じ ま し た 。  

 ま た 、光 村 さ ん の ほ う で は 、２ 年 生 の「『 い じ め 』と『 い じ り 』」、

「 な ん だ ろ う  な ん だ ろ う 」、こ れ も 生 徒 に と っ て す ご く 日 常 的

に 起 き て い る 事 柄 で あ り 、 子 ど も た ち に と っ て は 議 論 し や す い

教 材 に 感 じ ま し た 。 光 村 さ ん も 「 学 び の テ ー マ 」 と い う 取 り 出

し 方 で 自 分 の 考 え を 表 現 し や す く 、 考 え る 道 徳 に つ な が る ア プ

ロ ー チ を し て い ま す し 、 と て も い い な と 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら も う １ つ 、 日 本 文 教 さ ん の Ｓ Ｎ Ｓ と い じ め 、 こ の ２

つ を 関 連 付 け て 教 材 と し て 取 り 扱 っ て い る 部 分 が 多 く て 、 こ れ

も 今 の 学 校 で 起 き て い る さ ま ざ ま な ケ ー ス と 似 て い て 、 生 徒 た

ち に 考 え さ せ 、 話 し 合 わ せ た い 内 容 で し た 。 文 章 も 短 く 、 テ ー



マ も 身 近 で す の で 、取 り 組 み や す い の で は な い か と 考 え ま し た 。

ま た 、そ の ア プ ロ ー チ の 仕 方 も 、「 学 習 の 進 め 方 」と い う 取 り 出

し 方 で 自 分 の 考 え を 表 現 し や す く 、 考 え る 道 徳 、 議 論 す る 道 徳

に つ な が る ア プ ロ ー チ を し て い る 工 夫 が あ り ま し た し 、「 自 分 に

＋ １（ プ ラ ス ワ ン ）」と い う 形 で さ ら に 深 く 子 ど も た ち 自 身 が 考

え る ア プ ロ ー チ を 施 し て い て 、 よ い と 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、こ れ は い じ め と Ｓ Ｎ Ｓ と い う 形 で は な い ん で す が 、

日 本 文 教 さ ん の ほ う に は ノ ー ト も つ い て い て 、 事 前 、 事 後 に １

人 で 考 え る 、 み ん な の 意 見 を 聞 く と い う 、 自 分 自 身 を 深 め て い

く 時 間 に 役 立 つ の か な と い う 印 象 を 持 ち ま し た 。  

 ノ ー ト に つ い て は あ か つ き さ ん も つ い て い ま し た が 、 あ か つ

き さ ん の ほ う は ち ょ っ と 内 容 が 別 教 材 の よ う な 感 じ を 受 け て 、

ち ょ っ と 使 い 方 が 難 し い か な と い う 印 象 を 受 け ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 社 会 的 状 況 を 反 映 し た 題 材 と い う こ

と で 今 お 話 を い た だ い て お り ま す け れ ど も 、 そ れ に 関 連 し て ほ

か に ご 意 見 は 。 市 村 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

市 村 委 員   私 は 、 保 護 者 の 目 線 と い う こ と で 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き

た い と 思 い ま す が 、 先 ほ ど の 松 原 委 員 、 加 納 委 員 と 同 じ と こ ろ

に 注 目 し ま し て 、 東 京 書 籍 の い じ め の 部 分 で す 。 社 会 通 念 上 の

い じ め と 法 律 上 の い じ め の 定 義 に 今 、 差 が 出 て き て い る と い う

ふ う に 保 護 者 の 中 で も よ く 話 題 に 挙 げ ら れ て い る ん で す が 、 大

人 の 中 で も ち ょ っ と 認 識 を 変 え て い か な け れ ば 、 変 え て い く 必

要 が あ る と 感 じ て い る 中 で 、東 京 書 籍 の い じ め に 関 す る 教 材 は 、

と て も わ か り や す く 表 現 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 い じ め の 構 造 の 中 で 、 き っ と 多 く の 生 徒 が な る で あ ろ

う 傍 観 者 に つ い て 、 こ ち ら を 問 題 提 起 し て い る と こ ろ も 、 い じ

め は 、 い じ め る 側 と い じ め ら れ る 側 だ け の 問 題 で は な い と 気 付

く き っ か け に な る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  



 同 じ く 、「 傍 観 者 で い い の か 」と 、同 じ 題 材 が 学 校 図 書 に も 取

り 上 げ ら れ て い る の で す が 、 こ ち ら は サ ブ タ イ ト ル が 設 定 さ れ

て い ま し て 、「 不 正 を 憎 み 否 定 す る 心 」と あ り ま し た 。不 正 と い

う の は 、 も ち ろ ん 正 し く な い こ と な の で 悪 い こ と な の だ と は 思

う の で す が 、 何 を 対 象 と し て も 、 家 庭 で は 何 か を 憎 み な さ い と

か そ う い っ た 教 え は し て い な い の で 、「 憎 み 」と い う 言 葉 は ち ょ

っ と ひ っ か か り ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す か 。 長 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   「 社 会 的 状 況 を 反 映 し た 題 材 を 取 り 上 げ 」 と い う 部 分 に つ い

て 、 今 の い じ め の 問 題 も そ う だ と 思 い ま す が 、 人 権 に か か わ る

部 分 で ど の 教 科 書 も 扱 っ て い る と い う 状 況 が あ る と は 思 う ん で

す が 、 藤 沢 市 の 状 況 を 考 え る と 、 外 国 に つ な が る 生 徒 の か か わ

り 方 、 多 文 化 共 生 に つ い て と い う と こ ろ が 、 実 際 に 共 生 し て い

く 中 で 他 を 認 め る と か と い う 部 分 が う ま く い か な い と 、 い じ め

に つ な が っ た り し て い く の か な と い う 根 底 の と こ ろ で 考 え る

と 、 人 権 と か 福 祉 と か 平 和 に つ い て 、 ど の 学 年 で も 扱 う 必 要 が

あ る の か な と 感 じ て い ま す 。  

 中 学 校 も 、 藤 沢 市 で は 国 際 教 室 が あ る と こ ろ が 高 倉 中 学 校 だ

け な ん で す け れ ど も 、 国 際 教 室 が な く て も 、 ど の 学 校 に も 外 国

籍 の 生 徒 が 今 は い る 状 況 に あ り ま す 。 大 き な 問 題 だ な と い う ふ

う に 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 来 た ば か り の 日 本 語 が で き な

い 生 徒 か ら 、 日 本 で 生 ま れ て い る ん で す け れ ど も 、 家 庭 で は 言

語 が そ の 国 の 言 語 で あ っ た り と か と い う 形 で 、 学 習 の 環 境 に 行

く に は ち ょ っ と 無 理 が あ る 生 徒 が 結 構 い て 、 学 習 言 語 に つ な が

ら な い た め に 学 習 の 成 果 が 上 が っ て こ な い と い う 生 徒 が い る の

も 現 状 で す 。  

 そ う い う こ と を 考 え て い く と 、 や っ ぱ り い ろ ん な 人 を 認 め 合



う と い う 関 係 を つ く っ て い く 上 で 、 道 徳 の 授 業 は 大 変 重 要 だ な

と 感 じ て い ま す 。 そ の 意 味 で 、 東 京 書 籍 さ ん 、 学 校 図 書 さ ん 、

教 育 出 版 さ ん の 教 材 に つ い て は そ の あ た り が 、 こ れ は 外 国 籍 と

か と い う 形 で 置 く の で は な く 、 日 常 の 中 に あ る 生 活 の 中 か ら さ

り げ な く 、 日 常 の 生 活 に 違 い を 認 め る と か 、 他 者 を 理 解 す る と

か 、 共 生 を テ ー マ に 取 り 扱 っ て い る 内 容 が 散 り ば め ら れ て い る

な と 感 じ た の で 、 学 校 の 状 況 に 合 わ せ て 扱 う こ と が で き る と 感

じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 今 、 社 会 的 状 況 を 反 映 し た 題 材 と い

う と こ ろ で 話 題 が 多 い で す け れ ど も 、 そ の 辺 も 含 め て 、 ほ か の

観 点 で も 構 い ま せ ん の で 、 ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し ゃ い ま す

か 。 黒 木 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

黒 木 委 員   今 、 長 田 委 員 か ら 外 国 籍 の 生 徒 と い う 話 が 出 ま し た 。 あ と 、

そ の 学 校 の 状 況 に 応 じ て と い う こ と で 、 私 の ほ う で 「 編 修 の 趣

旨 と 工 夫 」 と い う こ と に 関 連 し ま し て 、 生 徒 の 理 解 や 習 熟 の 程

度 に 応 じ た 発 展 的 な 学 習 へ の 取 り 扱 い は ど う か と い う 視 点 で 見

て み ま し た 。  

 １ つ の 教 材 ご と に 発 展 的 な 資 料 を つ け た り 、 各 学 年 ３ か ら ５

回 程 度 、 適 宜 挿 入 し た り 別 冊 に ま と め た り と 、 さ ま ざ ま な 形 式

で 、 ま た 、 短 め 目 の 読 み 物 資 料 の 追 加 、 新 聞 等 の 記 事 の 利 用 、

表 や グ ラ フ の 活 用 等 、 い ろ い ろ な 工 夫 を し て 、 ど の 者 の 教 科 書

も 発 展 的 な 学 習 の た め の 教 材 を 準 備 し て い ま す 。 ど の 教 科 書 に

も た く さ ん の 読 み 物 教 材 が 掲 載 さ れ て い る 点 を 考 慮 し ま す と 、

こ の 学 習 は 、 教 員 の 指 導 の も と 、 教 材 を 読 み 込 ん で 学 習 を 深 め

て い く と い う 形 を と る こ と が ち ょ っ と 難 し い か な と 。 各 自 の 意

欲 的 な 取 組 み の も と で 発 展 的 に 思 考 を 深 め る こ と の で き る 教 材

が 適 切 で あ る と 考 え ま し た 。  

 そ う い う 観 点 か ら 各 者 の 教 科 書 を 比 較 検 討 し ま し た と こ ろ 、



長 め の 補 足 的 読 み 物 教 材 を 中 心 に 構 成 し て い る 各 者 は 結 構 多 い

ん で す け れ ど も 、 比 較 し ま し て 東 京 書 籍 と 日 本 文 教 の ２ つ の 者

の 教 科 書 が 印 象 に 残 り ま し た 。  

 ま ず 、東 京 書 籍 の 教 科 書 で は 、「 Ａ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ ！ 」を 初 め 、各

所 に 挿 話 、 図 表 、 資 料 が 散 り ば め ら れ て お り 、 意 欲 を 持 っ て み

ず か ら 取 り 組 も う と す る 生 徒 に と っ て 考 え を 深 め る こ と が で き

る 構 成 と な っ て い ま す 。 ま た 、 意 欲 を 持 ち に く い 生 徒 に と っ て

も 興 味 を 持 っ て 見 る こ と の で き る 教 材 が 多 数 用 意 さ れ て お り 、

習 熟 の 程 度 に 応 じ て 学 習 が し や す く な っ て い る と 考 え ま す 。  

 次 に 、日 本 文 教 の 教 科 書 で は 、「 プ ラ ッ ト ホ ー ム 」と い う の が

７ つ 、「 参 考 」が ８ つ 、ほ か の 補 足 資 料 や 図 、絵 、写 真 も た く さ

ん 掲 載 さ れ て い て 、 見 て い る だ け で 生 徒 が 引 き 込 ま れ て 自 主 的

に 学 び た く な る と い う よ う な 構 成 に な っ て い る と 思 い ま す 。 一

例 を 挙 げ ま す と 、３ 年 生 で 、「 人 を 好 き に な る 」の「 参 考 」の 中

に は 、 ジ ェ ン ダ ー や 性 指 向 に 係 る 資 料 が 整 理 さ れ て お り 、 興 味

を 引 く と と も に 、 生 徒 の 発 展 的 な 学 習 を 促 す 構 成 と な っ て い ま

す 。ま た 、読 み 物 ご と に「 自 分 に ＋ １（ プ ラ ス ワ ン ）」と 題 す る

発 展 的 な 課 題 も 示 さ れ て お り ま し て 、 個 々 の 状 況 に 応 じ て 取 組

む こ と が で き る 構 成 で 、 大 変 使 い や す い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 徒 の 理 解 や 習 熟 の 程 度 に 応 じ た 発

展 的 な 学 習 と い う 観 点 で 今 お 話 を い た だ き ま し た が 、 ほ か に は

い か が で し ょ う か 。 で は 、 橘 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

橘 田 委 員   今 さ ま ざ ま な 教 材 に つ い て お 話 が あ り ま し た 。 そ れ ら を 扱 う

上 で 、光 村 さ ん の 教 科 書 な ん で す け れ ど も 、「 学 び の テ ー マ 」を

通 し て 自 分 の 考 え の 表 現 を し や す く つ く ら れ て い る な と 感 じ ま

し た 。ま た 、そ の 中 で 、「 見 方 を 変 え て 」と 言 う 項 目 が す ぐ に あ

り ま し て 、 別 の 意 見 や 論 議 す る よ う な ア プ ロ ー チ が さ れ て い ま

す 。多 面 的 な 思 考 を 深 め て い く に は 大 変 有 効 か な と 思 い ま し た 。



自 分 な り の 考 え 方 を 持 ち 、 自 己 肯 定 感 を 高 め る 効 果 も あ る 、 そ

の よ う な 印 象 も 受 け ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に 。 で は 、 畠 山 委 員 、 お 願 い し

ま す 。  

 

畠 山 委 員   今 回 の 道 徳 つ き ま し て は 、 考 え る 道 徳 と か 議 論 す る 道 徳 と い

う こ と が 先 ほ ど か ら 話 題 に な っ て お り ま す け れ ど も 、 小 学 校 で

も 、 こ れ ま で の 道 徳 で は 物 語 の 読 解 的 な 扱 い が 多 い と い う よ う

な 反 省 が あ り ま し て 、 こ れ で は 主 体 的 に 考 え ら れ な い ん じ ゃ な

い か と い う よ う な こ と が 言 わ れ て い ま す 。  

 小 学 校 も 中 学 校 も 、 こ れ か ら は 授 業 ス タ イ ル の 多 様 性 を 求 め

ら れ 、 そ の 中 で い か に し て 教 材 を 自 分 事 と し て 考 え さ せ る こ と

が で き る か と い う と こ ろ が 課 題 な の で す が 、 生 徒 た ち は 、 道 徳

の 学 習 の 中 で 自 分 の 利 己 的 な と こ ろ で あ っ た り と か 、 そ う い っ

た 心 の 弱 い と こ ろ に 向 き 合 っ て 、 お 友 達 と 話 し 合 っ て 共 感 し た

り 、 意 見 を 戦 わ せ た り と い う 中 で 自 ら の 問 題 に 気 付 く 、 こ う い

う よ う な 考 え る 過 程 を 重 視 す る 授 業 に な っ て ほ し い と 思 っ て お

り ま す 。  

 そ の 点 で 、ど の 教 科 書 会 社 さ ん も 工 夫 が あ る ん で す け れ ど も 、

あ ま り 課 題 が 多 過 ぎ る と 論 点 が ぼ や け て し ま う か な と も 思 い ま

す し 、 話 し 合 い に 慣 れ て い な い よ う な 生 徒 さ ん に と っ て は 進 め

に く い の か な と 思 い ま す 。 ま た 、 中 学 生 に は 、 模 範 的 な 回 答 と

い う よ り も 、 何 か こ う 自 分 の 心 の 中 で 葛 藤 さ せ て 、 揺 れ 動 く 自

分 に 気 付 い て も ら い た い な と 思 っ て お り ま す 。  

 そ う い う 点 で 、 東 京 書 籍 さ ん に つ き ま し て は 、 観 点 が 少 な め

で あ る と い う と こ ろ で 話 し や す く 、 考 え る 道 徳 に つ な が り や す

い か な と 思 っ て い ま す 。「 銀 色 の シ ャ ー プ ペ ン シ ル 」と い う 教 材

が あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 中 で は 心 の 葛 藤 を 引 き 出 し や す い

と 感 じ ま し た 。  



 そ れ か ら 、 先 ほ ど あ り ま し た 光 村 さ ん で す け れ ど も 、 私 も 同

じ よ う に 、「 見 方 を 変 え て 」、 そ れ か ら 「 つ な げ よ う 」 と い っ た

形 の 展 開 が あ る と こ ろ が い い な と 思 っ て お り ま す の で 、 深 く 議

論 を で き る の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 東 京 書 籍 さ ん と 光 村 さ ん の 中 で 、 小 学 校 １ 年 生 の

と き の 教 材 が 入 っ て い る ん で す け れ ど も 、 小 学 校 １ 年 生 の と き

に 読 ん だ も の と 今 読 む と き と 、 そ の 違 い と い う か 、 自 分 の 成 長

を 感 じ ら れ る ん じ ゃ な い か な と 思 う の で 、 そ う い っ た と こ ろ も

魅 力 が あ る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 考 え 、 議 論 す る 道 徳 と い う 観 点 で お

話 を い た だ き ま し た が 、 ほ か に い か が で し ょ う か 。 白 井 委 員 お

願 い し ま す 。  

 

白 井 委 員   同 じ よ う な 考 え 方 に な り ま す け れ ど も 、 考 え る 道 徳 、 議 論 す

る 道 徳 と い う 点 で 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど ら い 、 お 話 が あ り ま す よ う に 、 光 村 さ ん に は 「 学 び の

テ ー マ 」 だ と か 「 見 方 を 変 え て 」 だ と か と い う と こ ろ で 、 発 問

が 工 夫 さ れ て い た り 、 あ る い は 多 角 的 な 見 方 、 考 え 方 が で き る

よ う に な っ て い る か な と 感 じ ま し た 。  

 そ し て 、 日 本 文 教 さ ん に 関 し て は 、 先 ほ ど 加 納 委 員 か ら お 話

が あ り ま し た け れ ど も 、 教 材 と 関 連 さ せ た 別 冊 の 学 習 ノ ー ト が

あ り 、 自 分 の 考 え 方 、 友 達 の 意 見 、 そ う い っ た も の を ま と め や

す く な っ て い る と 感 じ て お り ま す 。 そ し て ま た 、 と こ ろ ど こ ろ

に 「 プ ラ ッ ト ホ ー ム 」 と い う コ ー ナ ー が あ り 、 教 材 を 通 し て 考

え た こ と を 、 さ ら に 深 め た り 広 げ た り す る こ と が で き る よ う な

工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 学 研 さ ん で は 、 各 内 容 項 目 に 「 ク ロ ー ズ ア ッ プ 」 と か

「 ク ロ ー ズ ア ッ プ  プ ラ ス 」と い う ペ ー ジ が あ り 、知 識 や 考 え 方

の 幅 を 広 げ る 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。ま た 、「 深 め よ う 」



と い う ペ ー ジ で は 、 話 し 合 い の 仕 方 が 具 体 的 に 示 さ れ て い る と

い う こ と が あ り ま し て 、 さ ま ざ ま な 意 見 や 考 え を 出 し や す い 工

夫 が さ れ て い る 。  

 そ し て 、 日 本 教 科 書 さ ん に は 考 え 、 話 し 合 っ て み よ う 、 そ し

て 深 め よ う と い う 場 面 が 設 定 さ れ て い ま す 。 こ れ に 関 し て は 、

自 分 の 考 え を 表 現 す る こ と や 、 ほ か の 生 徒 の 考 え を 聞 く こ と 、

そ う い っ た こ と で 考 え る 道 徳 、 議 論 す る 道 徳 と い う 形 を 求 め て

い る の だ ろ う な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 金 子 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

金 子 委 員   今 の 幾 つ か 上 が っ て き た 観 点 に さ ら に 従 い ま し て 、 自 己 を 見

つ め 、物 事 を 多 角 的 に 考 え る た め の 工 夫 が さ れ て い る か ど う か 、

そ う い う 観 点 で 市 の 調 査 資 料 等 に も 随 分 掲 げ ら れ て い る ん で す

け れ ど も 、 そ の 中 で 、 自 分 で 見 て み て 、 や っ ぱ り こ れ が い い な

と 思 っ た 教 科 書 を ４ 点 ほ ど 挙 げ て み た い と 思 っ て い ま す 。  

 ま ず 、 最 初 に 東 京 書 籍 、 例 え ば ３ 年 生 の 「 自 分 の 将 来 を 見 つ

め て 」 の 新 聞 の 投 稿 欄 と か 、 非 常 に 考 え 方 を 広 め た り す る よ う

な 教 材 が 提 示 さ れ て い て よ か っ た な と 思 い ま す し 、 ど の 読 み 物

に も ２ つ か ら ３ つ の 課 題 提 示 が さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 多

角 的 、 多 面 的 な 思 考 の 広 が り を 促 す こ と が で き る 教 材 に な っ て

い ま す 。例 え ば ２ 年 生 の 、「 自 分 の 郷 土 の 文 化 や 伝 統 、自 然 な ど

に 誇 れ る も の が な い か 」、 ま た 、「 郷 土 の た め に 自 分 が で き る こ

と は ど の よ う な こ と か 」 な ど と い う 問 い か け の 方 法 に よ さ を 感

じ ま し た 。  

 ２ 点 目 と し て は 、学 校 図 書 の 教 科 書 で す 。こ れ に は「 心 の 扉 」

と い う ペ ー ジ が 各 学 年 １ ８ 回 ぐ ら い 挿 入 さ れ て い て 、 本 当 に 自

己 を 見 つ め て 多 角 的 に 考 え る 筋 道 を し っ か り 整 理 し て い て 、 こ

れ を 参 考 に 活 動 し て い く こ と に よ っ て 、 そ う い う 活 動 が で き て

く る ん じ ゃ な い か な と 感 じ ま し た 。  



 ３ 番 目 に 、 教 育 出 版 の 教 科 書 で す け れ ど も 、 例 え ば １ 年 生 の

「 あ な た な ら ど う し ま す か 」 と い う 教 材 が 準 備 さ れ て い て 、 身

近 な 材 料 が 本 当 に 考 え や す く 提 示 さ れ て い て 、 た だ 、 子 ど も た

ち に と っ て み て も 、 正 し い と 考 え る こ と と 、 自 分 だ っ た ら 実 際

に は ど う し ち ゃ う だ ろ う と 考 え る こ と の 対 比 と い う の が 、 そ れ

が 一 つ の 道 徳 の 課 題 で も あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 対 比 が 明 確

に な る よ う な 教 材 が こ こ に は 準 備 さ れ て い て 、 使 い や す い か な

と 感 じ ま し た 。  

 最 後 に 、 日 本 文 教 の 教 科 書 で す け れ ど も 、 こ こ は 構 成 が 違 っ

て お り 、ノ ー ト の ほ う に 、１ つ の 教 材 に 対 し て「 学 び の テ ー マ 」

が １ つ だ け 設 定 さ れ て い ま す 。 個 人 で 考 え る 、 そ し て 話 し 合 う

と い う 流 れ が 示 さ れ て い て 、 そ れ に 対 し て 余 裕 を 持 ち 、 教 員 が

さ ま ざ ま な 工 夫 を し な が ら 子 ど も た ち の 状 況 に 合 わ せ て 考 え を

深 め さ せ て い く こ と が で き る の で は な い か な と 感 じ ま し た 。  

 こ の 観 点 か ら 、 以 上 ４ 者 の 教 科 書 が 適 切 か な と 感 じ て お り ま

す 。  

 

委 員 長   今 、 金 子 委 員 の 多 面 的 、 多 角 的 に 物 事 を 考 え る と い う 観 点 で

話 を い た だ き ま し た け れ ど も 、 ほ か に い か が で す か 。 で は 、 平

牛 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

平 牛 委 員   今 、 金 子 委 員 の ほ う で も 話 さ れ て い ま し た け れ ど も 、 私 は 物

事 を 多 面 的 、 多 角 的 に 考 え る 工 夫 と い う 観 点 で 見 た 場 合 、 光 村

を 推 し た い と 思 い ま す 。そ の 理 由 と し て は 、各 教 材 の 最 後 に「 学

び の テ ー マ 」 が 設 け ら れ 、「 考 え る 観 点 」 や 、「 見 方 を 変 え て 」

で 示 さ れ る 発 問 を 通 し て 、 主 人 公 の 立 場 で 考 え た り 、 第 三 者 の

立 場 に 置 き か え て 考 え さ せ た り と 、 多 様 な 考 え を 引 き 出 す 工 夫

が さ れ て い ま す 。ま た 、「 つ な げ よ う 」に よ り 、既 に 習 っ て い る

内 容 や 生 活 に つ な が る よ う に 工 夫 さ れ て い て 、 コ ラ ム や 資 料 を

あ わ せ て 活 用 す る こ と で 、 自 己 を 振 り 返 り 、 考 え を 深 め る こ と



が で き る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   市 村 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

市 村 委 員   既 に 皆 さ ん か ら 出 て い る 意 見 と 同 じ に な る ん で す が 、 保 護 者

の 視 点 か ら 見 て も 、 光 村 図 書 の 構 成 の 工 夫 の ほ う に 注 目 し ま し

た 。 ユ ニ ッ ト の テ ー マ と い う も の が 定 め ら れ て お り 、 中 学 校 に

入 学 を し て 、 ま ず 中 学 生 と い う 自 覚 を 待 つ と い う と こ ろ か ら 、

自 他 の 命 を 大 切 に し て 学 校 生 活 を 送 る 、 そ し て 、 新 し い 仲 間 を

思 い や り 、 と い う よ う に 、 中 学 校 と い う 新 し い ス テ ー ジ を 迎 え

て 生 活 を し て い く 生 徒 た ち に 合 わ せ た 順 序 に な っ て い る と 感 じ

ま し た 。 こ の よ う な 順 序 に な っ て い る こ と で 、 教 材 を よ り 身 近

に 感 じ ら れ る 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 １ つ の 教 材 に 対 し て の 「 学 び の テ ー マ 」 と い う も の が 普 遍 的

な 考 え 始 め や す い テ ー マ に な っ て お り 、「 考 え る 観 点 」、 ま た そ

れ と は 別 の 見 方 に つ い て も 考 え る き っ か け と な る 問 い も 示 さ れ

て お り 、 １ つ の 方 向 で つ い 考 え が ち な と こ ろ を 、 多 面 、 ま た 多

角 的 に 捉 え ら れ る よ う 、 上 手 に 示 し て い る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、「 つ な げ よ う 」と い う 項 目 で 、ぐ っ と 身 近 な 出 来 事 に 置

き か え る こ と が で き 、 普 段 の 生 活 や か か わ り の 中 で の 考 え を 深

め て い く こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 自 分 の 気 持 ち や 感 じ た こ と を 書 く よ う な 欄 は 、 光 村 図

書 の 「 私 の 気 づ き 」 の よ う に 細 か く 指 定 さ れ て い な い ほ う が 、

自 分 の 息 子 が こ れ を 書 く こ と を ち ょ っ と 考 え た と き に 、 書 き や

す い の か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 引 き 続 き 光 村 図 書 の 話 で す が 、「 コ ラ ム 」、 あ と 「 な ん だ ろ う  

な ん だ ろ う 」 と い う ペ ー ジ が と て も 興 味 深 か っ た で す 。 大 人 で

も な か な か 答 え を 出 す こ と が で き な い テ ー マ を 取 り 上 げ て い ま

し て 、例 え ば 正 義 っ て 何 だ ろ う 、そ う い っ た 話 は 家 庭 の 中 で も 、

息 子 た ち と 一 緒 に よ く ニ ュ ー ス を 見 な が ら 話 題 に 挙 げ た り し ま



す 。  

 例 え ば ニ ュ ー ス で 他 国 の 戦 争 の 状 況 を 知 っ た と き に 、 戦 争 に

よ っ て 人 が 人 を 攻 撃 す る と い う こ と は と て も 悲 し い こ と で あ っ

て 、 そ れ は み ん な 分 か っ て い る は ず な の に 、 ど う し て 戦 争 っ て

起 こ る ん だ ろ う と 一 緒 に 話 し 合 っ て い た と き に 、 正 し い と 思 う

こ と が 人 そ れ ぞ れ 違 う か ら だ よ ね 、 私 た ち は ニ ュ ー ス 等 で し か

状 況 を 知 る こ と が で き な い け れ ど も 、 情 報 自 体 も 、 一 部 の 人 、

１ 人 の 人 が 発 信 し て い る も の だ か ら 、 発 信 者 の 主 観 が 少 な か ら

ず 入 っ て い る こ と も あ る よ ね 。 そ れ だ け で 、 私 た ち は ど ち ら が

正 し い と か 悪 い と か 判 断 す る こ と っ て で き な い よ ね と い う 話 を

よ く 息 子 と し て お り ま す 。  

 そ う い っ た こ と を 親 子 で 話 し 合 う き っ か け に も な る の で 、 教

科 書 の 中 に こ う い っ た な か な か 答 え が 出 な い よ う な テ ー マ が 入

っ て い る の も 、 と て も い い の で は な い か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 畠 山 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

畠 山 委 員   今 、 中 学 校 と い う 新 し い ス テ ー ジ と い う お 話 が 出 た と こ ろ な

ん で す け れ ど も 、 小 学 校 か ら 見 る と 、 中 学 生 に な る 、 進 学 す る

と い う こ と に つ き ま し て 、 子 ど も た ち は 多 か れ 少 な か れ 不 安 に

感 じ て い る と 思 い ま す 。 学 校 の 環 境 の 変 化 で あ っ た り と か 、 自

分 自 身 の 心 と か 体 の 変 化 も あ り 、 不 安 定 に な り が ち な 年 代 が 手

に す る 教 科 書 と い う こ と を 踏 ま え た 場 合 に 、 教 科 書 の 初 め の ペ

ー ジ で あ っ た り 、 目 次 で あ っ た り と か 、 学 習 の 仕 方 の 紹 介 で あ

っ た り と か 、 そ う い っ た 部 分 で の 印 象 が 、 こ れ か ら 学 ぶ 意 欲 や

意 図 の 理 解 が 違 っ て く る の で は な い か な と 思 い ま す 。そ れ か ら 、

こ れ か ら ど ん な 学 習 を す る の か な と い う 見 通 し を 持 つ こ と に よ

っ て 、 不 安 定 な 気 持 ち も 抑 え ら れ る の か な と 思 っ て お り ま す 。  

 こ う い っ た 点 で 見 て い て 、 ポ ジ テ ィ ブ に な る の で は な い か な

と 思 う の が 東 京 書 籍 さ ん な ん で す 。 東 京 書 籍 さ ん は 、 目 次 の 中



に 、 何 々 す る た め で あ る と か 、 何 々 を 考 え る で あ る と か 、 そ う

い っ た 内 容 を 示 す よ う な 文 言 が 書 い て あ る ん で す け れ ど も 、 能

動 的 な 表 現 な の で 、 や っ て み た い な と い う よ う に 前 向 き に 考 え

ら れ る の で は な い か 。 そ れ か ら 、 自 分 と 同 じ 悩 み の 話 題 な ん だ

な と か 、 社 会 の 問 題 を み ん な で 考 え る ん だ な と 、 中 身 が わ か り

や す く て 見 通 し を 持 っ て 議 論 で き る と い う と こ ろ が い い ん じ ゃ

な い か な と 思 い ま す 。  

 同 じ 観 点 と し て 、 光 村 さ ん で は 、 目 次 を シ ー ズ ン １ か ら ４ に

し て い て 、 自 分 自 身 の 問 題 か ら だ ん だ ん 外 に 広 が っ て 、 社 会 へ

広 が っ て い く と い う 構 成 が よ か っ た な と 思 い ま す 。  

 同 じ く 光 村 さ ん で す け れ ど も 、「「 他 者 」 と の 対 話 」 と い う 言

葉 が 意 識 的 に 使 わ れ て お り ま し て 、 他 人 を 意 識 す る 、 話 し 合 い

を し て 、 み ん な で 考 え て い く ん だ と い う と こ ろ が 何 回 も 出 て く

る の で 、 よ い か と 思 い ま し た 。 い ろ い ろ こ れ か ら 世 の 中 が 変 わ

っ て い く と 思 い ま す け れ ど も 、 他 人 と 協 同 し て い く こ と が 生 き

て い く 上 で 大 事 な ん だ と い う こ と を 強 調 で き て い る 点 が い い の

で は な い か な と 感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に 。 加 納 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

加 納 委 員   ち ょ っ と 別 の 観 点 で 、 他 の 教 科 と の 関 連 と い う 部 分 で 見 せ て

い た だ い た と き に 、 ８ 者 と も そ れ ぞ れ 必 要 に 応 じ て 他 教 科 と の

関 連 を 取 り 上 げ て い た だ い て い る よ う に 、 読 ま せ て い た だ い て

感 じ ま し た 。 東 京 書 籍 さ ん は 、 他 教 科 と の 関 連 を 関 連 マ ー ク で

示 し て い て 、 教 師 側 か ら す る と 非 常 に 使 い や す い か な と 感 じ ま

し た 。 ま た 、 光 村 さ ん と 日 本 文 教 さ ん 、 学 研 さ ん も 、 巻 末 に 一

覧 で 他 教 科 と の 関 連 が 示 さ れ て い て 、 こ れ も 教 師 側 か ら す る と

使 い や す い か な と い う 感 じ を 受 け ま し た 。  

 ほ か の ４ 者 に つ い て は 、 他 教 科 と の 関 連 を 示 す 記 載 が な か っ

た り 、 ち ょ っ と 関 連 が わ か り に く い か な と い う 部 分 で 、 教 師 側



か ら す る と 探 す の に 苦 労 す る か な と い う 感 じ を 受 け ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 教 科 と の 関 連 と い う 形 で 意 見 を い

た だ き ま し た 。 ほ か の 観 点 で も 結 構 で す 。 白 井 委 員 、 お 願 い し

ま す 。  

 

白 井 委 員   私 か ら は 、 問 題 解 決 的 、 そ れ か ら 体 験 的 な 学 習 と い う 観 点 で

お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 藤 沢 市 の 調 査 資 料 に も あ り ま す よ う に 、 東 京 書 籍 さ ん の 「 Ａ

Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ ！ 」 と い う と こ ろ で は 、 ロ ー ル プ レ イ と い う ん で す

か 、 役 割 演 技 と い う 形 で 子 ど も た ち が 体 験 を し な が ら 学 ぶ こ と

が で き る よ う に 設 定 を さ れ て い ま す 。  

 そ れ か ら 、 光 村 さ ん で は 「 コ ラ ム 」 と い う コ ー ナ ー が あ り 、

そ こ の コ ー ナ ー で 日 常 的 な も の か ら 環 境 や 社 会 的 な も の ま で 幅

広 い 話 題 を 取 り 上 げ て 題 材 と し て お り 、 先 ほ ど あ り ま し た よ う

に 、 他 教 科 と の 関 連 も 考 え な が ら 問 題 解 決 で き て い く 、 よ い 教

材 か な と 感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は 。 松 原 委 員 、 お 願 い

し ま す 。  

 

松 原 委 員   観 点 で 言 っ た と き に は 編 修 の 趣 旨 と か と い う と こ ろ に 関 係 し

て く る の か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 回 教 科 用 図 書 と し て 出

さ れ て い る ８ 者 全 て の 教 科 用 図 書 に 共 通 の 教 材 と し て 扱 わ れ て

い る も の が ２ つ あ る ん で す 。 １ つ は 「 足 袋 の 季 節 」 と い う 教 材

と 、 も う １ つ が 「 二 通 の 手 紙 」 と い う 教 材 な ん で す 。  

 取 り 扱 っ て い る 学 年 を 見 た と き に 、「 足 袋 の 季 節 」に つ い て は 、

３ 年 生 で 扱 っ て い る 者 が ４ 者 、２ 年 生 で 扱 っ て い る 者 が ４ 者 と 、

半 数 ず つ な ん で す 。 内 容 的 に は ２ 年 生 で 扱 っ て も 十 分 に 対 応 で

き る 内 容 な の か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 も う １ つ の 「 二 通 の



手 紙 」 に つ い て は 、 学 校 図 書 と 日 本 教 科 書 の ２ 者 に つ い て は ２

年 生 で 取 り 扱 わ れ て い る ん で す け れ ど も 、 そ れ 以 外 の 者 は ３ 年

生 で 扱 っ て い ま す 。  

 ち ょ っ と 具 体 に 見 て い っ た と き に 、「 二 通 の 手 紙 」の 主 発 問 で

示 さ れ て い る 部 分 は 、 主 人 公 の 元 さ ん と い う 人 が 晴 々 と し た 表

情 で 仕 事 を や め て い く こ と に 対 し て 、 そ の 心 情 を 考 え る と い う

よ う な 、大 体 ど の 者 も 共 通 し て そ う い う 発 問 を し て い る ん で す 。

例 え ば 本 校 の 生 徒 に 照 ら し て 考 え て み た 場 合 、 ２ 年 生 と い う 発

達 段 階 に お い て は 、 少 し 難 し い の か な と 感 じ ま し た 。  

 そ う い っ た 点 を 含 め る と 、 発 問 の 例 で す と か 考 え る 視 点 、 こ

れ は 先 ほ ど 来 お 話 に 出 て い ま し た け れ ど も 、 東 京 書 籍 さ ん 、 光

村 図 書 、 あ か つ き 、 こ の ３ 者 が い い の か な と 思 っ て い ま す 。 東

書 に つ い て は 、 発 問 が 端 的 で わ か り や す い で す か ら 、 生 徒 に と

っ て は 考 え や す い の か な と 思 い ま す し 、 光 村 図 書 と あ か つ き に

つ い て は 、 考 え る 視 点 が 段 階 的 に 示 さ れ て い ま す の で 、 順 序 立

て て 考 え て 整 理 し て い く こ と が で き る の か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   生 徒 の 発 達 段 階 に 即 し て と い う 観 点 で 、 ８ 者 共 通 の 題 材 で 今

お 話 を い た だ き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に こ の 観

点 に つ い て ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し ゃ い ま す か 。 よ ろ し い で

す か 。 で は 、 松 原 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

松 原 委 員   教 材 に 絡 め て も う １ つ だ け 。 中 学 生 と い う 発 達 段 階 を 考 え た

と き に 、 こ の 先 、 社 会 に 出 て い く と い う こ と を 考 え る と 、 や は

り キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 で す と か 、 グ ロ ー バ ル な 社 会 に 出 て 生 き

て い く こ と で す と か 、 本 市 で は 、 そ れ こ そ 東 京 ２ ０ ２ ０ オ リ ン

ピ ッ ク・パ ラ リ ン ピ ッ ク を 迎 え る と い う こ と も ご ざ い ま す の で 、

国 際 理 解 教 育 の 視 点 と い っ た と こ ろ も 大 切 な 観 点 に な っ て く る

の か な と 思 っ て い ま す 。  

 そ う い っ た 点 で 見 た 場 合 に は 、 東 京 書 籍 さ ん 、 日 本 文 教 出 版



さ ん 、 学 研 み ら い さ ん 、 こ の ３ 者 に つ い て は キ ャ リ ア 教 育 と 関

連 付 け る こ と が で き る 教 材 で す と か 、 国 際 理 解 教 育 に つ な が る

教 材 が 非 常 に 充 実 し て い る の か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫  学 習 指 導 要 領 と の 関 連  内 容 」 と い う

観 点 で 今 話 を 進 め て お り ま す け れ ど も 、 こ の 観 点 に つ い て ほ か

に ご 意 見 は よ ろ し い で し ょ う か 。 保 護 者 委 員 の 皆 さ ん も よ ろ し

い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、２ 番 目 の 観 点 に 移 ら せ て い た だ き ま す 。「 構 成・分

量 ・ 装 丁 、 表 記 ・ 表 現 」 と い う 観 点 で 御 意 見 を い た だ け れ ば と

思 い ま す 。 平 牛 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

平 牛 委 員   私 は 、 こ の ２ 観 点 目 に と て も 重 点 を 置 い て 見 て い た の で す け

れ ど も 、 ま ず 東 京 書 籍 の も の は 、 挿 絵 の 色 調 が と て も や わ ら か

い 感 じ で 、 温 か い 感 じ が し ま し た 。 ま た 、 絵 の 描 き 方 も と て も

優 し い 感 じ が し て い る な と 思 い ま し た 。  

 同 様 に 、 光 村 の 挿 絵 に つ い て も 、 色 調 が 大 変 や わ ら か い も の

で 、 穏 や か な 気 持 ち で 見 る こ と が で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 色

使 い に つ い て も 中 間 色 を 多 く 使 っ て い て 、 優 し い 感 じ を 表 現 し

て い る か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で す か 。 高 橋 委 員 。  

 

高 橋 委 員   私 は ２ つ 目 の 観 点 に つ い て 、 支 援 教 育 の 切 り 口 で 読 み や す さ

を 中 心 に 拝 見 い た し ま し た 。  

 ま ず 、 全 般 的 に 色 覚 の 違 い を 意 識 し た 編 修 と い う こ と で 、 カ



ラ ー ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に つ い て と い う こ と で す が 、 お お む

ね ど の 者 も 配 慮 の も と 編 修 さ れ て お り ま し た 。  

 ま た 、 近 ご ろ 書 体 に よ る 読 み や す さ の 違 い と い う こ と に つ い

て 意 識 が 高 く な っ て お り ま す が 、 視 覚 的 な 力 の 弱 さ の あ る 生 徒

に も 読 み や す い 文 字 と い う こ と で 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 書 体

が 使 わ れ て い る 本 が 増 え て い っ て い ま す 。 今 回 は 、 東 京 書 籍 、

学 校 図 書 、 日 本 文 教 、 学 研 の ４ 者 が 採 用 し て い ま し た 。  

 書 体 同 様 に 文 字 の 大 き さ も 各 者 そ れ ぞ れ 工 夫 が さ れ て お り ま

す 。 あ か つ き は 、 １ 年 生 の 文 字 を 大 き め に 、 ま た 、 行 間 に も ゆ

と り が あ り 、 読 み や す さ の 点 で す ぐ れ て い ま し た 。 教 育 出 版 に

つ い て も 、 １ 年 生 の 前 半 部 分 に 大 き 目 の 文 字 を 使 用 と い う よ う

な 配 慮 が な さ れ て い ま し た 。  

 次 に 、 挿 入 さ れ て い る 写 真 、 イ ラ ス ト に つ い て で す が 、 理 解

を 促 す と い う 意 味 、 あ る い は 心 に 響 く こ と を 意 図 し て 写 真 等 が

使 わ れ て い る こ と は 大 変 よ い の で す が 、 写 真 の 上 に 文 章 が か ぶ

る よ う な 配 置 に な っ て い る も の も 若 干 見 ら れ ま す 。 そ う い っ た

中 で 、 光 村 は 、 イ ラ ス ト と 文 章 が か ぶ ら ず 読 み や す い 配 置 と い

う こ と を 考 え て お り 、 ま た 、 日 本 文 教 は 文 章 の 背 景 に な る と こ

ろ の 写 真 の 色 合 い を 薄 く す る と い う こ と で 、 読 み や す い 配 慮 を

し て お り ま し た 。  

 最 後 に 、 全 て の 教 材 に つ い て で す が 、 見 開 き の 右 の ペ ー ジ か

ら 始 め る と い う こ と が 、 読 み や す さ と い う か 、 注 意 を 集 中 し や

す く な っ て い る と 思 う の で す が 、そ う し た 本 が ３ 者 あ り ま し た 。

学 校 図 書 、 日 本 文 教 、 学 研 で す 。 昨 今 、 注 意 が そ れ や す い 子 や

集 中 し に く い 子 へ の 配 慮 と い う こ と で 、 教 室 環 境 な ど も 刺 激 を

な る べ く 少 な く し よ う と い っ た 配 慮 が な さ れ て お り ま す が 、 教

科 書 に つ い て も こ う し た 配 慮 は 効 果 が あ る と 思 っ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 支 援 教 育 と い う 観 点 で お 話 を い た だ

き ま し た 。 ほ か に い か が で す か 。 田 中 委 員 、 お 願 い し ま す 。  



 

田 中 委 員   こ れ ま で の 意 見 と 重 な る 部 分 も あ る と 思 う ん で す が 、 私 は 小

６ か ら の つ な が り と い う 視 点 で こ の 観 点 の 部 分 を 中 心 に 拝 見 し

て い ま す 。特 に １ 年 生 の 教 科 書 を 中 心 に 見 せ て い た だ き ま し た 。 

 ま ず 、 構 成 の 部 分 に な る と 思 う ん で す が 、 巻 頭 で は 学 習 の 流

れ を つ か み や す い よ う な 工 夫 が さ れ て い ま す 。 東 京 書 籍 は 、 漫

画 で 解 説 を す る こ と で 、 こ れ か ら 学 ぶ こ と へ の 楽 し さ と い い ま

す か 、 そ う い う も の を 期 待 さ せ る も の に な っ て い ま す 。 教 育 出

版 は 、 テ ー マ ご と に イ ラ ス ト を 入 れ て 説 明 し て い る の で 、 学 習

す る 内 容 が イ メ ー ジ し や す い か な と 感 じ ま し た 。  

 教 材 に つ い て で す が 、 光 村 は 、 最 初 の 教 材 で 中 学 生 に な る と

変 わ る こ と を 取 り 上 げ て お り 、 中 学 生 と し て の 自 覚 が 持 て る よ

う に な っ て い ま す 。 先 ほ ど も あ り ま し た が 、 小 １ で 学 ん だ 教 材

「 橋 の 上 の お お か み 」は 、東 京 書 籍 と 光 村 が 掲 載 し て お り ま す 。

こ れ は や は り 小 学 校 １ 年 で 学 ん だ も の を 中 学 生 に な っ て 再 度 読

む 、 そ し て 考 え る と い う こ と で 、 自 分 の 変 化 や 成 長 が 改 め て 確

認 で き る の で は な い か な と 思 い ま し た 。 東 京 書 籍 は 、 そ の 文 章

量 が 長 過 ぎ ず 読 み や す い な と 感 じ て い ま す 。 テ ー マ ご と に 教 材

が ま と め ら れ て い る 日 本 教 科 書 は 、 何 を 学 ぶ か が 見 通 し を 持 ち

や す く な る と 思 い ま す 。  

 最 後 に 、 各 者 と も 漢 字 に ふ り 仮 名 が 振 っ て あ り ま し た 。 読 む

こ と へ の 負 担 を 軽 減 す る 配 慮 が さ れ て い る と 感 じ て い ま す 。 学

校 図 書 、 学 研 、 あ か つ き の ３ 者 は 、 文 章 の 下 段 に 、 そ れ か ら 日

文 は 文 中 に 、 言 葉 の 注 釈 が つ い て い ま し て 、 内 容 を 理 解 し や す

く す る 助 け と な っ て い ま す 。 読 み に 対 し て の 苦 手 さ が あ る 生 徒

に と っ て は 、言 葉 の 意 味 や 漢 字 の 読 み 方 が わ か る と い う こ と は 、

学 習 に 向 か う 気 持 ち が 前 向 き に な る 手 が か り に な る の で は な い

か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   で は 、 橘 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  



 

橘 田 委 員   各 者 と も 、 Ａ 判 、 Ａ Ｂ 判 、 Ｂ 判 と 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を 生 か し

た す ば ら し い 内 容 だ と 思 い ま す 。  

 そ の 中 で 、 学 研 さ ん で す が 、 Ａ ４ の 用 紙 を 使 用 し て 、 非 常 に

余 裕 を 持 っ た 配 置 を と ら れ て い て 、 大 変 読 み や す い 構 成 で あ る

と 感 じ ま し た 。 ま た 、 イ ラ ス ト も 非 常 に 親 し み や す く て 、 装 丁

が 堅 牢 に で き て い る 。 そ し て 、 教 科 書 を 開 い た と き の 見 開 き の

真 ん 中 の 部 分 、 そ の 辺 も す ご く 見 や す い な と 感 じ ま し た 。 Ａ 判

の ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 し て 、 視 覚 的 に も 興 味 関 心 を 引 く レ イ

ア ウ ト で あ る と い う 感 じ を し ま し た 。  

 ま た 、学 研 さ ん と 日 本 教 科 書 さ ん は 、写 真 が と て も ク リ ア に 、

パ キ ッ と 写 さ れ て い て 、 効 果 的 な 配 置 も 印 象 的 だ と 感 じ ま す 。  

 続 い て 、 教 育 出 版 さ ん で す け れ ど も 、 文 字 の 部 分 で す が 、 上

質 な 紙 、 と て も き れ い な 紙 が 使 わ れ て い て 、 白 い 紙 の 上 に き れ

い に 印 刷 さ れ て い る の で 、 と て も 見 や す い 、 読 み や す い 、 そ ん

な 印 象 を 持 ち ま し た 。  

 １ 年 生 の 教 科 書 は 、 教 育 出 版 の 場 合 は 、 文 字 が 少 し 大 き 目 に

始 ま っ て い ま す 。 小 学 校 か ら 中 学 生 に 向 け て 、 段 階 的 に 小 さ く

し て い く と い う 、 中 １ ギ ャ ッ プ に 対 す る 配 慮 も さ れ て い る な と

い う こ と で 、 学 年 ご と の 文 章 、 そ し て 挿 絵 等 の バ ラ ン ス も よ く

考 え ら れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   判 の 大 き さ と い う 観 点 で お 話 を い た だ き ま し た 。 平 牛 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

平 牛 委 員   判 の 大 き さ と い う と こ ろ で 、 ま ず あ か つ き さ ん 、 東 京 書 籍 さ

ん 、 学 校 図 書 さ ん は Ａ Ｂ 判 と 判 が 大 き い と い う こ と で 、 文 章 の

間 隔 も 広 く て と て も 読 み や す さ が あ る か な と 思 っ て い ま す 。 教

育 出 版 の も の に つ い て は 、 ペ ー ジ い っ ぱ い に 絵 や 写 真 が 載 せ ら

れ て い て 、 行 間 に も と て も 余 裕 が あ っ て 、 非 常 に 読 み や す い も



の に な っ て い る か な と 思 っ て お り ま す 。  

 そ れ か ら 、 も う １ つ ち ょ っ と 違 う 観 点 な ん で す け れ ど も 、 昨

今 、 本 校 で も 、 文 書 を 読 む の が な か な か 苦 手 な 子 ど も た ち が い

る 中 で 、 日 本 文 教 さ ん の も の に つ い て は 、 １ つ の 教 材 に 対 し て

の ペ ー ジ 数 が あ ま り 多 く な く て 、 読 む こ と が 苦 手 だ な と 思 っ て

い る 子 た ち に 対 し て も 、 と て も 読 み 切 り や す い よ う に な っ て い

る か な と 思 い ま す 。  

 

委 員 長  ほ か に い か が で し ょ う か 。 長 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   今 、 そ れ ぞ れ の 判 の 大 き さ に つ い て ち ょ っ と 話 題 に な っ た の

で 、 私 も そ れ ぞ れ の 教 科 書 会 社 の 大 き さ を あ る 程 度 見 て 、 実 際

の 生 活 し て い る 中 で ど う か な と 思 っ た と き に 、 学 校 の 現 場 で 使

っ て い る 机 は 大 き さ が 変 わ っ て い な い ん で す 。 特 別 支 援 の ク ラ

ス の 場 合 に は 少 し 大 き 目 の 机 に な っ て い る の で 、 そ う い う 意 味

で は 机 の 上 に 置 く の は Ｂ ５ 判 が い い の か な と い う 感 じ も す る ん

で す け れ ど も 、 実 際 に 印 刷 物 を 見 て い く と 、 今 の わ か り や す さ

と か 見 や す さ と い う と こ ろ で は 、 だ ん だ ん Ａ Ｂ 判 と か Ａ ４ 判 と

い う ふ う に 変 化 し て い っ て い る の で 、 恐 ら く そ れ ぞ れ の 教 科 書

会 社 の 方 は 考 え な が ら つ く っ て い る の だ ろ う な と は 思 う ん で

す 。  

 そ れ ぞ れ の よ さ を 考 え な が ら も 、 Ｂ ５ 判 に し て い る 日 本 文 教

さ ん 、 光 村 さ ん 、 教 育 出 版 さ ん 、 日 本 教 科 書 さ ん は 、 Ｂ ５ の 中

で も い ろ ん な 工 夫 を さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。 Ａ Ｂ 判 と か Ａ

４ 判 と い う の は 、 も う あ る 程 度 こ れ か ら 主 流 に な っ て い く の か

な と 考 え る と 、 学 校 の 環 境 の ほ う も あ わ せ て 考 え て い く と 相 乗

的 に 効 果 が 出 て く る の か な と 感 じ る よ う な 状 況 な の で 、 一 概 に

こ の 判 の 大 き さ だ け で は ち ょ っ と 言 い 切 れ な い な と い う こ と を

感 じ て い ま す 。  

 



委 員 長   判 の 大 き さ に つ い て は 各 者 そ れ ぞ れ の 大 き さ で そ れ ぞ れ 工 夫

を な さ っ て い る と い う ご 意 見 を い た だ き ま し た 。 あ り が と う ご

ざ い ま す 。 ほ か に こ の 観 点 に つ い て い か が で し ょ う か 。 保 護 者

委 員 の 皆 さ ん 、 い か が で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 ２ 番 目 の 観 点 は こ れ で 終 了 さ せ て い た だ い て 、 ３

番 目 の 観 点 で す 。「 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」

と い う 観 点 で 審 議 を 進 め て い き た い と 思 い ま す 。 こ の 観 点 で ご

意 見 の あ る 委 員 の 方 は い ら っ し ゃ い ま す か 。 黒 木 委 員 、 お 願 い

し ま す 。  

 

黒 木 委 員   本 市 で 力 を 入 れ て い る 安 全 防 災 教 育 と い う 観 点 か ら 教 科 書 を

見 て み ま し た 。  

 東 京 書 籍 、 学 校 図 書 は 、 東 日 本 大 震 災 を 例 に 、 非 常 時 に お け

る と っ さ の 判 断 、 主 体 的 な 行 動 に 関 す る 教 材 が あ り 、 特 に 海 岸

に 面 し て い る 本 市 の 地 形 的 特 徴 を 考 え る と 、 防 災 教 育 と い う 点

か ら も 参 考 に な る と 思 い ま し た 。  

 教 育 出 版 に は 、 実 際 に 地 震 や 水 害 等 の 被 害 に 遭 っ た 人 々 へ 問

い か け る と い う 教 材 が あ り ま し て 、 被 災 経 験 を 生 か し て 、 日 ご

ろ の 注 意 や 事 前 の 準 備 の 大 切 さ に 気 付 か せ る こ と が で き ま す 。  

 日 本 文 教 に は 、 震 災 後 の 支 援 に つ い て の 内 容 で す け れ ど も

「「 稲 む ら の 火 」余 話 」を 使 っ て 、大 津 波 へ の 対 応 や 被 災 し た 人

た ち に 対 す る 生 活 再 建 へ の 支 援 と い う 観 点 か ら の 教 材 が あ り 、

あ か つ き に も 、 東 日 本 大 震 災 の 被 災 地 で 中 学 生 が 津 波 到 達 地 点

を 示 す 石 碑 を つ く る た め に 資 金 集 め を し た と い う よ う な 教 材 が

あ り ま し た 。 郷 土 を 愛 す る 態 度 を 育 て る と い う 視 点 だ け で は な

く 、 こ れ も 海 岸 に 面 し て い る 本 市 に お い て は 、 地 震 、 津 波 に 対

し て 当 事 者 意 識 を 持 っ て 考 え る と い う き っ か け を 与 え て く れ る



と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で す か 。 金 子 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

金 子 委 員   本 市 の 実 態 や 地 域 と の 特 性 の 関 連 と い う こ と で 、 ２ ０ ２ ０ 年

に 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク が 開 か れ る 観 点 で 見 て み

て 、 ま と め て み た い と 思 っ て い ま す 。  

 本 市 が セ ー リ ン グ 会 場 に な る と い う こ と で 、 そ の 関 連 の 内 容

を 見 て み ま す と 、 全 て の 教 科 書 と も 、 こ の 関 連 に つ い て は 網 羅

し て い る と い う こ と が 確 認 で き ま し た 。 特 に 数 が 多 か っ た の が

学 校 図 書 、 学 研 、 日 本 教 科 書 、 日 本 文 教 の 量 が 非 常 に 豊 富 で 、

内 容 と し て は 、 開 催 の 意 義 を 初 め と し て 、 目 標 の 設 定 、 努 力 、

友 情 、 障 害 と 向 き 合 う 生 き 方 等 々 を 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。  

 特 に 、 学 校 図 書 の 「 私 は 、『 お も て な し 親 善 大 使 』」 と い う 題

材 が あ り ま し て 、ま た 、「 僕 に と っ て の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 」と い

う 教 材 に つ い て は 、 他 国 に 関 す る 尊 重 、 世 界 の 人 々 と の 交 流 な

ど 、国 際 理 解 に つ な が る 内 容 と し て 非 常 に 適 切 だ と 思 い ま し た 。 

 ま た 、 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、 大 学 時 代 、 本 市 の キ ャ ン パ ス

で 学 ん だ リ オ で の 男 子 ４ ０ ０ メ ー ト ル リ レ ー の 山 縣 亮 太 さ ん に

関 す る 内 容 が あ っ て 、 本 市 の ゆ か り の 人 物 と い う 点 で 挙 げ ら れ

る か な と 思 っ て い ま す 。  

 教 育 出 版 と 光 村 で す け れ ど も 、 扱 い の 数 は そ ん な に こ の 関 連

に つ い て は 多 く は な い ん で す け れ ど も 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク に 関 連

す る 、 あ と リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ に も 関 連 す る ん で す が 、 パ ラ カ ヌ

ー に 関 す る 教 材 の 配 置 が さ れ て い ま し た し 、 光 村 に つ い て は 、

困 難 や 失 敗 を 乗 り 越 え る と い う 視 点 で の 教 材 が 、 各 学 年 非 常 に

バ ラ ン ス よ く 配 置 さ れ て い て 、 い い か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 田 中 委 員 、 お 願 い し ま す 。  



 

田 中 委 員   本 校 に は 、 今 年 度 新 し く 国 際 教 室 が 開 設 さ れ ま し た 。 本 市 に

は 外 国 籍 の 児 童 生 徒 が 大 変 多 い と い う 実 態 か ら 、 国 際 理 解 の 視

点 で 拝 見 さ せ て い た だ き ま し た 。 教 育 出 版 の 「 シ ョ ー ト パ ン ツ

初 体 験 inア メ リ カ 」、学 研 の「 ソ ム チ ャ イ 君 の 笑 顔 」は 、外 国 人

と の 交 流 を 通 し て 差 別 や 偏 見 を な く す こ と に 関 す る 内 容 に な っ

て い ま す 。 日 本 教 科 書 に も 国 籍 の 違 い を 乗 り 越 え て 世 界 か ら 認

め ら れ る 実 績 を 残 し た と い う 教 材 、「 仕 事 と 心 」が 掲 載 さ れ て い

ま す 。 こ れ ら の 教 材 は 、 外 国 籍 の 生 徒 の 割 合 が 多 い 本 市 の 実 態

を 考 え る と 、 国 際 理 解 に か か わ る 視 点 の 獲 得 に つ な が る も の と

考 え ら れ る か な と 思 っ て い ま す 。  

 

委 員 長   今 、 国 際 理 解 と い う 観 点 で お 話 を い た だ き ま し た が 、 高 橋 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

高 橋 委 員   今 お 話 し さ れ た 観 点 と 、 あ と 藤 沢 に 住 ん で い た ゆ か り の 人 物

と い う 点 で 、 杉 原 千 畝 の 命 の ビ ザ の 発 給 に つ い て の 教 材 は 、 ぜ

ひ 扱 い た い な と 考 え ま す 。 彼 の 国 境 を 越 え た 平 和 貢 献 の 活 動 に

思 い を は せ る と い う こ と は 、 外 国 籍 児 童 生 徒 の 割 合 が 多 い 本 市

に お い て は 、 共 生 と い う 観 点 か ら と て も 重 要 な の で は な い か な

と い う こ と で 、 東 京 書 籍 、 学 校 図 書 、 教 育 出 版 、 日 本 文 教 、 学

研 、 日 本 教 科 書 、 そ う い う 各 者 で 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で す か 。 黒 木 委 員 。  

 

黒 木 委 員   今 、 本 市 ゆ か り の 人 物 と い う こ と で 、 先 ほ ど か ら 幾 つ か お 話

が 出 て い ま す け れ ど も 、 私 は 本 市 ゆ か り の 地 名 と い う 観 点 で 見

て み ま し た 。  

 と こ ろ が 、 こ れ は な か な か 見 つ か ら な い と い う の が 正 直 な と

こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の よ う な 中 で 、 学 校 図 書 と 日 本 文 教 の 両



方 に 「 ワ ン ス ・ ア ポ ン ・ ア ・ タ イ ム ・ イ ン ・ ジ ャ パ ン 」 と い う

中 に 本 市 に か か わ る 内 容 と し て 、 こ れ は 市 の 調 査 資 料 の 中 に も

ご ざ い ま す が 、 江 の 島 動 物 学 研 究 所 で 腕 足 類 の シ ャ ミ セ ン ガ イ

の 研 究 を 行 っ た モ ー ス に 関 す る 教 材 が あ り ま す 。日 本 文 教 に は 、

さ ら に 本 市 の 野 外 体 験 教 室 の 施 設 が あ る 八 ヶ 岳 に つ い て の 内 容

も 入 っ て い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で す か 。 加 納 委 員 。  

 

加 納 委 員   私 は 、 光 村 さ ん の ３ 年 の 教 材 に 載 っ て い る 「 希 望 の 義 足 」 と

い う 教 材 で す け れ ど も 、 実 際 に 活 動 さ れ て い る ル ダ シ ン グ ワ 真

美 さ ん 、 そ れ か ら ガ テ ラ ・ ル ダ シ ン グ ワ ・ エ マ ニ ュ エ ル さ ん 、

旦 那 さ ん で す け れ ど も 、 実 際 に こ の 方 た ち に 来 て い た だ い て 、

本 市 で も 何 校 か 講 演 を し て い た だ い て い ま す 。  

 本 校 で も こ の ２ 月 で す か 、 全 校 生 徒 に ２ 人 の お 話 を 聞 か せ て

も ら い ま し た 。 ル ワ ン ダ の 大 虐 殺 の 歴 史 で あ る と か 、 義 足 の 製

作 活 動 の 様 子 、 利 用 者 の 様 子 、 そ れ か ら 今 抱 え て い る 問 題 点 や

協 力 を 必 要 と し て い る 事 柄 と い う ふ う な こ と で 、 ２ 時 間 ほ ど の

お 話 だ っ た ん で す け れ ど も 、 そ れ を こ の 「 希 望 の 義 足 」 と い う

教 材 の 中 で コ ン パ ク ト に 扱 っ て い る と い う 部 分 で 、 多 文 化 共 生

で あ る と か 、 国 際 理 解 と い う 部 分 に つ な が る 、 そ う い う 観 点 で

は 、 ぜ ひ 子 ど も た ち に 教 材 と し て 扱 い な が ら 考 え て い っ て も ら

い た い よ う な 教 材 だ な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に こ の 観 点 に つ い て 、 い か が で

す か 。 市 村 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

市 村 委 員   本 市 の 生 徒 に 限 ら ず と い っ た と こ ろ に な る か と 思 う ん で す

が 、 や は り 中 学 生 で も ス マ ホ を 持 っ て Ｓ Ｎ Ｓ を や っ て と い う こ

と で 、 情 報 モ ラ ル の 部 分 が ど れ だ け 載 っ て い る か と い っ た 観 点



で 見 せ て い た だ き ま し た 。 全 て の 教 科 書 で 情 報 モ ラ ル に つ い て

取 り 上 げ ら れ て い て 、教 科 書 に よ っ て は 、例 え ば ４ コ マ 漫 画 で 、

中 学 生 に 起 こ り 得 る よ う な 身 近 な 問 題 を テ ー マ に 取 り 上 げ ら れ

て い た り し て 、 子 ど も た ち に と っ て も 状 況 が わ か り や す い の か

な と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や Ｓ Ｎ Ｓ の 問 題 ば か り を 取 り 上 げ る の

で は な く て 、 例 え ば 学 研 に 載 っ て い た 被 災 地 支 援 で Ｓ Ｎ Ｓ が 威

力 を 発 揮 し た と い う こ と な ど 、 使 い 方 次 第 で と て も よ い 活 用 も

で き る と い う こ と も 、 子 ど も た ち に 教 え て あ げ る 。 使 い 方 次 第

な ん だ よ と い う と こ ろ は 学 ん で ほ し い か な と 思 い ま し た の で 、

よ い と 思 い ま し た 。  

 中 学 生 、 高 校 生 の 中 で Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ の 既 読 無 視 が い じ め の 原 因 に

な る と い う 問 題 が 取 り 上 げ ら れ て い る と 思 う の で す が 、も と は 、

２ ０ １ １ 年 ３ 月 に た ま た ま プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 で 日 本 に 来 て い

た 韓 国 の Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ の 会 社 が 震 災 を 目 の 当 た り に し た と き に 、 家

族 、 も し く は 大 切 な 人 の 安 否 確 認 が で き 、 人 々 が 安 心 で き る よ

う に と い っ て 、 た っ た 数 ヶ 月 で 既 読 と い う 機 能 を 足 し て ス タ ー

ト さ せ た と 聞 い た こ と が あ り ま す 。  

 制 作 者 や 、 そ う い っ た ア プ リ な ど を 提 供 す る 側 が 意 図 し な い

方 向 に 使 わ れ て い っ て し ま う と い う こ と は 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に 限 ら ず

多 々 あ る か と 思 う の で す が 、 大 人 も 子 ど も も 、 使 う 側 が ち ゃ ん

と そ の モ ラ ル を 学 べ ば 、 よ り よ い 活 用 が で き る ん だ と い う こ と

を 、 息 子 を 含 め 、 子 ど も た ち に 学 ん で ほ し い と 思 っ て い ま す 。

そ う い っ た 点 で 、 や は り 問 題 ば か り を 取 り 上 げ る の で は な く 、

い い 部 分 と い う の も 勉 強 し て ほ し い な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 



委 員 長   そ れ で は 、 こ れ ま で ３ 観 点 に つ い て 意 見 を い た だ き ま し た け

れ ど も 、 全 体 を 通 し て 何 か つ け 加 え と か ご 意 見 等 ご ざ い ま す で

し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   貴 重 な ご 意 見 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 、 議 題 １

「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 書 用 図

書 に つ い て の 審 議 は こ こ ま で と い た し ま す 。  

 こ こ で １ ０ 分 間 の 休 憩 を と り た い と 思 い ま す の で 、 前 の 時 計

に 従 っ て １ ０ 時 ５ ０ 分 再 開 と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   こ こ ま で の 審 議 を あ り が と う ご ざ い ま す 。休 憩 と い た し ま す 。 

 

午 前 １ ０ 時 ４ ０ 分 休 憩  

午 前 １ ０ 時 ５ ０ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 審 議 を 再 開 さ せ て い た だ き ま す 。  

 次 に 、 議 題 ２ 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若

し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 を し

て ま い り ま す 。  

 審 議 の 前 に 、 資 料 等 に つ い て 事 務 局 の 説 明 を お 願 い い た し ま

す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 資 料 を 説 明 さ せ て い た だ く 前 に 、 第 １ 回 審 議 委 員

会 か ら 本 日 ま で の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究

の 流 れ に つ い て 、 ま ず ご 説 明 い た し ま す 。  

 今 回 ご 審 議 い た だ く 教 科 用 図 書 は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 に



規 定 さ れ た 教 科 用 図 書 で ご ざ い ま す 。 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教

科 書 に つ い て は 、 児 童 生 徒 の 実 態 に 合 っ た 一 般 図 書 を 充 て て も

よ い と さ れ て い る も の で ご ざ い ま す 。 現 在 、 全 国 の 義 務 教 育 諸

学 校 で 教 科 書 と し て 使 用 し て お り ま す 一 般 図 書 の う ち 、 比 較 的

採 択 数 が 多 く 、 か つ 発 行 者 が 平 成 ３ １ 年 度 に お い て も 引 き 続 き

当 該 図 書 の 発 行 、 供 給 を 予 定 し て い る も の を 文 部 科 学 省 初 等 中

等 教 育 局 教 科 書 課 が 「 平 成 ３ １ 年 度 用 一 般 図 書 一 覧 」 と し て ま

と め ま し た 。 こ の 一 般 図 書 一 覧 を 第 １ 回 審 議 委 員 会 の 際 に 皆 様

に 配 付 し て ご ざ い ま す 。  

 こ の 一 覧 に 載 っ て い る 図 書 を 展 示 し た 教 科 用 図 書 研 究 会 が ５

月 ８ 日 か ら １ ４ 日 ま で 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 善 行 庁 舎 で 開 催

さ れ ま し た 。 こ の 研 究 会 に お き ま し て 、 白 浜 養 護 学 校 と 市 内 小

中 学 校 特 別 支 援 学 級 の 教 員 が 、 実 際 に 展 示 さ れ て い る 図 書 を 見

な が ら 、 在 籍 す る 児 童 生 徒 の 実 態 や 次 年 度 入 学 す る 児 童 生 徒 を

想 定 し て 調 査 研 究 を 行 い 、 そ の 結 果 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 に 適 す

る と 思 わ れ る 一 般 図 書 に つ い て の 報 告 と し て 教 科 用 図 書 調 査

書 が 提 出 さ れ て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 説 明 を い た し ま す 。 ま ず 、 サ イ ド テ ー ブ ル

を ご 覧 く だ さ い 。 そ ち ら に は 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校

及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 、 そ れ と 特 別 支 援 教 育 関

係 教 科 用 図 書 見 本 の 一 部 が 展 示 し て ご ざ い ま す 。 平 成 ３ １ 年 度

使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 は 、 特

別 支 援 学 級 設 置 学 校 長 及 び 特 別 支 援 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 調 査

研 究 さ せ た も の を 簿 冊 と し た も の で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中

学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 で ご ざ い ま

す 。 こ れ は 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く

は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 を も と に 事 務 局

で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  

 こ ち ら の １ ペ ー ジ を お 開 き い た だ き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の と こ



ろ を ご 覧 く だ さ い 。 こ の 一 覧 表 は 、 附 則 第 ９ 条 に よ る 図 書 を ４

つ に 分 け て 表 記 し て ご ざ い ま す 。 ま ず １ つ 目 は 、「 新 」 の 文 字

を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 今 回 調 査 研 究 を し た 結 果 、 新 た に 教

科 書 と し て ふ さ わ し い と し て 提 出 さ れ た 新 規 図 書 で ご ざ い ま

す 。 ２ つ 目 は 、 □ の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 昨 年 度 採 択

さ れ た 図 書 で 、 本 年 度 の 調 査 研 究 の 結 果 、 複 数 の 種 目 に お い て

教 科 書 と し て ふ さ わ し い も の と さ れ た 図 書 で ご ざ い ま す 。 ３ つ

目 は 、 ● の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採 択 さ れ ま

し た が 、 今 年 度 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ た 図 書 で ご ざ い

ま す 。 最 後 に ４ つ 目 が 無 印 の も の で ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 昨 年

度 採 択 さ れ 、 本 年 度 も 教 科 書 と し て ふ さ わ し い も の と 調 査 さ れ

た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 な お 、 １ ８ ペ ー ジ か ら ２ ５ ペ ー ジ に 、 新 規 図 書 と 複 数 種 目 で

希 望 の あ っ た 図 書 等 を 一 覧 表 に し て 、 資 料 １ と し て お 示 し い た

し ま し た 。 こ の 資 料 に は 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 特 性 や 発 達 段 階

を 踏 ま え た 上 で 、 各 学 校 が 一 人 一 人 に 適 し た 教 科 用 図 書 と し て

選 定 し た 理 由 を 記 載 し て ご ざ い ま す の で 、 参 考 に な さ っ て く だ

さ い 。  

 続 き ま し て 、 １ ６ ペ ー ジ を ご ら ん く だ さ い 。 一 覧 表 の 最 後 、

No.１ ０ 、 道 徳 の 欄 の 下 の と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 今 お 話 を い

た し ま し た 一 般 図 書 の ほ か に 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科

用 図 書 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 、 特 別 支 援 学 校

小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 用 図 書 が ご ざ い ま す 。  

 な お 、 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 用 図 書

に つ き ま し て は 、 資 料 ２ と し て ２ ６ ペ ー ジ 、 ２ ７ ペ ー ジ に お 示

し さ せ て い た だ き ま し た 。 こ れ は 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 で 資 料 と

し て 「 特 別 支 援 学 校 用 （ 小 ・ 中 学 部 ） 教 科 書 目 録 （ 平 成 ３ １ 年

度 使 用 ）」 を お 渡 し い た し ま し た が 、 こ の 中 で 「 知 的 障 害 者 用 」

と し て 挙 げ ら れ て い る 図 書 で ご ざ い ま す 。 こ の 本 は い わ ゆ る 星

本 と 呼 ば れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  



 そ れ か ら 、 一 般 図 書 を 採 択 希 望 す る 場 合 の 留 意 事 項 に つ き ま

し て 、 ２ ８ ペ ー ジ に 資 料 ３ と し て 記 載 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で 資 料 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 た だ い ま 資 料 に つ い て 説 明 が あ り

ま し た 。  

 な お 、 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中

学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 に つ き ま し て は 、 個 人

情 報 等 の 問 題 が ご ざ い ま す の で 非 公 開 と し た い と 思 い ま す け れ

ど も 、 い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ 以 外 に 資 料 等 に つ い て 何 か ご 質 問 が あ る 方 は い ら っ し ゃ

る で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 審 議 に 入 ら せ て い た だ き ま す 。  

 新 規 の 図 書 に つ い て は 、 本 審 議 委 員 会 が 初 め て 審 議 す る 場 に

な り ま す の で 、 慎 重 な 審 議 を 行 っ て い き た い と 考 え ま す 。 ど う

ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、こ れ か ら 審 議 し て ま い り た い と 思 い ま す け れ ど も 、

審 議 の 進 行 に つ い て 何 か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し ゃ い ま す

か 。 高 橋 委 員 。  

 

高 橋 委 員   例 年 の こ と な の で す が 、 各 学 校 か ら 子 ど も た ち の 障 が い の 特

性 と か 発 達 段 階 に 応 じ た と い う こ と で 使 用 で き る 一 般 図 書 が 出

さ れ て き て い ま す 。 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 子



ど も た ち に と っ て ふ さ わ し い 教 科 書 と し て 、 一 般 図 書 を 幅 広 く

用 意 し て お く こ と が 大 切 だ と 考 え て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は い か が で す か 。  

 

田 中 委 員   私 も 同 じ 考 え で す 。特 別 支 援 学 校 、特 別 支 援 学 級 の 先 生 方 は 、

児 童 生 徒 の 実 態 を 把 握 し て 、 教 科 書 と し て 使 用 さ せ た い と い う

ふ う に し て 選 ん で い ま す 。 で す か ら 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ た 一

般 図 書 は 引 き 続 き 採 択 し 、 今 年 度 新 た に 選 ば れ て い る 一 般 図 書

に つ い て 審 議 す る 方 向 が よ い の で は な い か と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に 。 橘 田 委 員 。  

 

橘 田 委 員   私 も 同 じ 意 見 で す 。 子 ど も の 実 態 に 応 じ て 、 ま た 、 発 達 段 階

に 応 じ て 、 幅 広 く 一 般 図 書 を 用 意 す る と い う こ と は 必 要 だ と 思

い ま す 。 そ の 意 味 で 、 複 数 の 教 科 で 使 用 し た と い う こ と は あ り

得 る こ と だ と 考 え ま す 。 今 ま で 複 数 の 種 目 で 申 請 の あ る □ の 印

の 本 を そ の ま ま 使 用 で き る よ う に し 、 さ ら に 、 今 年 度 新 た に 複

数 の 種 目 で 使 用 希 望 の 出 て い る 図 書 に つ い て 審 議 し て い く ほ う

が よ い と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 は い か が で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま の ご 意 見 を 受 け ま し て 、 各 学 校 か ら の 希

望 が 出 て い る も の に つ い て 教 科 書 と し て 使 用 で き る 方 向 で 考 え

て い く こ と 。 こ れ か ら の 審 議 の 進 行 に つ い て は 、 新 規 の 図 書 と

複 数 の 種 目 で 希 望 が 上 が っ て い る 図 書 に つ い て 審 議 を し て い く

と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  



 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 そ の よ う に さ せ て い た だ き ま

す 。調 査 書 ま と め の 印 で 言 い ま す と 、「 新 」と 書 か れ た 新 規 図 書 、

□ の 印 が つ い て い る 複 数 の 種 目 で 希 望 が あ が っ た 図 書 に つ い て

ご 意 見 を 伺 っ て い き た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま

す 。  

 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図 書 に つ い て で す け れ ど

も 、 No.１ の 国 語 ・ 書 写 か ら No.１ ０ の 道 徳 ま で の 種 目 が 入 っ て

お り ま す の で 、 順 番 に 進 め て い き た い と 思 い ま す 。  

 そ れ で は 、ま ず No.１ の 国 語・書 写 の 図 書 で す け れ ど も 、１ ４

冊 申 請 が 上 が っ て お り ま す 。 こ の 中 に は ほ か の 種 目 で も 希 望 が

あ り ま す の で 、 そ こ も 含 め て 国 語 ・ 書 写 に 関 連 す る も の か ら ご

意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 そ れ

で は 、 ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。 松 原 委 員 。  

 

松 原 委 員   ま ず 、 私 か ら １ 番 の く も ん 出 版 「 ひ ら が な お け い こ 」 と ２ 番

の く も ん 出 版 の 「 カ タ カ ナ お け い こ 」 に つ い て お 話 を さ せ て い

た だ き た い と 思 い ま す 。  

 平 仮 名 版 、 片 仮 名 版 と も に ド リ ル 形 式 で １ 枚 単 位 で 学 習 が で

き る よ う に な っ て い ま す 。 １ 枚 の 分 量 も 多 く な く 、 飽 き ず に 取

り 組 む こ と が で き る の か な と 思 っ て い ま す 。 １ 文 字 ず つ 繰 り 返

し て 書 い た 後 に 、 絵 に 描 か れ て い る 単 語 を ま た 書 い て い く こ と

で 、 子 ど も た ち の 書 く 力 の 定 着 を 図 る こ と が で き る の か な と 思

い ま す し 、 さ ま ざ ま な 単 語 に 触 れ る こ と が で き る の で 、 言 葉 を

増 や し て い く と い う こ と に も つ な が る の か な と 思 い ま し た 。  

 ま た 、「 で き た ね ！ シ ー ル 」 と い う も の が 巻 末 に つ い て い て 、

表 彰 状 な ん か も つ い て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 子 ど も た ち

に と っ て 非 常 に 励 み に な っ た り や る 気 を 引 出 す こ と に も つ な が



る の か な と 思 い ま す 。  

 身 近 な 言 葉 を 通 し て 平 仮 名 、 片 仮 名 の 読 み 書 き を 定 着 さ せ る

こ と が で き る 、 ま た 、 長 時 間 の 集 中 が 難 し い 子 ど も さ ん に も 、

書 く こ と が 苦 手 な お 子 さ ん に も 、 有 効 な ド リ ル で は な い か な と

思 い ま し た 。  

 

委 員 長   １ 番「 ひ ら が な お け い こ 」、２ 番「 カ タ カ ナ お け い こ 」に つ い

て ご 意 見 を い た だ き ま し た 。 こ の 図 書 に つ い て 、 ほ か に ご 意 見

は よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 そ の ほ か の 部 分 は い か が で し ょ う か 。 じ ゃ 、 畠 山

委 員 。  

 

畠 山 委 員   で は 、国 語 と い う こ と で 、講 談 社 さ ん の「 す て き な ひ ら が な 」

と い う 絵 本 に な り ま す け れ ど も 、 こ ち ら に つ い て お 話 し さ せ て

い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 開 く と 、 見 開 き の ペ ー ジ の 左 側 に 大 き く 平 仮 名 が 書 か

れ て い る ん で す 。「 あ 」と か「 い 」と か と い う ふ う に な っ て い る

ん で す け れ ど も 、こ の 文 字 が 、は ね と か 、と め と か 、払 い と か 、

そ う い っ た と こ ろ が 整 理 し て あ り ま し て 、 大 変 す っ き り と し て

い て 、 覚 え や す い 、 見 や す い と 感 じ ま し た 。 し か も 、 そ の 文 字

が と て も 温 か い 感 じ で 、 ゆ っ た り と し た 印 象 が あ り ま し た 。  

 そ れ か ら 、 平 仮 名 の 書 き 順 も 示 さ れ て い ま し た の で 、 よ く 小

学 生 で も 「 と 」 と か 「 も 」 と か 、 平 仮 名 で も 書 き 順 が 違 っ て い

た り す る ん で す け れ ど も 、 そ う い っ た も の の 修 正 が き き や す い

か な と 思 い ま し た 。  

 本 の 右 側 に は 五 味 太 郎 さ ん の イ ラ ス ト が 描 か れ て い る ん で す

け れ ど も 、 大 変 ほ の ぼ の と し て 優 し い 雰 囲 気 を 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、 こ の 本 の も う １ つ す ぐ れ た 点 は 、 ロ ー マ 字 の 表 記

と か 英 単 語 も 掲 載 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 紙 面 が ご ち ゃ ご

ち ゃ し た 感 じ が な く て 、 ま と め ら れ て い て 、 い い か な と 思 い ま



し た 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト が 苦 手 な 子 も 気 に な ら な い 、 そ ん な よ う

な 仕 上 げ か な と 思 い ま し た 。 楽 し み な が ら 文 字 を 覚 え ら れ 、 ロ

ー マ 字 や 英 単 語 に つ な が る の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら も う １ つ 、「 中 高 生 の た め の 国 語 」を 見 せ て い た だ き

ま し た 。 こ ち ら も ち ょ っ と 難 し い か な と い う よ う な と こ ろ な ん

で す け れ ど も 、 お 子 さ ん に よ っ て は 適 切 に 使 え る か な と 思 い ま

す 。 本 当 に そ の 子 が 生 き て い く 上 で 必 要 な 日 本 語 の 知 識 が 凝 縮

さ れ た 感 じ で 、 漢 字 と か 、 意 味 と か 、 文 法 と か 、 効 率 的 に 学 ぶ

こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 例 え ば 接 続 語 の 問 題 だ っ た り す る と 、 結 構 長 文 の 中 で 意 味 を

考 え な が ら 言 葉 を 入 れ て い く と い う よ う な 構 成 に な っ て き て 、

内 容 的 に は ち ょ っ と 高 い の か な と 思 っ た ん で す け れ ど も 、 本 当

に こ れ か ら 生 き て い く 上 で 常 識 と 言 わ れ る よ う な 内 容 が 多 い の

で 、 卒 業 し て す ぐ に 就 職 し た り と か 、 そ う い っ た お 子 さ ん も い

ら っ し ゃ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 役 に 立 つ ん じ ゃ な い か な と

思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 言 い 直 す 問 題 な ど も あ り ま し て 、 や り た い と き の

言 い 方 、 や り た く な い と き の 言 い 方 と い う よ う な 勉 強 が で き る

の で 、 学 校 と か 職 場 で 自 分 の 意 思 を あ ら わ す 、 伝 え る と い う と

き に 、 本 当 に 効 果 的 に 学 べ る と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 こ の 本 は 、 コ ピ ー 等 も し な が ら 繰 り 返 し で き る の

で 、 覚 え る こ と が 苦 手 な お 子 さ ん に も い い か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   た だ い ま 、 ８ 番 と １ ０ 番 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を い た だ き ま

し た 。 こ の 図 書 に つ い て は い か が で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 で は 、 ほ か に い か が で す か 。 市 村 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

市 村 委 員   ６ 番 と ７ 番 の 「 ア ル フ ァ ベ ッ ト お け い こ 」、「 は じ め て の ア ル

フ ァ ベ ッ ト 」 に つ い て で す が 、 ま ず は 線 を 引 く と い う と こ ろ か

ら 始 め て い て 、 そ の 後 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ か ら で は な く て 、 書 き や す



い 順 で ド リ ル に 取 り 組 め る よ う に な っ て い た の で 、 取 り 組 み や

す い の か な と 感 じ ま し た 。  

 く も ん 出 版 の も の 全 て に 言 え る の で す が 、 も し こ れ ら の 教 材

を お う ち で 保 護 者 と 一 緒 に 取 り 組 む と い う と き に 、「 お う ち の か

た へ 」 と い う 、 ち ょ っ と 一 言 二 言 書 い て あ る も の が 各 ド リ ル に

つ い て お り ま し て 、 例 え ば 、 お 子 さ ん に こ う い う ふ う に 取 り 組

ま せ る と い い で す よ と か 、 こ れ が で き た ら 褒 め て あ げ て く だ さ

い ね み た い な 、 そ う い う 一 文 が 入 っ て い ま す 。 な か な か 親 と し

て も 、 で き た ら 褒 め て あ げ よ う と い う ふ う に 考 え て は い る ん で

す が 、 つ い や ら せ る ば か り で 忘 れ が ち に な っ て い る こ と も 、 ち

ょ っ と 書 い て あ る こ と で 、 こ れ が で き た ら 褒 め て あ げ よ う と い

う ふ う に 考 え ら れ る の で は な い か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 今 、 ６ 番 、 ７ 番 に つ い て ご 意 見 を い

た だ き ま し た 。 こ の 図 書 に つ い て 、 い か が で す か 。 松 原 委 員 。  

 

松 原 委 員   私 も 今 の ６ 番 、７ 番 の ２ 冊 を 見 せ て も ら っ た ん で す け れ ど も 、

や は り 線 を 結 ん で い く 作 業 に よ っ て １ 枚 の 絵 を 描 き 上 げ る と い

う よ う な と こ ろ で 、 お 絵 か き も 兼 ね て 学 習 を 楽 し み な が ら 進 め

る こ と が で き る の か な と 思 い ま し た 。  

 特 に ７ 番 の 「 は じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」 に つ い て は 、 斜 め

線 で す と か 折 り 返 し 線 、 線 を 引 く 練 習 を し て か ら Ｘ で す と か Ｖ

の ア ル フ ァ ベ ッ ト に つ な げ た り と い う こ と で 、 段 階 的 に 運 筆 の

仕 方 を 身 に 付 け て い く 、 そ う い う つ く り に な っ て い て 、 ア ル フ

ァ ベ ッ ト の 大 文 字 を 練 習 す る 入 門 期 に あ る 児 童 に つ い て は 、 と

て も 有 効 な の か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 畠 山 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

畠 山 委 員   入 門 期 と い う こ と で 、 私 も １ １ 番 の 「 デ コ ボ コ え ほ ん く ね く



ね ！ 」 と い う も の な ん で す け れ ど も 、 文 字 を 覚 え た り 書 い た り

す る と い う の は 、視 覚 か ら と い う の も の や 、手 と か 何 か の 動 き 、

そ う い っ た 能 力 が 必 要 に な っ て く る と 思 う ん で す 。 そ の 点 で 、

こ の 本 は 紙 面 に く ぼ み が で き て い て 、 そ れ を な ぞ る と こ ろ が い

い な と 思 い ま し た 。 直 線 が あ っ た り 曲 線 が あ っ た り 、 ゆ っ く り

と し っ か り な ぞ る こ と が で き ま し て 、 文 字 の 基 本 練 習 に 有 効 だ

と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 見 開 き で 左 右 の ペ ー ジ が 対 象 に な っ て い る ん で す

け れ ど も 、 右 手 と 左 手 を 同 方 向 に 動 か し た り と か 、 あ る い は 逆

方 向 に 動 か し た り と か 、 い ろ ん な ス テ ッ プ ア ッ プ を し な が ら 指

の 運 動 を す る こ と が で き る か な と 思 い ま し た 。  

 視 覚 に 障 が い の あ る お 子 さ ん に つ い て も 、 な ぞ れ る の で 、 こ

の 紙 面 の く ぼ み は 有 効 か な と 思 い ま し た 。  

 ９ 番 の 「 か お か お ど ん な か お 」 と い う も の も 見 せ て い た だ い

た ん で す が 、 こ ち ら も 入 門 期 の お 子 さ ん に は 、 き れ い な 色 合 い

の 中 な ん で す け れ ど も 、 は っ き り し た 形 と か 文 字 が 捉 え や す い

と 感 じ ま し た 。 顔 の 表 情 が 大 変 豊 か で 楽 し い ん で す け れ ど も 、

表 情 と 感 情 の 関 係 の 理 解 や 、 表 情 で 感 情 を 読 む と い う こ と が 大

変 苦 手 な お 子 さ ん に と っ て も 、 平 仮 名 の 文 字 と 顔 を 視 写 す る こ

と も で き て 、 大 変 楽 し く い ろ ん な こ と を 学 べ る の で は な い か な

と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   １ １ 番 、 ９ 番 に つ い て ご 意 見 を い た だ き ま し た が 、 こ の 図 書

に つ い て は ほ か に よ ろ し い で す か 。  

 そ う し ま す と 、 残 っ て い る ３ 、 ４ 、 ５ に つ い て 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、 ３ 、 ４ 、 ５ の 「 小 学 ド リ ル 国 語 」 の １ 年 生 、 ２ 年 生 、

４ 年 生 に つ い て 見 せ て い た だ き ま し た 。 ド リ ル な の で 、 そ れ ぞ

れ の 子 ど も の 発 達 に 応 じ て と い う と こ ろ で は 、 ど れ を 使 お う か

な と 選 び や す い と い う こ と と 、 読 解 と い う と こ ろ で は 、 文 章 を



読 ん で い く の に 小 さ な ス テ ッ プ で ド リ ル で 学 習 し て い く と い う

と こ ろ で 文 章 が 優 し い 。 そ れ か ら 、 本 当 に や さ し い 日 本 語 を 上

手 に 活 用 し て い る 。 平 易 な 言 葉 を 段 階 に 応 じ て 、 そ の １ 冊 の 中

で も 少 し ず つ ス テ ッ プ ア ッ プ し て い る 様 子 が あ っ て 、 と て も い

い と 思 い ま し た 。  

 特 別 な 教 育 課 程 を 組 む と い う 意 味 で は 、 実 は 外 国 籍 の 子 た ち

も 個 別 に 取 り 出 し を し て い る と 、 日 本 語 が 一 番 大 変 な ん で す 。

そ の 場 合 に も 、 こ の １ 年 生 の は 、 こ こ を 使 え る な と い う の を 感

じ る よ う な 内 容 が 入 っ て い る の で 、 い ろ ん な 発 達 の 段 階 に 応 じ

て と い う と こ ろ で は 、 大 変 選 び や す い 教 材 じ ゃ な い か な と 感 じ

ま し た 。  

 

委 員 長   た だ い ま ド リ ル 関 係 の こ と に つ い て ご 発 言 い た だ き ま し た け

れ ど も 、 こ れ に つ い て い か が で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ う し ま し た ら 、 残 り の 複 数 の 種 目 か ら 出 て い る も の に つ い

て 、 小 池 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 委 員   １ ３ 番 の 「 い ろ い ろ い ろ の ほ ん 」 を ち ょ っ と 注 目 し た ん で す

け れ ど も 、 こ れ は 複 数 採 択 さ れ て い る 種 目 で 、 ど ち ら か と い う

と 美 術 、 図 工 の ほ う に 偏 る か な と は 思 う ん で す が 、 谷 川 俊 太 郎

さ ん の 楽 し く 簡 単 な 語 り か け る よ う な 言 葉 が す ご く わ か り や す

く て い い な と 思 っ た の と 、 た く さ ん の 色 が 出 て く る 本 で 、 自 分

が さ も 指 に 絵 具 を つ け て 紙 の 上 で ぺ た ぺ た と や っ た か の よ う な

気 分 に な る 本 で す 。 ペ ー ジ を 閉 じ た り 開 け た り し て み る と 、 色

と 色 が 合 わ さ っ た り 、 ベ タ っ と 広 が っ た り と か 、 展 開 が と て も

お も し ろ く て 、 手 と か 指 を 上 手 に ま だ 使 え な い 児 童 で も 、 眺 め

て い る だ け で 、 色 っ て こ ん な に た く さ ん あ る ん だ な と い う ふ う

に 、 そ う 思 う だ け で 学 習 に つ な が る ん じ ゃ な い か な と 感 じ ま し

た 。 作 者 が フ ラ ン ス の 方 で 、 翻 訳 が 谷 川 俊 太 郎 さ ん と い う こ と

で 、 ア ー ト 性 も 感 じ ま し た 。  



 

委 員 長   た だ い ま １ ３ の 「 い ろ い ろ い ろ の ほ ん 」 と い う 形 で 発 言 を い

た だ き ま し た 。 こ の 本 に つ い て い か が で し ょ う か 。 松 原 委 員 。  

 

松 原 委 員   今 お 話 し い た だ い た と お り で 、 私 も 全 く 同 じ 視 点 で 見 て い た

の で す け れ ど も 、 や は り 本 を 閉 じ て 、 左 の ペ ー ジ と 右 の ペ ー ジ

の 色 を 混 ぜ 合 わ せ る と ど ん な 色 に な る ん だ ろ う だ と か 、 傾 け て

色 が 流 れ 込 ん だ と き に 、 ど ん な 色 に な る ん だ ろ う 、 ど ん な 模 様

に な る ん だ ろ う 、 そ う い う 投 げ か け が あ っ た り し て い る ん で す

け れ ど も 、 非 常 に 端 的 な 投 げ か け で わ か り や す い と い う の が ま

ず 一 番 な の か な と い う こ と と 、 ど ん な 模 様 に な る の か と か 、 ど

ん な 色 に な る の か と い う と こ ろ で 、 お 子 さ ん の 想 像 力 と い っ た

も の を 引 き 出 す こ と に も つ な が る 教 材 な の か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ う し ま し た ら 、 あ と は 、 図 工 ・ 美 術 で は １ ２ 番 の ひ か り の

く に … … 。 橘 田 先 生 、 お 願 い し ま す 。  

 

橘 田 委 員   こ の １ ２ 番 の ひ か り の く に 「 ど う よ う で お え か き 」 の 本 で す

け れ ど も 、 文 字 、 そ れ か ら 絵 、 音 、 さ ま ざ ま な 要 素 が 入 っ て い

て 、 こ れ は 一 見 複 雑 に 見 え る ん で す が 、 よ く 見 る と 選 曲 が と て

も 考 え ら れ て い て 、 学 年 を 超 え て 、 生 徒 の 段 階 に 合 わ せ た 教 材

を 選 ぶ と い う 選 択 肢 が す ご く 広 い と い う の が １ つ 。  

 そ れ か ら 、文 字 を 認 識 す る こ と に 課 題 を 持 つ 生 徒 に と っ て も 、

言 葉 の 習 得 に 視 覚 的 に 大 変 効 果 が あ る な と 感 じ ま し た 。  

 無 理 の な い 音 域 を 使 っ て い る の で 、 歌 の ほ う に 集 中 す る の で

は な く 、 お 絵 か き に 集 中 で き る 、 そ う い う 構 成 に さ れ て い て 、

リ ズ ム に 乗 っ て 絵 を 描 く こ と で 、 言 葉 の 習 得 と 同 時 に 絵 を 描 く

楽 し さ を 感 ず る こ と が で き る な と 感 じ ま し た 。  

 



委 員 長   １ ２ 番 に つ い て ご 発 言 い た だ き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。 こ の 図 書 に つ い て は 、 ほ か に い か が で す か 。 よ ろ し い で

す か 。  

 そ れ で は 最 後 、 音 楽 と の 複 数 種 目 と い う こ と で 、 １ ４ 番 に つ

い て 、 ご 覧 い た だ い た と 思 う ん で す け れ ど も 、 何 か ご 意 見 あ り

ま す か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   開 く と 本 当 に 音 楽 の お も ち ゃ の 感 覚 で 、 実 際 に 自 分 で 操 作 が

で き る 。 操 作 し な が ら い ろ ん な 曲 が 出 て く る の を 楽 し め る よ う

に な っ て い る な と い う の と 、 そ れ か ら 、 歌 詞 も も ち ろ ん 書 い て

あ っ て 、 さ ら に 、 一 緒 に 歌 う の と カ ラ オ ケ バ ー ジ ョ ン と 両 方 あ

る ん で す 。 そ れ に よ っ て 、 遊 び 感 覚 で 入 る ん だ け れ ど も 、 リ ズ

ム に 乗 っ て 身 体 中 で 表 現 す る と い う こ と が 楽 し め る よ う に な っ

て い る な と 。 私 も 遊 び な が ら や っ た ん で す け れ ど も 、 本 当 に 楽

し く な る よ う な 教 材 だ な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 １ ４ 番 の 図 書 に つ い て 、 ほ か に 御 意

見 は い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 国 語 ・ 書 写 に つ い て １ ４ 冊 の 御 発 言 を い た だ き ま

し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 全 般 に つ い て 何 か ご ざ い

ま す で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、No.２ の 算 数・数 学 に つ い て ご 意 見 を 伺 っ て い き た

い と 思 い ま す 。 算 数 ・ 数 学 に つ い て は ５ 冊 申 請 が 上 が っ て お り

ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 そ れ で は い か が で し ょ う か 。 橘

田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

橘 田 委 員   ２ 冊 見 せ て い た だ き ま し た 。 ま ず １ 番 、 く も ん 出 版 「 か ず ・



け い さ ん 」 に つ い て で す け れ ど も 、 数 字 の １ か ら ３ ０ ま で を 段

階 的 に 学 習 で き る よ う に な っ て い ま す 。 １ か ら ５ ま で を 学 習 し

て い る と き に 、 ６ か ら １ ０ も 同 じ ペ ー ジ の 中 に 見 え て い る 。 そ

れ が ス テ ッ プ ア ッ プ す る 手 助 け に な る な と 感 じ ま し た 。 ま た 、

足 し 算 の 練 習 で 、 １ と 他 の 数 字 、 ２ と 他 の 数 字 、 １ だ け ず う っ

と 並 ん で い る 。 こ う い う こ と で 足 し 算 も 学 習 の 定 着 を 図 る 工 夫

が さ れ て い る な と い う こ と 。ま た 、学 習 の 定 着 を さ せ る た め に 、

装 丁 が と て も 堅 牢 に つ く っ て あ る の で 、 繰 り 返 し 学 習 に も 適 し

て い る と 感 じ ま し た 。  

 ２ 番 の 講 談 社 の 「 ま る ま る ま ん ま る 」 で す け れ ど も 、 こ れ は

円 を 意 識 す る と い う こ と で 、 さ ま ざ ま な 大 き さ の 丸 、 円 が 提 示

さ れ て い て 、 ペ ー ジ を め く る た び に 、 そ こ か ら 多 く の 発 想 が 引

出 せ る よ う な 工 夫 が さ れ て い ま す 。 ま た 、 円 を 認 識 す る だ け で

は な く 、 色 の 学 習 も 同 時 に で き る よ う に な っ て い る の で 、 大 変

厚 い 紙 で 、 こ れ も 見 開 き が と て も し や す く 、 き ち ん と 開 く よ う

に な っ て い ま す 。 興 味 を 持 っ て 、 定 着 す る ま で 、 こ れ も 繰 り 返

し の 使 用 に 耐 え る 堅 牢 な つ く り と な っ て い る の も 印 象 的 で し

た 。  

 

委 員 長   １ 番「 は じ め て の た し ざ ん 」、２ 番 の「 ま る ま る ま ん ま る 」に

つ い て ご 発 言 い た だ き ま し た 。 こ の 図 書 に つ い て ほ か に ご 意 見

は い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 で は 、 そ の ほ か の 図 書 に つ い て は い か が で し ょ う か 。 白 井 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

白 井 委 員   私 は ３ 番 、 ４ 番 、 ５ 番 を 見 せ て い た だ き ま し た 。 こ ば と さ ん

の「 ジ ャ ン プ ア ッ プ と け い・お か ね・カ レ ン ダ ー 」、そ れ か ら「 中

高 生 の た め の 数 学 」 で す け れ ど も 、 こ の ２ 冊 と も 、 時 計 の 見 方

だ と か お 金 の 計 算 、 カ レ ン ダ ー の 見 方 、 そ う い っ た 日 常 生 活 に

つ な が る 教 材 が 豊 富 に 載 っ て い ま す 。 そ の た め に 、 １ 日 の 生 活



の 仕 方 だ と か 、 生 活 リ ズ ム を 整 え る 力 、 そ う い っ た も の を 身 に

付 け る の に ふ さ わ し い 教 材 か な と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 ５ 番 の 三 省 堂 さ ん の 「 こ ど も ひ ら が な と か ず の 絵 じ て

ん 」 に つ い て で す が 、 数 字 と と も に 、 絵 だ と か 写 真 で 示 さ れ て

い る と い う こ と が あ り ま し て 、 数 字 を 単 な る 文 字 と し て で は な

く て 、 大 き さ や 量 と し て イ メ ー ジ が で き る 、 と て も わ か り や す

い 教 材 だ な と 感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   ３ 番 、 ４ 番 、 ５ 番 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を い た だ き ま し た 。

こ の 図 書 に つ い て 、 高 橋 委 員 。  

 

高 橋 委 員   今 の 白 井 委 員 の と こ ろ に あ り ま し た 、 こ ば と 教 育 出 版 さ ん で

す が 、 国 語 の ほ う で も １ 冊 出 て お り ま し た が 、 本 市 で は 多 分 今

ま で 採 択 し て い な い ん で す が 、 こ こ の 図 書 が 障 が い 児 の 療 育 で

使 っ て い た 認 知 教 材 を 本 と し て 出 版 し て 、 １ ０ 年 ほ ど 前 か ら 教

科 用 図 書 と し て 使 わ れ て い る と こ ろ も 出 て き た と い う も の で

す 。 も と も と 知 的 障 が い の 子 や 発 達 障 が い の 子 ど も た ち の 療 育

で 使 っ て い た 教 材 を ま と め た も の な の で 、 生 活 に 非 常 に 結 び つ

く 形 で 編 修 さ れ て い る 点 が す ぐ れ て い ま す 。  

 そ れ と と も に 、 私 が と て も 配 慮 さ れ て い る な と 思 っ た の が 、

こ の 「 中 高 生 の た め の 」 と う た っ て い る と こ ろ で 、 当 該 学 年 の

学 習 に つ い て い け な く な り 、 下 の 学 年 の 算 数 や 国 語 の 学 習 を 何

年 も や り 続 け て い る と い う こ と が 、 本 人 の 意 欲 や プ ラ イ ド の 低

下 に つ な が る 場 合 が 往 々 に し て あ り ま す 。 こ の 本 の よ う に 、 図

書 名 で 中 高 生 を 明 記 し 、 学 習 内 容 と し て は 小 学 校 段 階 で 学 ぶ も

の な ん で す け れ ど も 、 文 章 や イ ラ ス ト 等 は 中 高 生 に ふ さ わ し い

も の を 用 い て 、 誇 り を 持 っ て 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 編 修 さ れ

て い る と こ ろ が と て も す ぐ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  



 そ れ で は 、 今 、 ５ 冊 、 算 数 ・ 数 学 に つ い て ご 発 言 い た だ き ま

し た け れ ど も 、 算 数 ・ 数 学 に つ い て 、 全 般 的 に 何 が ご 意 見 は あ

り ま す で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、先 に 進 め さ せ て い た だ き ま す 。次 に 、No.３ 、生 活・

地 図 ・ 社 会 、 １ ２ 冊 申 請 が 上 が っ て お り ま す の で 、 こ れ に つ い

て ご 意 見 を い た だ き た い と 思 い ま す 。市 村 委 員 、お 願 い し ま す 。 

 

市 村 委 員   ま ず 、 １ ０ 番 の 「 め ざ せ 鉄 道 博 士 ！ 日 本 全 国 鉄 道 路 線 地 図 」

で す が 、 こ ち ら は 鉄 道 の 路 線 と か 地 図 だ け で は な く て 、 ペ ー ジ

の 中 に は 電 車 の 乗 り 方 に つ い て も 書 い て あ り ま す 。 電 車 の 乗 り

方 や マ ナ ー の 部 分 を 、実 際 に 電 車 に 乗 る 前 に 事 前 学 習 し な が ら 、

楽 し み な が ら 路 線 を 覚 え た り 、 電 車 を 覚 え た り 、 学 ぶ こ と が で

き る 本 だ な と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 ８ 番 と ９ 番 の 「 都 道 府 県 か る た 」、「 日 本 地 図  パ ズ ル

＆ ゲ ー ム 」 で す が 、 こ ち ら も た だ 都 道 府 県 の 場 所 を 覚 え る だ け

で は な く て 、 そ れ ぞ れ の 都 道 府 県 の 人 口 、 面 積 、 特 徴 な ど 、 県

庁 所 在 地 を 学 ぶ こ と に よ っ て 、 日 本 国 内 の さ ま ざ ま な 地 域 の こ

と を よ り 深 く 学 べ る 教 材 に な っ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   た だ い ま ８ 番 、 ９ 番 、 １ ０ 番 の 図 書 に つ い て ご 発 言 い た だ き

ま し た が 、 こ れ に 関 連 し て い か が で す か 。 田 中 委 員 。  

 

田 中 委 員   私 も ９ 番 の 永 岡 書 店 の 「 日 本 地 図  パ ズ ル ＆ ゲ ー ム 」 と １ ０

番 「 め ざ せ 鉄 道 博 士 ！ 日 本 全 国 鉄 道 路 線 地 図 」 に つ い て 見 せ て

い た だ き ま し た 。  

 今 、 市 村 委 員 が お っ し ゃ っ て い た よ う に 、 ９ 番 の 「 パ ズ ル ＆

ゲ ー ム 」 に つ き ま し て は 、 操 作 を す る と い う こ と 、 パ ズ ル を 自



分 で 動 か し な が ら 完 成 さ せ る と い う 過 程 で 楽 し く 学 ぶ こ と が で

き る ん じ ゃ な い か な と 感 じ て い ま す 。 地 図 は 、 地 勢 図 と 行 政 図

の パ ズ ル に な っ て い て 、 都 道 府 県 の 名 称 で あ る と か 場 所 、 県 庁

所 在 地 、 地 形 な ど 、 子 ど も の 実 態 や 興 味 に 応 じ て 使 い 分 け る こ

と が で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 色 使 い が 工 夫 さ れ て お り 、 特 に

地 勢 図 の ほ う で は 、 土 地 の 高 低 差 、 そ こ ら 辺 も 目 で 見 る こ と で

理 解 が し や す い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 １ ０ 番 の 「 め ざ せ 鉄 道 博 士 ！ 日 本 全 国 鉄 道 路 線 地 図 」 の ほ う

で す が 、 鉄 道 に 興 味 の あ る お 子 さ ん は 結 構 多 く て 、 子 ど も が 興

味 関 心 の あ る こ と を 利 用 す る と い う の は 、 学 習 に お い て は 大 変

有 効 だ な と 感 じ て い ま す 。 さ ま ざ ま な 鉄 道 が 日 本 の ど こ を 走 っ

て い る の か 、 ど ん な 場 所 な の か を ワ ク ワ ク し な が ら 学 ぶ こ と が

で き る ん じ ゃ な い か な と 。 さ ら に 、 使 い 方 に よ っ て は 日 本 中 の

地 理 に 興 味 を 発 展 さ せ る ん じ ゃ な い か な と 感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に 関 連 で 。 黒 木 委 員 、 お 願 い し

ま す 。  

 

黒 木 委 員   市 村 委 員 か ら あ り ま し た ８ 番 で す け れ ど も 、 私 も 見 せ て い た

だ き ま し た 「 都 道 府 県 か る た 」 と い う こ と で 、 取 り 札 に 各 都 道

府 県 の 地 形 と ８ 地 方 別 の 位 置 が 示 さ れ て い ま し て 、 か る た を 楽

し み な が ら 日 本 の 地 形 に つ い て 理 解 す る こ と が で き る と 思 い ま

し た 。 ま た 、 読 み 札 の 裏 面 に は 各 都 道 府 県 の 日 本 全 体 で の 位 置

と と も に 、人 口 や 面 積 、特 色 等 の デ ー タ が 記 載 さ れ て い ま し て 、

児 童 生 徒 の 発 達 段 階 や 実 態 、 興 味 関 心 に 応 じ た 指 導 が 可 能 に な

る と 思 い ま す 。  

 も う １ つ 、「 都 道 府 県 か る た 」で １ １ 番 で す が 、読 み 札 の 文 章

が 都 道 府 県 の 特 色 、 特 徴 を あ ら わ す 内 容 に な っ て い ま し て 、 児

童 生 徒 の 興 味 関 心 を 高 め る こ と に つ な が る と 思 い ま し た 。 取 り

札 の 右 下 に 都 道 府 県 名 の 記 載 が あ る ん で す け れ ど も 、 附 属 の カ



バ ー シ ー ル を 使 う と 、 そ れ ぞ れ の 実 態 に 合 わ せ て 取 り 組 ま せ る

こ と が 可 能 に な り ま す 。 ま た 、 取 り 札 の 裏 面 に は 都 道 府 県 の 日

本 全 体 で の 位 置 や 生 産 物 、 景 勝 地 な ど の 特 色 が イ ラ ス ト つ き で

載 っ て い ま し て 、 児 童 生 徒 が か る た に 取 り 組 む こ と を 通 じ て 楽

し み な が ら 都 道 府 県 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と が で き る と 考 え

ま す 。  

 

委 員 長   新 た に １ １ 番 に つ い て も ご 発 言 い た だ き ま し た け れ ど も 、 そ

こ を 含 め て い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 ほ か の 図 書 に つ い て い か が で す か 。 金 子 委 員 。  

 

金 子 委 員   そ れ で は 、 ６ 番 、 ７ 番 、 い ろ い ろ な 教 科 で の 採 択 が 予 定 さ れ

て い る 教 科 書 に つ い て 、 ま と め て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 ６ 番 の 合 同 出 版 の 「 お つ き あ い の き ほ ん 」 で す け れ ど

も 、 挨 拶 を す る と か お 礼 を 言 う と か 謝 る 、 我 慢 す る と い っ た 生

活 の 基 本 的 な 動 作 を 、 イ ラ ス ト を 交 え て 極 め て わ か り や す く 伝

え て い て 、 文 章 と し て の 理 解 に 課 題 の あ る 子 ど も た ち に 生 活 の

基 本 を 学 ば せ る の に と て も 適 し た 教 科 書 だ な と 思 っ て い ま す 。  

 ま た 、 こ の 本 に つ い て は 、 ル ー ル を 守 る こ と と か 友 人 対 応 と

か に つ い て も 同 じ よ う に 記 載 が あ り ま し て 、 こ の 面 で 保 健 体 育

の 教 科 書 と し て の 採 択 も 適 切 だ と 考 え ま す 。  

 ま た さ ら に 、 こ の 本 に つ い て は 、 多 く の 価 値 に つ い て 極 め て

簡 潔 に わ か り や す く 示 さ れ て い る こ と が あ り ま し て 、 読 み 物 教

材 で 対 応 し 切 れ な い 児 童 生 徒 の 、 道 徳 の ４ 番 と し て も 、 保 健 体

育 の 先 ほ ど の １ 番 と し て も 、 採 用 を 予 定 し て い る ん で す け れ ど

も 、 そ ち ら に も 適 し た 教 科 書 だ と 考 え て い ま す 。  

 続 い て ７ 番 、 草 思 社 の 「 あ た り ま え だ け ど 、 と て も 大 切 な こ

と 」、 先 ほ ど の 教 科 書 と 似 た よ う な 傾 向 な ん で す け れ ど も 、「 お

つ き あ い の き ほ ん 」 に 比 べ て 少 し 文 章 量 が 多 く な っ て お り ま し

て 、 文 字 で の 理 解 力 が 少 し 高 い 子 ど も た ち に 礼 儀 や 社 会 の ル ー



ル を 守 る こ と を 考 え さ せ る の に 適 し た 教 材 で あ っ て 、 生 活 、 そ

し て 道 徳 、 と も に 発 達 段 階 に 応 じ て 学 ぶ こ と の で き る 適 切 な 教

科 書 だ と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   ６ 番 、 ７ 番 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 を 含 め て 、 体 育 、 そ れ か ら 道

徳 も 採 択 予 定 と い う こ と で お 話 を い た だ き ま し た 。 こ の 本 に つ

い て は い か が で し ょ う か 。 小 池 委 員 。  

 

小 池 委 員   私 も ６ 番 の 「 絵 で わ か る こ ど も の せ い か つ ず か ん ４ お つ き あ

い の き ほ ん 」 に 注 目 し ま し た 。 身 の 回 り の 基 本 の シ リ ー ズ の 第

４ 弾 と い う こ と で 、 １ 弾 も 出 て い ま す け れ ど も 、 こ れ は 道 徳 の

ほ う で す ね 。 周 り の 人 と 自 分 と の 関 係 性 を 学 ぶ と い う の は 、 全

て の 人 に 大 切 な こ と だ と 思 い ま す け れ ど も 、 発 達 が ゆ っ く り な

子 ど も の 保 護 者 と し て は 、 特 に 将 来 を 考 え た と き に 、 不 安 で も

あ り ま す け れ ど も 、 す ご く そ れ は と て も 重 要 な こ と だ と 思 い ま

す 。 こ の よ う な 子 ど も に と っ て 、 す ご く 興 味 が 出 や す い 、 か わ

い ら し い 、 シ ン プ ル な イ ラ ス ト で 、 簡 単 な 言 葉 を 使 っ て い ろ ん

な 詳 し い 具 体 的 な 事 柄 を す ご く 学 べ る よ い 本 だ な と 思 い ま し

た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ う し ま し た ら 、 ほ か の 残 っ て い る 図 書 に つ い て は い か が で

し ょ う か 。 田 中 委 員 。  

 

田 中 委 員   私 は 、 ４ 番 の 学 研 「 こ ど も 図 鑑 ９  ち き ゅ う 」 と ５ 番 、 講 談

社 「 ４ ・ ５ ・ ６ さ い の き も ち を つ た え る こ と ば の え ほ ん 」 を 見

せ て い た だ き ま し た 。  

 「 こ ど も 図 鑑 ９ ち き ゅ う 」 は 、 生 活 ・ 理 科 と の 複 数 採 択 種 目

に な っ て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 地 球 で 起 こ る さ ま ざ ま な

現 象 や 宇 宙 の 様 子 と 仕 組 み な ど を わ か り や す く 紹 介 し て い て 、



漢 字 に は 振 り 仮 名 も 振 っ て あ り 、 子 ど も に よ っ て は 自 分 で 読 ん

で 理 解 が で き る と い う ふ う に な っ て い ま す 。 ま た 、 写 真 が 中 心

な の で 、 見 や す く イ ン パ ク ト も あ り 、 興 味 を 持 ち や す い 工 夫 が

さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 「 ４ ・ ５ ・ ６ さ い の き も ち を つ た え る こ と ば の え ほ ん 」 に つ

き ま し て は 、 生 活 の 中 で 使 う 気 持 ち を 伝 え る 言 葉 を 場 面 や テ ー

マ 別 に わ か り や す く ま と め て い ま す 。 い ろ ん な 話 が 中 に 出 て く

る ん で す け れ ど も 、 お 話 を 通 し て 自 然 と 言 葉 の 使 い 方 が 理 解 し

や す い な と い う 流 れ に な っ て い ま す 。 言 葉 の 地 図 が と こ ろ ど こ

ろ に 入 っ て お り ま し て 、 そ れ は 言 葉 と 絵 が 対 応 し て い る の で 、

場 面 に 応 じ た 挨 拶 や 言 葉 が 習 得 し や す い と 思 わ れ ま す 。 特 に 文

字 だ け 、 お 話 が ち ょ っ と 長 目 の と き に 集 中 で き な い お 子 さ ん な

ん か は 、 地 図 は す ご く 有 効 か な と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 困 っ た と き の 言 葉 、「 大 丈 夫 ？ お 大 事 に 」 と い う の は 、

相 手 を 思 い や る と い う と こ ろ に つ な が り 、 そ の 使 い 方 が お 話 を

通 し て 身 に つ く 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。４ 番「 図 鑑 ９  ち き ゅ う 」、５ 番「 こ

と ば の え ほ ん 」 と い う こ と で ご 発 言 い た だ き ま し た 。 こ の 本 に

つ い て は い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ う し ま し た ら 、 残 り の 図 書 に つ い て ご 意 見 の あ る 方 。 黒 木

委 員 。  

 

黒 木 委 員   そ れ で は 、 １ 、 ２ 、 ３ と い う と こ ろ で 見 せ て い た だ き ま し た

の で 、 お 話 し し ま す 。  

 ま ず 、 １ 番 「 い な い い な い ば あ あ そ び 」 で す け れ ど も 、 そ れ

ぞ れ の イ ラ ス ト が 親 し み や す い も の と な っ て い ま す 。 ま た 、 仕

掛 け 絵 本 に な っ て い ま し て 、 児 童 生 徒 が 登 場 す る キ ャ ラ ク タ ー

へ の 期 待 感 を 膨 ら ま せ な が ら 指 導 者 と 一 緒 に な っ て 学 習 す る こ

と が で き る と 思 い ま す 。  



 ２ 番 目 で す け れ ど も 、「 い た だ き ま す あ そ び 」は 、親 し み や す

い イ ラ ス ト と 仕 掛 け 絵 本 で 児 童 生 徒 の 興 味 を 引 く 工 夫 が な さ れ

て い ま す 。 楽 し み な が ら 食 べ る こ と へ の 興 味 を 持 た せ る こ と が

で き る だ け で は な く て 、 キ ャ ラ ク タ ー の 動 物 と 人 間 の 食 べ る も

の や 食 べ 方 の 違 い な ど に 着 目 さ せ る こ と で 、 食 事 の マ ナ ー を 教

え る こ と が で き る と 考 え ま す 。  

 ３ 番 、「 わ た し の 夢 に つ な が る 」は 、後 で の 職 業 家 庭 の ほ う で

も 上 が っ て い ま す け れ ど も 、 写 真 や イ ラ ス ト が 大 変 豊 富 で 、 児

童 生 徒 へ の 視 覚 に 訴 え る 工 夫 が 随 所 に 見 ら れ 、 職 業 に つ い て の

具 体 的 な イ メ ー ジ を 持 つ こ と が で き る と 思 い ま し た 。 ま た 、 作

業 へ の 意 欲 を 喚 起 さ せ る テ ー マ や 紙 面 の 構 成 に な っ て い ま し

て 、 体 験 を 通 し て 職 業 に つ い て 考 え る と い う 学 習 に 適 し て い る

と 思 い ま す 。 同 年 代 の 子 ど も が 実 際 に 活 動 し て い る 写 真 も あ り

ま し て 、 作 業 に 対 す る 興 味 を 持 た せ る と い う 点 で も 適 し て い る

と 考 え ま し た 。  

 

委 員 長   た だ い ま １ 番 、２ 番 、「 い な い い な い ば あ あ そ び 」、「 い た だ き

ま す あ そ び 」、そ し て 職 業 家 庭 の ほ う で も 上 が っ て い る「 わ た し

の 夢 に つ な が る 」 に つ い て お 話 を い た だ き ま し た 。 こ の 本 に つ

い て 、 い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ う し ま す と 、 残 り が １ ２ 番 の 「 ひ と り だ ち す る た め の 進 路

学 習 」 と い う 本 に つ い て ご 発 言 を い た だ き た い と 思 い ま す 。 金

子 委 員 。  

 

金 子 委 員   １ ２ 番 、 日 本 教 育 研 「 ひ と り だ ち す る た め の 進 路 学 習 」 と い

う 教 科 書 で す け れ ど も 、 こ の 教 科 書 は 職 業 に 就 く た め の 基 礎 的

な 事 項 か ら 実 際 の 職 業 選 択 の 場 面 、 そ し て 、 実 習 の 場 面 、 職 業

に 就 い た 後 の 基 本 的 な 作 業 、 行 動 の 場 面 等 を 順 を 追 っ て 取 り 上

げ て い て 、 本 当 に 発 達 段 階 や ４ 月 か ら ３ 月 な ん て い う 時 期 に 合

わ せ た 進 路 学 習 と い う 面 で は 、 非 常 に 適 し て い る 教 科 書 だ な と



思 い ま し た 。  

 そ れ だ け で は な く て 、 非 常 に わ か り や す い 事 柄 で 、 職 業 に 就

く と い う こ と を 置 い て お い て 考 え た に し て も 、 社 会 の 基 本 的 な

ス キ ル と い う も の を わ か り や す く 身 に 付 け さ せ る こ と が で き る

教 科 書 に な っ て い て 、 と て も す ぐ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   １ ２ 番 に つ い て ご 発 言 い た だ き ま し た 。 こ れ に 関 連 し て い か

が で す か 。 高 橋 委 員 。  

 

高 橋 委 員   今 の 「 ひ と り だ ち す る た め の 」 と い う も の で す が 、 日 本 教 育

出 版 で は 、「 ひ と り だ ち す る た め の 」と い う シ リ ー ズ で 特 別 支 援

教 育 関 係 の 本 を 出 し て い る ん で す 。 独 り 立 ち 、 つ ま り 学 校 を 卒

業 し た 後 の 生 活 を 意 識 し た 本 と い う こ と で 、 そ の シ リ ー ズ は 、

ま さ に キ ャ リ ア 教 育 を ベ ー ス に 置 い た 本 だ と 思 い ま す 。 と て も

実 践 的 で 、 す ぐ れ て い る 本 に な り ま す 。  

 多 く の 附 則 第 ９ 条 本 と い う も の が 一 般 の 子 ど も た ち の 本 だ っ

た り 絵 本 だ っ た り と い う 中 か ら 個 に 応 じ た も の を 選 ん で い る ん

で す が 、 こ う い う ふ う に 特 別 支 援 教 育 用 と い う こ と で つ く ら れ

た 図 書 が 最 近 多 く 出 回 る 時 代 に な り 、 こ う い う よ う な 発 達 や 、

ま た 特 性 を 配 慮 し た 図 書 が 増 え て き て 、 そ の 中 か ら 選 べ る よ う

に な っ た こ と は 大 変 よ い こ と だ と 思 っ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ う し ま し た ら 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 、 １ ２ 冊 に つ い て ご 意 見

を い た だ き ま し た け れ ど も 、 こ の 全 般 を 通 し て 、 ほ か に い か が

で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、次 に No.４ 、生 活・理 科 、３ 冊 上 が っ て お り ま す け



れ ど も 、 こ れ に つ い て ご 意 見 を い た だ き た い と 。 平 牛 先 生 、 お

願 い し ま す 。  

 

平 牛 委 員   私 は 、２ 番 、小 学 館「 ド ラ え も ん の 理 科 」、そ れ か ら ３ 番 、フ

レ ー ベ ル 「 フ レ ー ベ ル 館 の 図 鑑 」 と い う ２ 冊 を 見 せ て い た だ き

ま し た 。  

 ま ず 、 ド ラ え も ん と い う 非 常 に お な じ み の キ ャ ラ ク タ ー を 使

っ て 読 ん で い く と 、 ド ラ え も ん と の び 太 の 会 話 が 思 わ ず 聞 こ え

て く る よ う な 、 と て も ほ ん わ か し た 雰 囲 気 の 本 で す 。 植 物 、 昆

虫 、動 物 の ポ イ ン ト が 非 常 に わ か り や す く 表 示 さ れ て い ま す し 、

キ ー と な る 言 葉 を 赤 字 や 赤 囲 い に し て 注 目 さ せ や す く 工 夫 さ れ

て い る な と 思 い ま し た 。 そ れ ぞ れ 描 い て あ る イ ラ ス ト も 、 と て

も 見 や す い な と 感 じ ま し た 。  

 次 、 フ レ ー ベ ル の 「 フ レ ー ベ ル 館 の 図 鑑 」 で す け れ ど も 、 こ

れ は イ ラ ス ト が 非 常 に 丁 寧 に 描 か れ て い る 。 色 に つ い て も 、 普

通 こ う い う 人 体 を 描 く よ う な も の は ち ょ っ と ど ぎ つ い 感 じ に な

る こ と が 多 い ん で す け れ ど も 、 非 常 に ど ぎ つ く な い 色 使 い で 、

き れ い に 描 か れ て い る な と 思 い ま し た 。 体 の 仕 組 み や 働 き を 、

動 く 、 食 べ る 、 息 を す る 、 感 じ る な ど と い う そ れ ぞ れ の 機 能 ご

と に 詳 し く 説 明 さ れ て い て 、 と て も い い な と 思 っ て い ま す 。  

 

委 員 長   今 の ３ 番 に つ い て は 保 健 体 育 で も 審 議 対 象 に な っ て い ま す 。

そ の 観 点 で は 、 平 牛 委 員 、 い か が で す か 。  

 

平 牛 委 員   保 健 体 育 の と こ ろ で も 、 先 ほ ど 言 い ま し た よ う に 、 体 の 仕 組

み と い う よ う な と こ ろ を し っ か り と 分 け て 、 機 能 別 に 説 明 が さ

れ て い る の で 、 そ こ に つ い て も と て も い い ん じ ゃ な い か な と 思

い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  



 今 、生 活・理 科 の ２ 番「 生 物 が よ く わ か る 」、３ 番「 ひ と の か

ら だ 」 と い う 図 書 に つ い て 御 意 見 を い た だ き ま し た が 、 こ れ に

関 連 し て い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ う し た ら 、残 り 、「 生 活 道 具 カ ー ド 」に つ い て は 。高 橋 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

高 橋 委 員   「 生 活 図 鑑 カ ー ド 生 活 道 具 カ ー ド 」 に つ い て で す 。 生 活 ・ 地

図 ・ 社 会 の ほ う で も 採 択 さ れ て い た も の で す が 、 こ れ に つ き ま

し て は 、 身 近 に 使 う 道 具 の 名 前 を 覚 え た り 、 ま た 、 そ の 使 い 方

を 学 ん だ り す る の に と て も 適 し て お り 、 カ ー ド の 裏 面 の 解 説 文

が 非 常 に わ か り や す い 言 葉 で 、 端 的 な 文 章 で 、 道 具 の 使 い 方 、

素 材 、 ま た 仕 組 み な ど 、 理 科 的 な 要 素 も 含 ん だ 説 明 を し て い ま

す 。 た だ 名 称 を 覚 え る だ け と い う こ と で な く 、 日 常 生 活 場 面 に

向 け て 広 が り を 持 っ た 扱 い が で き る 内 容 に な っ て い ま す 。  

 く も ん の カ ー ド シ リ ー ズ と い う の は な か な か 人 気 の シ リ ー ズ

で 、 ほ か の カ ー ド も こ れ ま で に 採 択 さ れ て お り ま す が 、 余 計 な

刺 激 を 最 小 限 に し て 学 ぶ 内 容 に ば っ ち り 集 中 さ せ る と い う こ と

が 、 支 援 の 必 要 な 児 童 生 徒 に と っ て 、 こ う し た も の を 教 科 書 と

し て 使 う の が 大 変 有 効 で あ る と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 理 科 、 ３ 冊 に つ い て ご 意 見

を い た だ き ま し た 。 こ れ を 含 め て い か が で す か 。 よ ろ し い で す

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ う し ま し た ら 、 残 り の 審 議 さ れ て い な い 図 書 も 少 な く な っ

て ま い り ま し た け れ ど も 、No.５ の 音 楽 か ら No.１ ０ の 道 徳 ま で 、

ま と め て ７ 冊 ご ざ い ま す の で 、 こ れ に つ い て ご 意 見 を い た だ き

た い と 思 い ま す 。い か が で し ょ う か 。平 牛 委 員 、お 願 い し ま す 。 



 

平 牛 委 員   そ れ で は 。私 は No.６ の 図 工・美 術 の 小 学 館「 あ ー と ぶ っ く ひ

ら め き 美 術 館 ２ 館 」 と い う 本 を 見 せ て い た だ き ま し た 。 こ れ は

見 開 き で 、 右 側 に 絵 画 や 彫 刻 、 左 側 に そ れ に 関 す る 文 と い う か

言 葉 と い う よ う な 形 の 本 な ん で す け れ ど も 、 文 章 と 絵 画 や 彫 刻

と い う 図 が と て も マ ッ チ し て い る 感 じ が し ま し た 。 特 に そ の 文

章 の ほ う は 非 常 に ユ ー モ ラ ス と い う か 、 お も し ろ い 文 章 が あ っ

て 、 思 わ ず ク ス っ と 笑 っ て し ま う よ う な 、 そ ん な 文 章 も 随 分 あ

り ま し た 。 そ れ か ら 、 と こ ろ ど こ ろ に 絵 を 実 際 に 描 く と い う ワ

ー ク シ ー ト み た い な も の も あ っ て 、た だ 見 て い る だ け で は な く 、

実 際 に 自 分 が 描 い て み る な ん て い う こ と も で き る と い う と こ ろ

で 、 と て も 使 い や す い の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   た だ い ま 図 工 ・ 美 術 の １ 番 「 あ ー と ぶ っ く 」 に つ い て ご 発 言

い た だ き ま し た 。 こ れ に 関 連 し て 、 い か が で す か 。 よ ろ し い で

す か 。  

 ほ か の 図 書 に つ い て 、 い か が で し ょ う か 。 市 村 委 員 、 お 願 い

し ま す 。  

 

市 村 委 員   N o .１ ０ の 道 徳 の ３ 番「 絵 で わ か る こ ど も の せ い か つ ず か ん １

み の ま わ り の き ほ ん 」 の 本 に つ い て で す が 、 か わ い い イ ラ ス ト

で 、 生 活 の 身 の 回 り に あ る も の を 紹 介 し な が ら 、 そ れ に 基 づ い

た 動 作 に つ い て 学 ぶ と い う こ と で 、 非 常 に わ か り や す く な っ て

い る な と 感 じ た ん で す が 、 １ つ 、 ち ょ っ と 素 朴 な 感 想 と い う こ

と で 捉 え て い た だ け れ ば と 思 う ん で す が 、 身 の 回 り の も の と い

う こ と で 、 テ レ ビ と か を 載 せ て い る ペ ー ジ で 、 ビ デ オ と い う の

が あ っ た ん で す 。  

 た だ 、 最 近 で は 、 ビ デ オ と い う よ り は Ｄ Ｖ Ｄ と か 、 ブ ル ー レ

イ デ ィ ス ク が 出 て き て い る の で 、 な か な か 主 流 で は な く な っ て

き て い る の か な と い う ふ う に は 感 じ ま し た の で 、 そ ろ そ ろ 絵 を



差 し か え ど き か な な ん て 、 勝 手 に 思 っ た り も し た ん で す け れ ど

も 、 も し ま だ 学 校 の ほ う で ビ デ オ を よ く 使 っ て い る と い う こ と

で あ っ た ら 、 お 子 さ ん に と っ て も ビ デ オ っ て 身 近 な も の に は な

る と 思 う の で す が 、 そ の 点 は ど う な の か な と い う ふ う に は 感 じ

ま し た 。  

 本 と し て は す ご く か わ い い イ ラ ス ト で 、 わ か り や す く 学 べ る

と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   今 、 No.１ ０ 、 道 徳 、 ３ 、「 み の ま わ り の き ほ ん 」 と い う 本 に

つ い て ご 発 言 い た だ き ま し た が 、こ の 図 書 に つ い て 。金 子 委 員 。 

 

金 子 委 員   私 も こ れ を 楽 し く 見 せ て い た だ き ま し た 。 イ ラ ス ト 的 に す ご

く わ か り や す く な っ て い て 、 易 し く 楽 し く 学 ぶ こ と が で き る 教

材 に な っ て い る な と い う 感 じ が し て お り ま す 。 こ れ は 既 に 過 去

に お い て 生 活 科 で 採 択 を さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 生 活 の 基

本 を 理 解 す る だ け で は な く て 、 人 間 関 係 の マ ナ ー と か 、 社 会 生

活 の ル ー ル と い う の を 、 日 常 生 活 を 具 体 的 に イ メ ー ジ し な が ら

身 に 付 け る こ と が で き る 、 極 め て わ か り や す い 教 材 で あ る な と

思 っ て い ま す 。  

 も う １ つ 、 こ の 道 徳 の １ 番 の ほ う 、 ２ 、 ４ 、 ５ は 先 ほ ど い ろ

い ろ な 面 で お 話 を し て し ま い ま し た の で 、 １ 番 の 偕 成 社 の 「 き

を つ け よ う ね 」 で す け れ ど も 、 こ れ は ど ち ら か と い う と 交 通 安

全 ル ー ル に あ る 程 度 特 化 し た 絵 本 で 、 こ れ も 過 去 に お い て 生 活

で 採 用 さ れ て い る 本 な の で す け れ ど も 、 ペ ー ジ ご と に 、 間 に 半

分 の ペ ー ジ が 入 っ て い ま し て 、 そ れ を め く る と ビ フ ォ ー と ア フ

タ ー が 、 こ ん な こ と を し た ら 、 こ ん な に な っ ち ゃ い ま す よ と い

う 結 果 を 、 そ れ も 交 通 事 故 の ど ぎ つ い シ ー ン で は な く て 、 や わ

ら か い シ ー ン を 描 き な が ら 、 非 常 に わ か り や す く 工 夫 を し て い

る 本 で す 。 単 に 交 通 ル ー ル に 限 ら ず 、 マ ナ ー と い う 面 や ル ー ル

と い う 面 を 守 る と い う 意 味 で 、 道 徳 の 学 習 に も 適 し た 教 材 だ と



考 え て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 No.１ ０ 、 道 徳 に つ い て 、 今 、「 み の

ま わ り の き ほ ん 」、１ 番 の「 き を つ け よ う ね 」に つ い て ご 発 言 を

い た だ き ま し た が 、 こ の 本 に 関 し て い か が で し ょ う か 。 よ ろ し

い で す か 。  

 そ う し ま し た ら 、 残 っ て い る 部 分 で ご 発 言 を 。 加 納 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

加 納 委 員   私 も No.９ の 英 語 の 部 分 で ３ 冊 、新 し く 出 て い る も の を 見 せ て

も ら い ま し た 。  

 ま ず 最 初 、 １ 番 の 「 ア ル フ ァ ベ ッ ト と ロ ー マ 字 」 と い う く も

ん 出 版 さ ん か ら 出 て い る も の で す が 、 そ こ の 内 容 に も 書 い て あ

る ん で す け れ ど も 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト を 繰 り 返 し 練 習 し て い る 構

成 と な っ て い る の で 、 子 ど も に と っ て は と て も 使 い や す い の か

な と 感 じ ま し た 。 ロ ー マ 字 で 日 本 語 を 書 き あ ら わ す 練 習 を 通 し

て 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト を 学 ん で い き な が ら 、 そ の 基 本 的 な 英 単 語

の 読 み 方 が で き る ま で 、 そ の よ う な 形 で 少 し ず つ 、 ス モ ー ル ス

テ ッ プ で き る よ う な 練 習 の 構 成 に な っ て い て 、 い い か な と 思 い

ま し た 。 最 後 の ほ う の 、 ナ ン バ ー で 言 う と １ ４ 、 ５ ３ ペ ー ジ の

「 言 葉 の 練 習 」 か ら は 前 後 に イ ラ ス ト も 配 置 さ れ て い る の で 、

生 徒 た ち に と っ て は 学 び や す く 構 成 さ れ て い る の か な と 感 じ ま

し た 。 先 ほ ど 最 初 に 出 て き た 国 語 ・ 書 写 ６ 、 ７ の 「 ア ル フ ァ ベ

ッ ト お け い こ 」、「 は じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」、こ の ２ つ も 含 め

て 発 達 の 段 階 に 応 じ て 使 い 分 け し て い け る 教 材 じ ゃ な い か な と

感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、 ２ 番 目 に く も ん 出 版 さ ん か ら 出 て い ま す 「 た の し

い 英 単 語 」 で す け れ ど も 、 こ れ も 英 単 語 全 て に イ ラ ス ト が つ い

て い る の で 、 子 ど も た ち に と っ て は 一 つ 一 つ の 単 語 の 意 味 を 捉

え や す い 形 で 構 成 さ れ て い る と 思 い ま す の で 、 す ご く い い ん じ



ゃ な い か な と 思 い ま す 。 こ れ に つ い て も 、 英 語 の 文 字 の 組 み 合

わ せ だ と か 読 み 方 で あ る と か 、 少 し ず つ ス モ ー ル ス テ ッ プ 、 反

復 練 習 、 中 に は 遊 び 等 も 取 り 入 れ な が ら 、 出 て く る 場 面 も あ る

の で 、す ご く 楽 し く 学 び や す い 構 成 に な っ て い る と 思 い ま し た 。 

 最 後 に 、 学 研 さ ん か ら 出 て い ま す 「 覚 え て お き た い 英 単 語 ４

８ ０ 改 訂 版 」。 小 学 校 で 外 国 語 を 学 習 す る 単 語 が ４ ８ ０ 単 語 で

す 。 こ れ が 学 習 し や す い よ う に 、 そ れ ぞ れ 生 き 物 で あ る と か 、

食 べ 物 で あ る と か 、 乗 り 物 で あ る と か 、 そ う い っ た ジ ャ ン ル 別

に 分 け ら れ て い る の で 、 そ の 英 単 語 を ま ず 聞 く 、 そ れ か ら 発 音

す る 、 読 む 、 書 く と い う ３ ス テ ッ プ の 構 成 で 、 生 徒 た ち が 楽 し

く 学 び 、 身 に 付 け る よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。た だ い ま No.９ 、英 語 に つ い て 、加

納 委 員 か ら ま と め て ご 発 言 を い た だ き ま し た が 、 こ の 本 に つ い

て い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 全 て の 本 に つ い て ご 審 議 い た だ き ま し た 。 あ り が

と う ご ざ い ま し た 。 全 体 を 通 し て 何 か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ

し ゃ い ま す か 。 高 橋 委 員 。  

 

高 橋 委 員   今 回 、 特 別 支 援 で も 初 め て 道 徳 の 教 科 と い う こ と で 選 ぶ こ と

に な っ た わ け で す が 、道 徳 に つ い て は 、ど の 図 書 も み な 、生 活 ・

地 図 ・ 社 会 と の 複 数 採 択 に な っ て い る と い う こ と で 、 通 常 の 子

ど も た ち の よ う に 読 み 物 教 材 を し っ か り 読 み 込 ん で 道 徳 の ほ う

に つ な げ る こ と が な か な か 難 し い 中 で は 、 や は り よ り 具 体 的 で

生 活 に 密 着 し た 内 容 と い う こ と で 、 そ の よ う な 複 数 採 択 に な っ

た の だ ろ う な と 思 っ て い ま す 。 こ う し た 図 書 を 通 し て 道 徳 的 価

値 に 迫 っ て い く こ と に な ろ う か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に 全 般 的 に 、い か が で し ょ う か 。

よ ろ し い で す か 。  



 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 こ れ で 「 新 」 と 書 か れ た 新 規 図 書 、 そ し て □ の 印

が つ い て い る 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図 書 全 て に つ い て 、 一 通 り

ご 意 見 を い た だ い た と 思 い ま す 。  

 全 体 を 通 し て 何 か 追 加 で ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 よ

ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 意 見 が な い よ う で す の で 、 議 題 ２ 「 平 成 ３ １ 年 度 使

用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教

科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議 は こ こ ま で と い た し ま す 。 あ り が と

う ご ざ い ま し た 。  

 引 き 続 き 、次 第 の (3)に な り ま す け れ ど も 、議 題 ３「 平 成 ３ １

年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」

の 審 議 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

 議 題 の 答 申 に つ い て で す が 、 教 育 長 か ら の 諮 問 に 、 採 択 方 針

や 調 査 研 究 の 観 点 に 基 づ き 審 議 し 、 そ の 内 容 を 答 申 す る と あ り

ま し た 。 内 容 に つ い て は 、 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 ２

「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 、 こ

の 第 ２ 回 の 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 １ 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 中 学

校 用 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 教 科 用 図 書 に つ い て の 審 議 、 及 び 議

題 ２ 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議 に な り ま す 。  

 答 申 に つ い て 何 か 御 意 見 を お 持 ち の 方 は い ら っ し ゃ い ま す

か 。 畠 山 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

畠 山 委 員   昨 年 ま で は 、 答 申 に つ き ま し て は 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 充 て



て い ま す 。 会 議 録 で す と 、 私 た ち が 述 べ た 意 見 そ の も の が 載 り

ま す の で 、 こ の 場 の 状 況 ま で 伝 え る こ と が で き る の が よ い か と

思 い ま す の で 、 今 ま で ど お り で よ ろ し い の で は な い か と 思 い ま

す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 は 。 平 牛 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

平 牛 委 員   今 の 畠 山 委 員 の 意 見 に つ い て は 私 も 賛 成 な の で す が 、 た だ 、

教 育 委 員 の 皆 様 に は 、 今 回 の 審 議 委 員 会 の 特 別 傍 聴 を し て い た

だ い て い て 、 こ の 場 の 状 況 は 十 分 お わ か り い た だ い て い る の か

な と 思 っ て お り ま す 。  

 昨 年 度 は 、 会 議 録 を 答 申 と し 、 資 料 と し て 会 議 録 の ま と め を

添 付 し て お り ま す が 、 今 年 度 に つ い て は 、 会 議 録 の ま と め を 作

成 し 、 答 申 と す る ほ う が よ り わ か り や す い の で は な い か な と い

う ふ う に 考 え ま す 。 第 １ 回 目 で 審 議 を し ま し た 小 学 校 用 教 科 用

図 書 に つ い て も 同 様 に 、 会 議 録 の ま と め を 作 成 し 、 答 申 と い う

こ と に し て は い か が で し ょ う か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   た だ い ま 、 昨 年 ま で の 、 会 議 録 を そ の ま ま と い う ご 意 見 と 、

そ れ か ら 、 昨 年 度 会 議 録 に 添 付 し た 資 料 の よ う に ま と め て は い

か が か と い う ご 意 見 が あ り ま し た け れ ど も 、 ほ か の 皆 様 、 い か

が で し ょ う か 。 白 井 委 員 。  

 

白 井 委 員   私 は 、 昨 年 度 の 審 議 の 結 果 の ま と め は と て も わ か り や す い と

思 い ま し た の で 、 こ の 会 議 録 を そ の ま ま と い う よ り も 、 審 議 の

結 果 の ま と め を 答 申 と し た ほ う が わ か り や す い か な と 思 っ て い

ま す 。  

 

委 員 長   ほ か の 委 員 の 皆 さ ん 、 い か が で す か 。 黒 木 委 員 。  

 



黒 木 委 員   私 も そ の こ と に 賛 成 で す 。今 回 審 議 し た「 特 別 の 教 科  道 徳 」

に つ い て は 、 観 点 ご と に 審 議 を し て き た わ け で す け れ ど も 、 そ

の 内 容 を ま と め る に 当 た っ て は 、 昨 年 度 の 資 料 と 同 様 に 発 行 者

ご と に ま と め る と わ か り や す い の で は な い か と 考 え ま す が 、 こ

の 点 は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   答 申 に つ い て 、 審 議 内 容 を ま と め た も の を と い う 意 見 が あ り

ま し て 、 今 、 黒 木 委 員 か ら は 発 行 者 ご と に ま と め て は い か が か

と い う 意 見 も あ わ せ て い た だ き ま し た 。 ほ か の 皆 さ ん 、 よ ろ し

い で す か 。  

 で は 、 今 ご 発 言 い た だ い た 方 向 で す と 、 ま と め を 答 申 と す る

と い う こ と 、 そ れ か ら 、 発 行 者 ご と に ま と め て い く と い う こ と

で 、 そ の 方 向 で 進 め さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す け れ ど も 、

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 答 申 は 審 議 の 結 果 を ま と

め た も の と い た し ま す 。  

 会 議 録 に つ い て は い か が い た し ま し ょ う か 。 松 原 委 員 。  

 

松 原 委 員   会 議 録 自 体 は 、 先 ほ ど も ご ざ い ま し た け れ ど も 、 や は り こ の

会 議 の 詳 細 全 体 が わ か る も の で す の で 、 答 申 と す る ま と め を 確

認 す る 意 味 で も 、会 議 録 は あ っ た ほ う が い い の か な と 思 い ま す 。

で す の で 、 会 議 録 に つ い て は 資 料 と し て あ わ せ て つ け る 形 が よ

ろ し い の で は な い か な と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に い か が で す か 。  

 皆 さ ん う な ず い て い ら っ し ゃ い ま す の で 、 そ れ で は 、 答 申 に

つ い て は 、 第 １ 回 目 、 ２ 回 目 の 審 議 結 果 に つ い て 、 昨 年 度 の と



き に 資 料 と し て ま と め て い た だ い た も の を 答 申 す る こ と に あ わ

せ て 、 今 発 言 い た だ い た よ う に 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 す る

と い う こ と で 確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 改 め て 、 議 題 ３ 「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す

る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 を 確 認 い た し ま す 。  

 １ 点 目 の 第 １ 回 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 ２ 「 平 成 ３ １ 年 度 使

用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら

使 用 し て い る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 現 在 ま で 各 学 校 に お い て 使

用 に 関 し て 特 に 問 題 が な い こ と 、 あ と １ 年 だ け の 使 用 で あ る こ

と か ら 、 新 た に 採 択 が え を 行 う 必 要 は な い と の 審 議 結 果 を 答 申

し た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す ね 。  

 ２ 点 目 、本 日 の 議 題 １ 、「 特 別 の 教 科  道 徳 」の 教 科 用 図 書 に

つ い て は 、 観 点 ご と に 審 議 を し て き た 結 果 を 発 行 者 ご と に ま と

め た 資 料 を 私 の ほ う で 作 成 い た し ま す の で 、 そ れ を も っ て 答 申

と す る こ と 。 ま た 、 本 日 の 審 議 の 会 議 録 を 参 考 資 料 と し て 添 付

し 、 答 申 と す る こ と と い た し た い と 思 い ま す け れ ど も 、 い か が

で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

各 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 と し て 、 本 日 の 議 題 ２ 、 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学

級 用 教 科 用 図 書 に つ い て は 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て

幅 広 く 一 般 図 書 の 採 択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ



れ て い る 一 般 図 書 は 引 き 続 き 使 用 で き る こ と 、 今 回 審 議 を 行 っ

て い た だ い た 教 科 用 図 書 と し て 使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図

書 や 複 数 種 目 で 希 望 の あ る 一 般 図 書 は 、 い ず れ も 適 切 で あ る と

考 え る 旨 を 答 申 と し た い と 考 え ま す け れ ど も 、 い か が で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

各 委 員   い い で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 な お 、 会 議 録 に つ き ま し て は 添 付 資 料 と し て 、 私 と 最 初 に 指

名 い た し ま し た 畠 山 委 員 で 確 認 の 上 、 答 申 を す る こ と と い た し

た い と 思 い ま す 。 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

各 委 員   お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、ほ か に ご 意 見 は あ る で し ょ う か 。よ ろ し い で す か 。 

 

各 委 員  な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 議 題 ３ に つ い て の 審 議 を 終 了 い た し ま す 。 こ れ で

予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 了 い た し ま し た 。  

 全 体 を 通 し て 皆 様 か ら 何 か ご 意 見 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 



委 員 長   よ ろ し い で す ね 。そ れ で は 長 い 時 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

 最 後 に 事 務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   で は 、 お 疲 れ さ ま で し た 。 そ れ で は 、 今 後 の 予 定 に つ い て 説

明 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 事 務 局 と い た し ま し て は 、 今 後 、 本 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 作

成 い た し ま し て 、 平 山 審 議 委 員 長 に 確 認 を い た だ き ま す 。 審 議

委 員 長 に お か れ ま し て は 、 た だ い ま の 審 議 の 経 過 を 踏 ま え て 答

申 を 作 成 し て い た だ き ま し て 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 署

名 委 員 に 確 認 し て い た だ き ま す 。 そ の 後 、 審 議 委 員 長 か ら 教 育

長 へ の 答 申 を 行 う こ と に な り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し

ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 そ れ で は 、 こ れ を も ち ま し て 全 て の 審 議 を 終 了 い た し ま し た

の で 、 第 ２ 回 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員

会 を 閉 じ さ せ て い た だ き ま す 。本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  


